
番 号

令和 5 年 9 月 28 日

殿 国立大学法人大阪大学

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○

○

（注）

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科９感染症内科

診療実績

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

大阪大学医学部附属病院の業務に関する報告について

内科 有

2阪医病総

厚生労働大臣

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和　　年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入
すること。

住所

開設者名     学長　西尾　章治郎

氏名

〒565-0871　大阪府吹田市山田丘1番1号

国立大学法人大阪大学

大阪大学医学部附属病院

「アレルギー疾患内科またはアレルギー科」、「リウマチ科」の診療内容はアレルギー疾患リウマチ科、「内分泌内科」、「代
謝内科」の診療内容は糖尿病・内分泌・代謝内科、「血液内科」の診療内容は血液・腫瘍内科で提供している。

〒565-0871　　大阪府吹田市山丘2番15号

電話（　　06　　）60879　－　5111　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場
合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

（様式第10）



（2）外科

○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

漢方内科

乳腺・内分泌外科 病理診断科 形成外科 リハビリテーション科 神経・精神科

糖尿病・内分泌・代謝内科 アレルギー疾患リウマチ科 血液・腫瘍内科 老年内科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科
３歯科口腔外
科

４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

９婦人科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

「乳腺外科」、「内分泌外科」の診療内容は乳腺・内分泌外科で提供している。

１精神科 ３整形外科2小児科

一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管
外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を
記載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして
差し支えないこと）。

外科

2消化器外科 ３乳腺外科

無

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

1034 1086

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養

（単位：床）52



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

496 405.1 901.1 123 0

3 0 3 26 84

96 1 97 5 2

0 0 0 19 0

42 1 43 0 0

1039 12.6 1051.6 37 15

0 1 1 0 36

3 0 3 0 366

15 0 15 67 61

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 4 年 4 月 1 日

助産師

看護師 医療社会事業従事者臨床工学士

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それ
ぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

122

127

13

40

17

23

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 23

合計

27

17

81

18

30

15

24

577

耳鼻咽喉科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　竹原　徹郎　　　　） 任命年月日

平成24年～令和3年：医療クオリティ審議委員会委員



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

29 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

643 ㎡ （主な設備）

135 ㎡ （主な設備）

305 ㎡ （主な設備）

65 ㎡ （主な設備）

12,121 ㎡ （主な設備）

1,187 ㎡ 室数 室 人

3,737 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人
（注） 1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。

2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

歯科等以外 歯科等 合計

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

785.4

2,340.10

0

16.8

785.4

2,356.90

1026.1

216

1

27

473

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそ
れ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入
すること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
595.33 鉄骨鉄筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ
人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ

床面積

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

55

検査台、遠心分離機、自動分析装置

検査台、顕微鏡、恒温器、安全キャビネット

床面積

共用する室名

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

-

収容定員

蔵書数

953

350000

病床数 30420.22

15

算出
根拠

検査台、顕微鏡、ドラフトチャンバー

解剖台、保管庫、冷蔵庫

パソコン等ＯＡ機器、実験台、保管庫

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 94.8 逆紹介率 84.2

7

19,463

18,218

1,036

21,625

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数



12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

無

有

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

大阪大学ホームページにて公開

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

橋　本　佐与子
認定NPO法人　ささえ
あい医療人権センター

COML　理事

患者・医療者双方のコ
ミュニケーション能力を
高める活動等に取り組
み、患者目線で医療に
ついて助言できる者とし

て選定

2

井上　惠嗣 大阪大学理事
リスク管理を担当する

理事として選定
3

橋　本　重　厚

福島県立医科大学
会津医療センター糖尿
病内分泌代謝・腎臓内

科学講座教授
同附属病院医療安全

管理部長

医療安全管理部長とし
て医療安全管理の専門

家として選定
1

水　島　幸　子
水島綜合法律事務所

所長

法律の専門家である
上、医療に精通してい

る者として選定
1

利害
関係

委員の要件
該当状況

倉　智　博　久
大阪府立病院機構　大
阪母子医療センター

総長

医療側・経営側の両知
識を有する者として選

定
1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

85

11

0

3

4

99

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

タイムラプス撮像法による受精卵・胚培養

子宮内膜受容能検査１

二段階胚移植術

流死産検体を用いた遺伝子検査

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

0

1

0

4

1

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

自家嗅粘膜移植による脊髄再生治療　胸髄損傷（損傷後十二月以上経過してもなお下肢が完全な運動麻
痺（米国脊髄損傷教会によるＡＩＳがＡである患者に係るものに限る。）を呈するものに限る。）

テモゾロミド用量強化療法　膠芽腫（初発時の初期治療後に再発又は増悪したものに限る。）

術後のアスピリン経口投与療法　下部直腸を除く大腸がん（ステージがⅢ期であって、肉眼による観察及び
病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）

術前のゲムシタビン静脈内投与及びナブ－パクリタキセル静脈内投与の併用療法　切除可能な膵臓がん
（七十歳以上八十歳未満の患者に係るものに限る。）

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 脳死肺移植術 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

重症呼吸不全や肺高血圧症で他に有効な治療手段がなく生命の危険が迫っている患者

医療技術名 腹腔鏡下卵巣癌（卵管癌や腹膜癌、境界悪性卵巣腫瘍も含む）根治術 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

卵巣癌に対する根治術を腹腔鏡下で一期的に行い安全性有効性予後を評価する

医療技術名 卵巣機能不全患者に対するDHEAを用いた卵巣機能改善 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下子宮体癌根治術 取扱患者数 10

当該医療技術の概要

子宮体癌に対する傍大動脈リンパ節郭清を含む根治術を腹腔鏡下で一期的に行い安全性有効性予後を評価する

医療技術名 腹腔鏡下骨盤内臓摘出術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

婦人科癌に対する内臓全摘術を腹腔鏡下で一期的に行い安全性有効性予後を評価する

医療技術名 頭頸部癌アルミノックス(光免疫)療法 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死・生体小児肝移植 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

先天性疾患による肝不全や激症型肝炎の小児に対して実施している。

医療技術名 胸腔鏡下横隔膜ヘルニア根治術 取扱患者数 6

当該医療技術の概要

開腹手術が標準術式であるが、合併奇形等が少なく重症ではない症例に対しては、低侵襲手術として実施できる。

医療技術名 患者適合型手術ガイドとプレートを用いた変形矯正手術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下リンパ節郭清術　後腹膜 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

精巣腫瘍の後腹膜リンパ節転移に対して腹腔鏡下に切除を行う。従来の開腹手術と比較し、低侵襲に実施できる。

医療技術名 皮膚・軟部の脈管奇形に対するIVR治療 取扱患者数 46

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 11

取扱い患者数の合計（人） 89

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医
療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当
該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

早発卵巣機能不全（早発閉経）や、卵巣刺激におけるPoor responderなどの卵巣機能不全患者に対し、DHEA
（Dehydroepiandrosterone）の内服治療を行うことで、卵巣機能改善を図る。

外科的切除不能で、化学放射線療法後または不可能な局所進行または局所再発の頭頸部癌に対して適応となる治療で、
抗体-光感受性物質複合体の点滴静注とレーザ光照射を行う治療である。

四肢骨変形に対して、術前3次元コンピューターシミュレーションにより設計・製造した患者適合型手術ガイドとプレートを用
いて矯正骨切りを行うことにより、3次元的に正確な変形矯正を実施できる。

頭頸部・四肢・体幹部等の脈管奇形（血管奇形・リンパ管奇形及びそれらの混合型）
に対して塞栓術や硬化療法などIVR (interventional radiology)治療を行う。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 4 56 ベーチェット病 145
2 筋萎縮性側索硬化症 44 57 特発性拡張型心筋症 324
3 脊髄性筋萎縮症 7 58 肥大型心筋症 70
4 原発性側索硬化症 1 59 拘束型心筋症 8
5 進行性核上性麻痺 53 60 再生不良性貧血 60
6 パーキンソン病 657 61 自己免疫性溶血性貧血 10
7 大脳皮質基底核変性症 15 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 13
8 ハンチントン病 3 63 特発性血小板減少性紫斑病 106
9 神経有棘赤血球症 4 64 血栓性血小板減少性紫斑病 0
10 シャルコー・マリー・トゥース病 5 65 原発性免疫不全症候群 36
11 重症筋無力症 256 66 IgＡ 腎症 62
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 116
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 196 68 黄色靱帯骨化症 4

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動
ニューロパチー

25 69 後縦靱帯骨化症 85

15 封入体筋炎 3 70 広範脊柱管狭窄症 12
16 クロウ・深瀬症候群 1 71 特発性大腿骨頭壊死症 77
17 多系統萎縮症 30 72 下垂体性ADH分泌異常症 19
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 101 73 下垂体性TSH分泌亢進症 5
19 ライソゾーム病 76 74 下垂体性PRL分泌亢進症 18
20 副腎白質ジストロフィー 8 75 クッシング病 17
21 ミトコンドリア病 23 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 4
22 もやもや病 28 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 64
23 プリオン病 3 78 下垂体前葉機能低下症 213
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 4
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 2 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 5
27 特発性基底核石灰化症 1 82 先天性副腎低形成症 1
28 全身性アミロイドーシス 39 83 アジソン病 2
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 124
30 遠位型ミオパチー 3 85 特発性間質性肺炎 56
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 74
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 16
34 神経線維腫症 96 89 リンパ脈管筋腫症 39
35 天疱瘡 33 90 網膜色素変性症 84
36 表皮水疱症 47 91 バッド・キアリ症候群 3
37 膿疱性乾癬（汎発型） 12 92 特発性門脈圧亢進症 1
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 1 93 原発性胆汁性肝硬変 60
39 中毒性表皮壊死症 4 94 原発性硬化性胆管炎 20
40 高安動脈炎 75 95 自己免疫性肝炎 30
41 巨細胞性動脈炎 14 96 クローン病 302
42 結節性多発動脈炎 17 97 潰瘍性大腸炎 310
43 顕微鏡的多発血管炎 62 98 好酸球性消化管疾患 9
44 多発血管炎性肉芽腫症 29 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 9
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 39 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 7 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 14 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 9 103 CFC症候群 1
49 全身性エリテマトーデス 472 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 151 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 209 106 クリオピリン関連周期熱症候群 1
52 混合性結合組織病 80 107 若年性特発性関節炎 1
53 シェーグレン症候群 76 108 TNF受容体関連周期性症候群 1
54 成人スチル病 18 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 13 110 ブラウ症候群 1

高度の医療の提供の実績等

4　指定難病についての診療

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

高度の医療の提供の実績等

4　指定難病についての診療

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 4 161 家族性良性慢性天疱瘡 0
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 15
113 筋ジストロフィー 48 163 特発性後天性全身性無汗症 29
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 1 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 1 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 3
117 脊髄空洞症 2 167 マルファン症候群 11
118 脊髄髄膜瘤 0 168 エーラス・ダンロス症候群 5
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 16
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 172 低ホスファターゼ症 4
123 禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性白質 0 173 VATER症候群 1

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性脳
動脈症

3 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びまん
性白質脳症

0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 15 177 ジュベール症候群関連疾患 1
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 1 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 1
131 アレキサンダー病 0 181 クルーゾン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 2 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 3
139 先天性大脳白質形成不全症 1 189 無脾症候群 2
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 3
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 1 193 プラダー・ウィリ症候群 1
144 レノックス・ガストー症候群 0 194 ソトス症候群 1
145 ウエスト症候群 2 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 2 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 1 203 22q11.2欠失症候群 1
154 徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん性脳 0 204 エマヌエル症候群 0
155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 3 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 2 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 50 208 修正大血管転位症 4
159 色素性乾皮症 1 209 完全大血管転位症 5
160 先天性魚鱗癬 0 210 単心室症 11



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

高度の医療の提供の実績等

4　指定難病についての診療

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 2 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェラーゼ
欠損症

0

212 三尖弁閉鎖症 5 260 シトステロール血症 4
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 1 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 1
215 ファロー四徴症 11 263 脳腱黄色腫症 3
216 両大血管右室起始症 6 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 0 265 脂肪萎縮症 0
218 アルポート症候群 1 266 家族性地中海熱 3
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 2 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アクネ症
候群

0

222 一次性ネフローゼ症候群 78 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 2 271 強直性脊椎炎 33
224 紫斑病性腎炎 1 272 進行性骨化性線維異形成症 0
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 1 274 骨形成不全症 7
227 オスラー病 16 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 3
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 0 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 2
230 肺胞低換気症候群 1 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0
231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 279 巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病変） 4
232 カーニー複合 1 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 6
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 3

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロフィーを
除く。）

0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0

235 副甲状腺機能低下症 6 283 後天性赤芽球癆 1
236 偽性副甲状腺機能低下症 1 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 1
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 9 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 3 288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 2
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 0
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 1
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸型） 3
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 1
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 0
246 メチルマロン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 1
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 6 296 胆道閉鎖症 16
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 3
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 1
251 尿素サイクル異常症 2 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 35
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 1
254 ポルフィリン症 1 302 レーベル遺伝性視神経症 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 0
256 筋型糖原病 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 2 305 遅発性内リンパ水腫 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランスフェ
ラーゼ欠損症

0 306 好酸球性副鼻腔炎 61



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

高度の医療の提供の実績等
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（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
308 進行性白質脳症 1 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
309 進行性ミオクローヌスてんかん 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
310 先天異常症候群 2 324 メチルグルタコン酸尿症 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
312 先天性僧帽弁狭窄症 0 326 大理石骨病 0

313 先天性肺静脈狭窄症 0 327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるものに
限る。）

4

314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 328 前眼部形成異常 0

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／ＬＭＸ
１Ｂ関連腎症

0 329 無虹彩症 9

316 カルニチン回路異常症 1 330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症 3
317 三頭酵素欠損症 0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 22
318 シトリン欠損症 0 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0

320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトール
（GPI）欠損症

0
334 脳クレアチン欠乏症候群

0

335 ネフロン癆 0
336 家族性低βリポタンパク血症1（ホモ接合体） 0
337 ホモシスチン尿症 0
338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

取扱疾患件数 184
患者数計 6,341



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

　・

　・

　・

　・

ハイリスク分娩管理加算 　・

ハイリスク妊娠管理加算

患者サポート体制充実加算

報告書管理体制加算

褥瘡ハイリスク患者ケア加算

小児入院医療管理料２

短期滞在手術等基本料１

看護職員処遇改善評価料６１

　・

　・

精神科身体合併症管理加算

精神科リエゾンチーム加算

救命救急入院料３

救命救急入院料４

特定集中治療室管理料１

ハイケアユニット入院医療管理料１

総合周産期特定集中治療室管理料

新生児治療回復室入院医療管理料

呼吸ケアチーム加算

病棟薬剤業務実施加算１

病棟薬剤業務実施加算２

データ提出加算

入退院支援加算

せん妄ハイリスク患者ケア加算

精神疾患診療体制加算

精神科急性期医師配置加算

地域医療体制確保加算

栄養サポートチーム加算

医療安全対策加算１

感染防止対策加算１

無菌治療室管理加算２

放射線治療病室管理加算（治療用放射線同位元素による場
合）

放射線治療病室管理加算（密封小線源による場合）

緩和ケア診療加算

医師事務作業補助体制加算２

急性期看護補助体制加算

看護職員夜間配置加算

療養環境加算

重症者等療養環境特別加算

無菌治療室管理加算１

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

初診料（歯科）の注１に掲げる基準

歯科外来診療環境体制加算１

特定機能病院入院基本料

救急医療管理加算

超急性期脳卒中加算

診療録管理体制加算１

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

薬剤管理指導料 時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト

ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ） 遺伝カウンセリング加算

がん治療連携計画策定料 遺伝性腫瘍カウンセリング加算

ハイリスク妊産婦連携指導料２ 心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

連携充実加算 検体検査管理加算（Ⅰ）

療養・就労両立支援指導料の注３に規定する相談支援加算 国際標準検査管理加算

ニコチン依存症管理料 検体検査管理加算（Ⅳ）

下肢創傷処置管理料
抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体特
異性同定検査）

外来腫瘍化学療法診療料１ ウイルス・細菌核酸多項目同時検出

外来放射線照射診療料 ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

腎代替療法指導管理料 ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

生殖補助医療管理料１ 先天性代謝異常症検査

一般不妊治療管理料 がんゲノムプロファイリング検査

小児運動器疾患指導管理料 遺伝学的検査

婦人科特定疾患治療管理料 骨髄微小残存病変量測定

乳腺炎重症化予防ケア・指導料 染色体検査の注２に規定する基準

移植後患者指導管理料（臓器移植後） 在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

糖尿病透析予防指導管理料
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない
持続血糖測定器を用いる場合）

移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持
続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

がん性疼痛緩和指導管理料 歯科治療時医療管理料

がん患者指導管理料ハ 救急搬送診療料の注4に規定する重症患者搬送加算

外来緩和ケア管理料 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

がん患者指導管理料ニ 在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

外来栄養食事指導料の注３に規定する基準 医療機器安全管理料１

心臓ペースメーカー指導管理料の注５に規定する遠隔モニタ
リング加算

医療機器安全管理料２

糖尿病合併症管理料 精神科退院時共同指導料１及び２

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 導入期加算３及び腎代替療法実績加算

冠動脈ＣＴ撮影加算 透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

血流予備量比コンピューター断層撮影
難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖尿
病性腎症に対するLDLアフェレシス療法

遠隔画像診断 多血小板血漿処置

ポジトロン断層撮影 硬膜外自家血注入

ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 人工腎臓

前立腺針生検法（MRI撮影及び超音波検査融合画像によるも
の）

抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調症
治療指導管理料に限る。）

経気管支凍結生検法 医療保護入院等診療料

画像診断管理加算３ 静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）

ロービジョン検査判断料 集団コミュニケーション療法料

コンタクトレンズ検査料１ 療養生活継続支援加算

内服・点滴誘発試験 精神科作業療法

補聴器適合検査 運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

黄斑局所網膜電図 呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

全視野精密網膜電図 がん患者リハビリテーション料

脳磁図（その他のもの） 無菌製剤処理料

脳波検査判断料１ 心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

神経学的検査 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

中枢神経磁気刺激による誘発筋電図 肝エラストグラフィ加算

単線維筋電図 抗悪性腫瘍剤処方管理加算

脳磁図（自発活動を測定するもの） 外来化学療法加算１

人工膵臓検査、人工膵臓療法 乳房ＭＲＩ撮影加算

長期継続頭蓋内脳波検査 頭部ＭＲＩ撮影加算

長期脳波ビデオ同時記録検査１ 全身ＭＲＩ撮影加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

胎児心エコー法 外傷全身ＣＴ加算

ヘッドアップティルト試験 心臓ＭＲＩ撮影加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

羊膜移植術 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあ
るもの））

同種死体肺移植術

緑内障手術（緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水晶
体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

生体部分肺移植術

角結膜悪性腫瘍切除手術
胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡手術用支援機
器を用いる場合）

治療的角膜切除術（エキシマレーザーによるもの（角膜ジスト
ロフィー又は帯状角膜変性に係るものに限る。））

肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合併
切除を伴うもの）に限る。）

角膜移植術（内皮移植加算）
胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるもの
で内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（７本以上の電極
による場合）に限る。）

胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）
胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術（便
失禁）

胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術
乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節生
検（単独）

脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術
乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わ
ないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの） 乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（ＭＲＩによるもの）

椎間板内酵素注入療法 頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

脳腫瘍覚醒下マッピング加算
乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節生
検（併用）

組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に掲
げる処理骨再建加算

喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）

骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限
る。）

上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）、下顎骨形成術
（骨移動を伴う場合に限る。）

センチネルリンパ節加算
内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経鼻内視鏡
下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うもの）

皮膚移植術（死体） 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）

自家脂肪注入 内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）

口腔粘膜処置 経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

う蝕歯無痛的窩洞形成加算 人工中耳植込術

CAD/CAM冠及びCAD/CAMインレー
植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込術、
植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法 緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））

磁気による膀胱等刺激法 網膜再建術

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

同種心移植術 同種死体膵島移植術

同種心肺移植術 生体部分小腸移植術

骨格筋由来細胞シート心表面移植術 同種死体小腸移植術

補助人工心臓 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

小児補助人工心臓
腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

植込型補助人工心臓（非拍動流型） 同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電極の場
合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（経静脈
電極の場合）

腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

大動脈バルーンパンピング法（IABP法） 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）
腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植込
型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

移植用部分肝採取術（生体）（腹腔鏡によるもの）

植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下植込型
リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その他のもの）及び経
静脈電極抜去術

生体部分肝移植術

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電極の場
合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（心筋電
極の場合）

同種死体肝移植術

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレス
ペースメーカー）

胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除術及び肝切（葉以上）
を伴うものに限る。）

両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心室
ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

腹腔鏡下肝切除術

両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両心
室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

不整脈手術　左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるもの） バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

経皮的中隔心筋焼灼術
腹腔鏡下総胆管拡張症手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

胸腔鏡下弁置換術
腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性腫瘍手術（内視
鏡手術用支援機器を用いる場合））

経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮的
大動脈弁置換術）

腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支
援機器を用いる場合））

経皮的僧帽弁クリップ術 腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）
腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜
リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術、等

胸腔鏡下弁形成術 腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの）

胸腔鏡下弁形成術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）
腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援
機器を用いる場合））

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。） 悪性腫瘍病理組織標本加算

腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術 　・

胎児胸腔・羊水腔シャント術 　・

腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

定位放射線治療呼吸性移動対策加算

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手
術用支援機器を用いる場合）

画像誘導密封小線源治療加算

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） 病理診断管理加算２

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

強度変調放射線治療（IMRT）

腹腔鏡下仙骨膣固定術 画像誘導放射線治療（IGRT）

腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

定位放射線治療

膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、埋没陰茎手術及
び陰嚢水腫手術（鼠径部切開による）

外来放射線治療加算

精巣内精子採取術 高エネルギー放射線治療

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 一回線量増加加算

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

麻酔管理料（Ⅰ）

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 麻酔管理料（Ⅱ）

人工尿道括約筋植込・置換術 放射線治療専任加算

同種死体腎移植術 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

生体腎移植術 手術時歯根面レーザー応用加算

膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道） レーザー機器加算

腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）
医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺伝性乳
癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出術）

腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）及
び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるも
の）

輸血管理料Ⅰ

腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

コーディネート体制充実加算

内視鏡的小腸ポリープ切除術 体外式膜型人工肺管理料

腹腔鏡下副腎摘出手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）及び
腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出（褐色細胞腫）（内視鏡手術用支援機
器を用いるもの）

医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術

腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前方切除術及び
切断術に限る。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺
伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 無心体双胎焼灼術

腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

胎児輸血術及び臍帯穿刺

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 17

剖検率（％） 4.1

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

283

　・

　・

剖　検　の　状　況

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・角膜ジストロフィーの遺伝子解析（2020.4.1～） 　・

　・腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術（2020.4.1～）

　・流産検体を用いた染色体検査（2022.4.1～）

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2）



１　研究費補助金等の実績

No 研　究　課　題　名
研 究 者 氏

名
所 属 部 門 金　　　額

1
神経細胞内鉄代謝障害に基づく筋萎縮性側索硬化
症の病態解明

長野　清一
神経難病認知症探索
治療学寄附講座

2,860,000 補 独立行政法人日本学術振興会

2
神経・免疫・代謝におけるガイダンス因子の病的意
義の解明とその制御

熊ノ郷　淳
呼吸器・免疫内科学
講座

41,600,000 補 独立行政法人日本学術振興会

3
脊髄損傷後の機能回復を促進する脳活動の解明と
制御

貴島　晴彦 脳神経外科学講座 5,070,000 補 独立行政法人日本学術振興会

4
がんエクソソーム抗原と内部RNA情報の統合解析に
よる診断性能の最高精度化と応用

石井　秀始
疾患データサイエンス
学共同研究講座

5,720,000 補 独立行政法人日本学術振興会

5
ブレインマシンインターフェース駆動型機能的電気
刺激による完全体内埋込機能再建

平田　雅之
脳機能診断再建学共
同研究講座

15,990,000 補 独立行政法人日本学術振興会

6
慢性炎症を基盤としたリプログラミングの可視化と腫
瘍の解析

森井　英一 病態病理学講座 3,510,000 補 独立行政法人日本学術振興会

7
癌周囲微小環境を構成する癌関連線維芽細胞を標
的とした新たな肺癌治療の開発

新谷　康 呼吸器外科学講座 3,380,000 補 独立行政法人日本学術振興会

8
トリプトファン代謝に関連した老化制御の機構解明と
トランスレーショナルリサーチ

樂木　宏実 老年･総合内科学講座 3,770,000 補 独立行政法人日本学術振興会

9
前頭側頭型認知症における「RNA代謝リレー障害」
仮説の実証

森　康治 精神医学講座 5,330,000 補 独立行政法人日本学術振興会

10
個別化医療を目指したNASH由来肝癌ドライバー遺
伝子の網羅的な同定

小玉　尚宏 消化器内科学講座 5,330,000 補 独立行政法人日本学術振興会

11
CAR T細胞の標的として同定した新規急性骨髄性
白血病細胞特異的抗原の特性解析

保仙　直毅 血液･腫瘍内科学講座 5,460,000 補 独立行政法人日本学術振興会

12
プロテオミクス解析を用いたICU関連筋力低下(ICU-
AW)の病態解明

藤野　裕士
麻酔･集中治療医学講
座

2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

13 細胞骨格を制御することで瘢痕ゼロを実現する 久保　盾貴 形成外科学講座 2,600,000 補 独立行政法人日本学術振興会

14
タウ病理の脳内進展過程を標的とした認知症の層別
化・個別化治療に向けた基盤的研究

武田　朱公
臨床遺伝子治療学寄
附講座

4,160,000 補 独立行政法人日本学術振興会

15
トリプレットリピート病のリピート長変動機構解明とリ
ピート短縮治療の基盤確立

中森　雅之 神経内科学講座 2,470,000 補 独立行政法人日本学術振興会

16
神経軸索内局所翻訳機構に着目したALS/FTLDの
病態解明と治療法開発

長野　清一
神経難病認知症探索
治療学寄附講座

5,850,000 補 独立行政法人日本学術振興会

17
骨細胞機能障害の解析と治療ターゲットの探索ー遺
伝性骨疾患を対象としてー

大薗　恵一 小児科学講座 3,120,000 補 独立行政法人日本学術振興会

18
肝細胞におけるp53活性化を起点とした肝前駆細胞
由来発癌機構の解明

竹原　徹郎 消化器内科学講座 5,850,000 補 独立行政法人日本学術振興会

19
ディープフェノタイピング・iPS細胞技術の融合による
希少難治性心筋症診療体系構築

坂田　泰史 循環器内科学講座 4,160,000 補 独立行政法人日本学術振興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

補 助 元 又 は 委 託 元



20
早期CKD患者の精密医療を目指した予後評価法の
開発

猪阪　善隆 腎臓内科学講座 5,265,000 補 独立行政法人日本学術振興会

21
自己抗体により規定される「4つの皮膚筋炎」病型の
病態解明と特異的治療法の開発

藤本　学 皮膚科学講座 3,380,000 補 独立行政法人日本学術振興会

22
生体内組織形成術と軟骨細胞自己凝集化技術を組
み合わせた大動物気管再生モデルの確立

奥山　宏臣 小児成育外科学講座 5,440,000 補 独立行政法人日本学術振興会

23
膵癌患者の飛躍的予後改善をめざした個別的治療
方針決定法の策定

江口　英利 消化器外科学２講座 7,410,000 補 独立行政法人日本学術振興会

24
精巣特異的な代謝状態の全貌解明に基づく男性不
妊症の新規治療基盤の構築

福原　慎一郎 泌尿器科学講座 5,590,000 補 独立行政法人日本学術振興会

25
睡眠啓発アプリのAI化および睡眠習慣改善による発
達促進と脳基盤変化の解明

谷池　雅子 小児発達神経学領域 10,595,000 補 独立行政法人日本学術振興会

26
αシヌクレインが引き起こす凝集構造多型と疾患多
様性獲得機序の解明

望月　秀樹 神経内科学講座 4,680,000 補 独立行政法人日本学術振興会

27
認知症関連病的蛋白の翻訳後修飾を標的としたワク
チン療法の開発

森下　竜一
臨床遺伝子治療学寄
附講座

6,500,000 補 独立行政法人日本学術振興会

28
難治性癌に対する超高線量率炭素イオン線照射を
用いた免疫放射線治療法の開発

小川　和彦 放射線治療学講座 5,590,000 補 独立行政法人日本学術振興会

29
全ゲノム解析基盤による機能・情報統合解析と新規
心筋症遺伝子の同定および機序解明

朝野　仁裕 医化学講座 6,500,000 補 独立行政法人日本学術振興会

30 急速進行性間質性肺炎の病態解明と治療法の開発 高松　漂太
呼吸器・免疫内科学
講座

4,680,000 補 独立行政法人日本学術振興会

31
グレリン/グレリン経口アナログによる外科的悪液質の
治療

土岐　祐一郎 消化器外科学２講座 3,770,000 補 独立行政法人日本学術振興会

32 制御性T細胞を用いた移植免疫制御方法の開発 宮川　繁 心臓血管外科学講座 2,990,000 補 独立行政法人日本学術振興会

33 慢性期脊髄損傷に対する治療ストラテジーの確立 岡田　誠司 整形外科学講座 7,930,000 補 独立行政法人日本学術振興会

34
遺伝的素因、生活習慣、腸内細菌叢の多面的解析
に基づく前立腺癌の早期診断戦略の構築

野々村　祝夫 泌尿器科学講座 4,030,000 補 独立行政法人日本学術振興会

35
尿路性器癌における全身循環細菌叢及び細菌関連
代謝が構築する癌局所免疫状態の解明

河嶋　厚成 泌尿器科学講座 8,190,000 補 独立行政法人日本学術振興会

36
HPVワクチン再普及のシミュレーションと生まれ年度
別の子宮頸がん罹患リスク予測

上田　豊 産科学婦人科学講座 6,500,000 補 独立行政法人日本学術振興会

37
PDX モデルマウスとオミックス解析を用いた希少がん
保存バンクの設立

木村　正 産科学婦人科学講座 7,670,000 補 独立行政法人日本学術振興会

38
眼底画像のみから循環器疾患リスクプロファイリング
を行う「新・眼底健診」の提案

川崎　良
視覚情報制御学(トプ
コン)寄附講座

2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会

39
植込み機能的電気刺激とブレインマシンインター
フェースによる自己四肢の運動機能再建

平田　雅之
脳機能診断再建学共
同研究講座

500,000 補 独立行政法人日本学術振興会



40
皮膚レジデントメモリーT細胞の発現分子が乾癬病
態形成に及ぼす影響の検討

久米　美輝 皮膚科学講座 700,000 補 独立行政法人日本学術振興会

41
臨床検体を用いた膠芽腫細胞の治療標的抗原の同
定、機能解析とCAR-T療法への展開

黒田　秀樹 脳神経外科学講座 1,200,000 補 独立行政法人日本学術振興会

42
急性呼吸不全において肺傷害の最小にする新しい
人工呼吸法の開発

内山　昭則
麻酔･集中治療医学講
座

260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

43
発達障害の3歳未満における早期診断が児と養育者
に与える影響の調査

中西　真理子
（小児科・子ども）環境
関連

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

44
心機能回復のための心筋細胞における細胞極性因
子aPKCの役割の解明

河村　拓史 心臓血管外科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

45
片側難聴児への補聴介入が社会的適応及び心理面
に及ぼす影響

太田　有美
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

46
線条体の機能改善によるパーキンソン病治療法の開
発

別宮　豪一 神経内科学講座 910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

47
機械学習を用いた画像診断レポートからの情報抽出
と利活用に関する研究

武田　理宏 医療情報学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

48
センチネルリンパ節リアルタイムモニタリングによる新
しい乳癌腋窩リンパ節治療の開発

島津　研三
乳腺･内分泌外科学講
座

1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

49
小児閉塞性睡眠時無呼吸症候群の脳発達への影響
の解明

毛利　育子 小児発達神経学領域 715,000 補 独立行政法人日本学術振興会

50
視神経脊髄炎におけるタイプ１インターフェロンシグ
ネーチャーの解明

奥野　龍禎 神経内科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

51 甲状腺腫瘍の術前分子診断法の確立 日高　洋 病院臨床検査学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

52
レボドパ誘発性ジスキネジアでのグリア介在性の神
経可塑性の異常

馬場　孝輔 神経内科学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

53
原因不明脳梗塞の包括的病態解明および診断アル
ゴリズムの確立

藤堂　謙一 神経内科学講座 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

54
クロザピン抵抗性統合失調症のバイオマーカーの開
発

藤本　美智子 精神医学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

55
血液リキッドバイオプシーによる子宮頸癌放射線治
療後の遺残・再発のモニタリング

礒橋　文明 放射線治療学講座 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

56
骨石灰化におけるピロリン酸濃度とその調節機構の
解明―網羅的代謝物遺伝子発現解析―

窪田　拓生 小児科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

57 慢性肝疾患の進展における細胞内輸送の解析 阪森　亮太郎 消化器内科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

58
肝細胞癌における間質細胞オートファジーを介した
癌微小環境の制御機構の解明

疋田　隼人 消化器内科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

59
TNF-α上昇が慢性膵炎病態形成に与える影響の
解明

重川　稔 消化器内科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会



60
重症心不全症例における右室機能を三次元経胸壁
心エコー図法で求めた新指標で評価する

竹田　泰治 循環器内科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

61
脂質メディエーターによる心筋細胞死制御機構の解
明と心不全創薬への応用

種池　学 循環器内科学講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

62
クロマチン構造解析による新規サルコペニア治療薬
の基盤創生

井上　和則 腎臓内科学講座 585,000 補 独立行政法人日本学術振興会

63
白斑におけるメラノサイト超選択的レジデントT細胞の
特徴と相互維持機能の解明

種村　篤 皮膚科学講座 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

64
血管擬態の阻害によるHER2陽性乳癌の新規治療法
の開発

下田　雅史
乳腺･内分泌外科学講
座

1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

65
分子バーコードNGSによるリキッドバイオプシー：胃癌
免疫化学療法の病勢・効果予測

黒川　幸典 消化器外科学１講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

66
細胞特性を利用した大腸癌幹細胞分離による癌幹
細胞理解と大腸癌幹細胞の治療標的化

植村　守 消化器外科学１講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

67
脂肪幹細胞・iPS細胞を用いた難治性呼吸器疾患に
対する新規肺再生治療法の開発

福井　絵里子 呼吸器外科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

68
悪性髄膜腫に対するWT1ペプチドワクチン療法の開
発

平山　龍一 脳神経外科学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

69
脳内てんかんネットワークのElectrical fingerprintの同
定

クー　ウイミン 脳神経外科学講座 505,700 補 独立行政法人日本学術振興会

70
脳深部刺激術におけるclosed-loop systemの応用と
脳機能解析

谷　直樹 脳神経外科学講座 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

71
部分再開通における脳梗塞進展の機序解明と治療
法の開発

島村　宗尚
健康発達医学寄附講
座

910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

72
ウルトラファインバブルによる新規難治性骨折・廃用
性骨粗鬆症の予防・治療法の開発

蛯名　耕介
運動器再生医学共同
研究講座

1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

73
内軟骨性骨化過程の解明に向けた生体内イメージ
ング手法の確立

海渡　貴司 整形外科学講座 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

74
腎癌の循環腫瘍DNAによる変異プロファイル進化の
解明と個別化医療への臨床応用

山本　致之 泌尿器科学講座 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

75
トランスポゾンスクリーニング手法を用いた子宮平滑
筋肉腫の薬剤耐性の解明

小玉　美智子 産科学婦人科学講座 832,000 補 独立行政法人日本学術振興会

76
子宮頸癌に対する本邦での低侵襲手術の再発リスク
因子の検証

小林　栄仁 産科学婦人科学講座 1,001,000 補 独立行政法人日本学術振興会

77
リキッドバイオプシーに基づく口腔癌の予防的頸部
郭清

鈴木　基之
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

78
リバーストランスレーショナルリサーチによるぶどう膜
炎新規診断法の探索

丸山　和一
視覚情報制御学(トプ
コン)寄附講座

910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

79
深層学習を用いた甲状腺眼症の顔写真診断支援シ
ステムの作成

北口　善之 眼科学講座 455,000 補 独立行政法人日本学術振興会



80
中心静脈栄養における代謝異常・肝機能障害とエピ
ジェネティック因子の関連

田附　裕子 小児成育外科学講座 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

81
自閉症スペクトラムの聞こえの問題としての聴覚情報
処理障害の検討ならびにその支援

三好　紀子 精神医学講座 975,000 補 独立行政法人日本学術振興会

82 3次元病理診断を可能とする新規染色技術の開発 野島　聡 病態病理学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

83
強皮症モデルマウスにおけるHMGB1による骨髄由
来間葉系幹細胞の誘導

植田　郁子 皮膚科学講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

84
老化に伴うインスリン抵抗性の病態における血管内
皮のαシヌクレインの機能の検討

鷹見　洋一 老年･総合内科学講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

85
グリア系細胞におけるタイトジャンクションの意義と神
経病態への関与

佐々木　勉
神経難病認知症探索
治療学寄附講座

1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

86
温度感受性受容体を標的とした多発性硬化症環境
因子の解明

木下　允 神経内科学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

87
うつ病へのrTMS治療の機序を解明し効果予測指標
を確立する包括的神経生理学的研究

高橋　隼 精神医学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

88 非てんかん性心因性発作に関する実証的研究 岩瀬　真生 精神医学講座 390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

89
子宮内膜癌術前MRIの実臨床における筋層浸潤診
断精度に関する多角的解析

坪山　尚寛 放射線医学講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

90
超高精細CTの新しい肺癌画像解析法の確立：診断
能に寄与する画像因子探索とAI解析

梁川　雅弘 放射線医学講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

91
重粒子線治療における正常組織の晩期障害低減に
関する研究

林　和彦 放射線治療学講座 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

92
心筋細胞と心筋線維芽細胞の相互作用に着目した
小児拡張型心筋症の病態解明

石井　良 小児科学講座 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

93
iPS細胞由来ミクログリア―ニューロン3次元共培養系
による自閉症の病態解析

橘　雅弥 小児発達神経学領域 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

94
ドライバー遺伝子異常に基づいた肝がん個別化薬
物療法の構築

巽　智秀 消化器内科学講座 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

95
重症心不全患者のカヘキシー予防のための代謝動
態に基づく至適栄養療法の確立

坂本　陽子 循環器内科学講座 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

96
T細胞性免疫調整薬によるがんおよび抗ウイルス免
疫療法の開発

岩堀　幸太
臨床腫瘍免疫学共同
研究講座

910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

97
外来患者より見出した、低Mg血症、低K血症、高血
圧症を伴う家系の分子遺伝学的解析

貝森　淳哉
腎疾患臓器連関制御
学寄附講座

780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

98
皮膚resident memory T細胞の構築・維持機構の解
明

細川　玲（渡辺玲）皮膚科学講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

99
皮膚悪性リンパ腫におけるガングリオシドと腫瘍免疫
の解明

清原　英司 皮膚科学講座 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会



100 自己抗体による強皮症発症機構の解明 荒瀬　規子 皮膚科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

101
プロテオミクスが同定するインテグリンαIIbβ3活性
化機構から新規抗血小板療法へ

加藤　恒 血液･腫瘍内科学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

102
冠動脈壁・心筋・膵へ異所性脂肪蓄積を来す2型糖
尿病臨床像の同定-多施設共同研究-

小澤　純二
糖尿病病態医療学寄
附講座

1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

103
新規SREBPユビキチンリガーゼの肥満糖尿病及び
クッシング症候群における意義解明

奥野　陽亮
内分泌･代謝内科学講
座

1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

104
ex vivo腫瘍モデルの構築と腫瘍間質を形成するメカ
ニズムの解明

三吉　範克 消化器外科学２講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

105
次世代新規脊髄髄膜瘤胎児治療の開発ーマイクロ
デバイスを用いた胎児再生誘導治療

渡邊　美穂 小児成育外科学講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

106
バイオ人工臓器研究における（膜型）レクチンの制御
機能の利用

正畠　和典 小児成育外科学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

107
早期診断が困難な腎移植後抗体関連型拒絶反応に
対する革新的検査法の創出

今村　亮一 泌尿器科学講座 1,534,000 補 独立行政法人日本学術振興会

108
INK4 familyタンパク質を標的とした新たな大腸癌治
療法の開発

高橋　秀和 消化器外科学２講座 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

109
免疫モニタリングによる上部消化管がん腫瘍免疫応
答機序の解明と個別化治療の確立

牧野　知紀 消化器外科学２講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

110
敗血症性急性腎傷害の早期発見-尿中酸素分圧を
用いての検討-

井口　直也
麻酔･集中治療医学講
座

390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

111
視床破壊術後の上肢近位筋の振戦に対する経皮的
電気刺激療法の開発

押野　悟 脳神経外科学講座 546,000 補 独立行政法人日本学術振興会

112
アッセンブロイドによる脳内生態系の再生と重症くも
膜下出血治療への応用

西田　武生 脳神経外科学講座 1,391,000 補 独立行政法人日本学術振興会

113
安静時functional MRIによる頚髄症の包括的な予後
予測と妥当性検証

武中　章太 整形外科学講座 1,521,000 補 独立行政法人日本学術振興会

114
リハビリテーションによる末梢神経損傷後の神経可塑
性効果の検討

田中　啓之
運動器スポーツ医科
学共同研究講座

1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

115
遺伝子改変ネオアンチゲン特異的T細胞による泌尿
器癌個別化免疫療法の開発

加藤　大悟 泌尿器科学講座 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

116
前立腺細菌叢に着目した前立腺肥大症発症メカニ
ズムの解明と個別化医療への応用

竹澤　健太郎 泌尿器科学講座 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

117
DNA損傷応答に着目した機能喪失スクリーニングに
よる前立腺癌の新規治療法の開発

石津谷　祐 泌尿器科学講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

118
漢方を用いた妊娠高血圧症候群を対象にしたDrug
repositioning研究

味村　和哉 産科学婦人科学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

119
内因性NF-κB転写阻害因子MTI-Ⅱによる着床機
構の解明と治療効果の検討

三宅　達也 産科学婦人科学講座 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会



120
内因性NF-κB転写阻害因子MTI-Ⅱによる分娩制
御機構の解明と治療効果の検討

瀧内　剛
先端ゲノム医療学共
同研究講座

1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

121
TRPV1チャンネルをターゲットにした前庭障害への
治療法の開発

鎌倉　武史
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

122
難治性顔面神経麻痺の克服　～早期診断ツールと
神経再生促進薬の開発～

佐藤　崇
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

1,007,500 補 独立行政法人日本学術振興会

123
網膜における血管内皮コロニー形成細胞の同定およ
びその微小環境の解明

崎元　晋 眼科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

124
ナノポア検出器と機械学習をもちいたウイルス性眼
疾患におけるウイルスの1分子検出

橋田　徳康 眼科学講座 2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会

125 無虹彩症の病態形成における細胞老化の関与 川崎　諭
眼免疫再生医学共同
研究講座

1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

126 糖尿病網膜症の慢性化制御機構の解明 福嶋　葉子
眼免疫再生医学共同
研究講座

1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

127
フックス角膜内皮ジストロフィの発症メカニズムおよび
リスクの解析

大家　義則 眼科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

128
メカニカルストレスによる視神経乳頭アストロサイトの
生体応答分子機序の解明

松下　賢治 眼科学講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

129
高齢胃癌患者の治療成績向上を目指した術前リハ
ビリテーションおよび栄養療法の開発

山本　和義 消化器外科学２講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

130
視覚障害原因疾患の視機能回復のための人工視覚
の低侵襲電気刺激法の開発

西田　健太郎
視覚機能形成学寄附
講座

780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

131
膵癌における骨格筋と癌微小環境の相互作用の解
明と予後改善を目指した治療への応用

岩上　佳史 消化器外科学２講座 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

132
大腸癌におけるエピゲノムを標的とした新規治療法
開発と免疫回避機構阻害への応用

波多　豪 消化器外科学２講座 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

133
乳癌センチネルリンパ節における転移診断および治
療を目的とした新規トレーサーの開発

阿部　かおり（一瀬かおり）
乳腺･内分泌外科学講
座

910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

134
難治がんに有望ながん免疫effector T細胞特性の基
盤的解明と細胞治療開発

西田　純幸
呼吸器・免疫内科学
講座

1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

135
環状RNAによるバイオマーカーとしての有用性の検
討と新規核酸治療法の開発

田中　晃司 消化器外科学２講座 2,080,000 補 独立行政法人日本学術振興会

136
血漿及びエクソソームを用いたメタボロミクス解析によ
るフレイルバイオマーカーの探索

横山　世理奈 老年･総合内科学講座 910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

137
アルギニンジメチル化異常が与えるALS病態の解明
と新規病態関連因子の同定

池中　建介 神経内科学講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

138
老化に伴う認知・運動障害における、嗜銀顆粒の総
合的研究

村山　繁雄
（小児科・子ども）環境
関連

1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

139
PETのFBPA集積と病理所見での効果予測を併用し
た肉腫BNCTの基盤研究

礒橋　佳也子 核医学講座 2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会



140
乳癌術前化学療法後病理学的完全奏功の
Radiogenomics予測モデルの構築

徳田　由紀子 放射線医学講座 2,080,000 補 独立行政法人日本学術振興会

141
大腸癌進展における線維芽細胞の促進化/抑制化
機能のスイッチ機構の解明

林　義人 消化器内科学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

142
NEDD化修飾を介した心筋細胞ストレス耐性機構の
解明と創薬標的の同定

木岡　秀隆 循環器内科学講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

143
脂質異常症が高血圧や高血圧性腎障害を増強する
新規メカニズムの解明

野里　陽一 老年･総合内科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

144
次世代プロテオミクスが紐解く個別化医療に有用な
PF-ILDの新規BM開発

武田　吉人
呼吸器・免疫内科学
講座

1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

145 腎移植患者におけるSGLT2阻害薬の腎保護効果 難波　倫子 腎臓内科学講座 1,495,000 補 独立行政法人日本学術振興会

146 表皮の構造動態生物学 石塚　洋典
アレルギー免疫疾患
統合医療学寄附講座

1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

147
PPARαをターゲットとしたリンパ球代謝リモデリング
による自己免疫疾患制御

水井　理之 腎臓内科学講座 2,080,000 補 独立行政法人日本学術振興会

148
末梢動脈疾患・包括的高度慢性下肢虚血の病態進
展における糖尿病の影響の解明

高原　充佳
内分泌･代謝内科学講
座

780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

149 血管・脂肪組織由来内分泌因子Favineの機能解析 小林　祥子
内分泌･代謝内科学講
座

1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

150
生細胞染色法を用いた乳癌の乳房温存手術の切除
断端に対する術中迅速診断の確立

多根井　智紀
乳腺･内分泌外科学講
座

1,235,000 補 独立行政法人日本学術振興会

151
神経芽腫に対する腫瘍溶解ウイルスと抗GD2抗体を
併用した相補的治療法の開発

野村　元成 小児成育外科学講座 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

152
肝胆膵領域癌の浸潤過程における、周囲環境細胞
との相互干渉の解析と制御

小林　省吾 消化器外科学２講座 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

153
自己筋芽細胞シート移植による肝不全に対する新規
再生医療の開発

富丸　慶人 消化器外科学２講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

154
GIST新規治療を目指したTKI併用のHSP90阻害剤
の効果とその機序の解明

高橋　剛 消化器外科学２講座 2,080,000 補 独立行政法人日本学術振興会

155
末梢血・門脈血中microRNA解析による臓器別転移
機序の解明と個別化治療の開発

高橋　秀典 消化器外科学２講座 2,080,000 補 独立行政法人日本学術振興会

156
異化関連サイトカイン/受容体を標的とした食道癌の
集学的周術期介入

山下　公太郎 消化器外科学２講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

157
ペリオスチンを基軸とした間質性肺炎合併肺癌に対
する包括的治療法の開発

舟木　壮一郎 呼吸器外科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

158
肺癌の間質形成と肺線維化における線維芽細胞を
標的とした新規免疫療法の基盤確立

木村　亨 呼吸器外科学講座 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

159
網羅的分子生体情報を用いた頭部外傷患者に対す
る新たな治療戦略の構築

中村　洋平 救急医学講座 1,495,000 補 独立行政法人日本学術振興会



160
中枢性脳卒中後疼痛に対する脊髄刺激療法の中枢
神経内除痛機序の解明

細見　晃一 脳神経外科学講座 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

161
膠芽腫の腫瘍特異的抗原の検索とCAR-T療法への
応用

木嶋　教行 脳神経外科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

162
くも膜下出血に対する大脳オルガノイドの経動脈的
投与による再生法の開発

寺田　栄作 脳神経外科学講座 1,156,576 補 独立行政法人日本学術振興会

163 脳血管内治療に対するAdjuvant Synbioticsの開発 高垣　匡寿 脳神経外科学講座 1,365,000 補 独立行政法人日本学術振興会

164
悪性脳腫瘍に対する免疫逃避現象を克服した複合
的免疫療法とバイオマーカーの開発

香川　尚己 脳神経外科学講座 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

165
人工知能による深層学習を利用した特発性側弯症
の進行予測

藤森　孝人 整形外科学講座 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

166
融合遺伝子のエピゲノム制御メカニズムの解明と融
合遺伝子制御療法の開発

王谷　英達 整形外科学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

167
生活習慣による代謝物プロファイル変化を介する前
立腺癌の増殖制御

波多野　浩士 泌尿器科学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

168
シングルセル解析による子宮頸部異型上皮の病勢
進行の機序解明と新規マーカーの探索

木村　敏啓 産科学婦人科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

169
網羅的解析を通じた卵巣癌特異的な環状RNAの同
定とその役割の解明

澤田　健二郎 産科学婦人科学講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

170
PDXとドラッグスクリーニングによるARID1A変異婦人
科がんの個別化医療開発

木瀬　康人 産科学婦人科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

171
多光子励起顕微鏡を用いた緑内障モデルのアストロ
サイト抗酸化システム生体観察

臼井　審一 眼科学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

172
水素による皮膚・軟部組織内酸化ストレスの制御：難
治性潰瘍に対する新規治療法の開発

冨田　興一 形成外科学講座 390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

173
アディポネクチンと新たな生理活性内分泌因子エク
ソソームに関する研究

下村　伊一郎
内分泌･代謝内科学講
座

7,800,000 補 独立行政法人日本学術振興会

174
癌転移に関与するRNA修飾メカニズムの解明と新規
治療法の開発

河嶋　厚成 泌尿器科学講座 10,920,000 補 独立行政法人日本学術振興会

175
世界初のヒト嗅覚に基づく匂い分析技術による心不
全予後予測バイオマーカーの探索

小関　正博 循環器内科学講座 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

176 臍帯血を用いた新しいCAR-NK細胞療法の開発 保仙　直毅 血液･腫瘍内科学講座 3,250,000 補 独立行政法人日本学術振興会

177
膵がん幹細胞に特異的な細胞外小胞の殻と中身の
情報による診断性能の最高化

石井　秀始
疾患データサイエンス
学共同研究講座

1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

178 Adipose shrinkageの慢性炎症制御機構の解明 森井　英一 病態病理学講座 2,600,000 補 独立行政法人日本学術振興会

179
自閉スペクトラム症における異常伸長リピート翻訳の
病的意義

森　康治 精神医学講座 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会



180
重症心不全に潜む不整脈源性心筋症を診断するバ
イオマーカーの開発

坂田　泰史 循環器内科学講座 2,600,000 補 独立行政法人日本学術振興会

181
癌微小環境の形質的・空間的多様性を介したがん細
胞クローン拡大機構の解明

竹原　徹郎 消化器内科学講座 4,550,000 補 独立行政法人日本学術振興会

182
革新的動物モデルを用いた宿主免疫疲弊誘導によ
るHBV生存戦略の解明

小玉　尚宏 消化器内科学講座 3,510,000 補 独立行政法人日本学術振興会

183
ヒト肺由来気道上皮肺オルガノイドを用いた難治性
呼吸器疾患の病態解明

新谷　康 呼吸器外科学講座 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

184
眼底画像から高血圧発症予測・血圧値推定・治療予
後予測を実現する『逆転の発想』

川崎　良
視覚情報制御学(トプ
コン)寄附講座

3,250,000 補 独立行政法人日本学術振興会

185
スポーツ運動器疾患への臍帯由来間葉系幹細胞活
用の検討

中田　研
（医医）スポーツ医学
講座

3,250,000 補 独立行政法人日本学術振興会

186
ヒト内軟骨性骨化モデルに於ける成長軟骨帯形成メ
カニズムの解明

木村　武司 小児科学講座 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

187
ランレオチド治療効果予測による先端巨大症の個別
化医療の確立

向井　康祐
内分泌･代謝内科学講
座

520,000 補 独立行政法人日本学術振興会

188
MELF patternの網羅的遺伝子解析による類内膜癌
の浸潤メカニズムの研究

田原　紳一郎 病態病理学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

189
がん組織の生体イメージングを用いた浸潤メカニズム
および責任因子の解明

松井　崇浩 免疫細胞生物学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

190
安静時脳波を用いたレビー小体型認知症の診断・予
後予測に関する有用性の実証研究

畑　真弘 精神医学講座 390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

191
独居という生活環境が軽度認知障害患者の脳機能
に及ぼす経時的影響について

末廣　聖 精神医学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

192
間質性肺炎および肺気腫におけるO15-PETを用い
た肺血流量測定

松永　恵子
医薬分子イメージング
学共同研究講座

390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

193
患者検体を用いて血中エクソソームPD-L1の放射線
治療抵抗性への関わりを検討する

玉利　慶介 放射線治療学講座 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

194
深層学習ネットワークを用いた、高リスク前立腺癌に
対する個別化定位放射線治療の開発

平田　岳郎 放射線治療学講座 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

195
Clonal hematopoiesis による腫瘍微小環境の変化と
放射線抵抗性

立川　章太郎 放射線治療学講座 910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

196
C型慢性肝疾患における肝発がんおよび肝線維化
に関与する新規バイオマーカーの探索

田畑　優貴 消化器内科学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

197
血液悪性疾患における腸内細菌叢メタゲノム解析と
疾患リスク・予後予測モデルの構築

草壁　信輔 血液･腫瘍内科学講座 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

198
組織脱細胞化と自己由来膀胱細胞の分化誘導によ
る機能的再生膀胱組織の開発

出口　幸一 小児成育外科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

199
炎症性腸疾患における自然リンパ球を介した自己免
疫寛容とその破綻機構の解明

荻野　崇之 消化器外科学２講座 910,000 補 独立行政法人日本学術振興会



200
脳神経蘇生における脳循環の理解と機械学習を利
用した治療戦略の開発

舘野　丈太郎 救急医学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

201
腎移植拒絶反応における補体制御に関する探究的
研究

山中　和明 泌尿器科学講座 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

202
ocular surfaceの安定化に関わるマイクロバイオーム
のメタゲノム解析

浅尾　和伸 眼科学講座 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

203
網膜内層シナプスリモデリングの解明と緑内障治療
への応用

河嶋　瑠美 眼科学講座 520,000 補 独立行政法人日本学術振興会

204
hiPS細胞シングルセル蛍光イメージングによる眼発
生初期のRAX遺伝子の機能解明

小林　礼子 眼科学講座 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

205 パーキンソン病に対する再生誘導療法の確立 木村　康義 神経内科学講座 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

206
細胞外小胞に内包される神経・グリア特異蛋白を用
いた認知症血液バイオマーカーの開発

赤嶺　祥真 精神医学講座 1,267,304 補 独立行政法人日本学術振興会

207
高齢発症の精神病患者の背景疾患による分類と有
効な治療法の検証

鐘本　英輝 精神医学講座 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

208
造影CTを用いた細胞外容積分画（ECV）による膵線
維化の評価と膵臓癌との関係

福井　秀行 放射線医学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

209
骨形成不全症モデルマウスの作製と4-フェニル酪酸
の効果と作用機序の検証

武鑓　真司 小児科学講座 2,470,000 補 独立行政法人日本学術振興会

210
早期食道癌に対する化学療法の効果予測因子の探
索と低侵襲治療の開発

辻井　芳樹 消化器内科学講座 2,080,000 補 独立行政法人日本学術振興会

211 炎症性腸疾患における脳腸相関の機序の解明 良原　丈夫 消化器内科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

212
腎臓の老化におけるp53とオートファジーの協調的な
DNA損傷応答機構の解明

山本　毅士 腎臓内科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

213
糸球体上皮細胞におけるRho-GTPase制御機構を解
明する

松田　潤 腎臓内科学講座 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

214
顕性遺伝型栄養障害型表皮水疱症へのCRISPR-
Cas3の治療応用

森坂　広行 皮膚科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

215 血中T-カドヘリンの存在様式と生理的意義の解明 福田　士郎
内分泌･代謝内科学講
座

1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

216
代謝性血管障害における肝由来XORと脂肪由来ア
ディポネクチンの意義の解明

藤島　裕也
内分泌･代謝内科学講
座

1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

217
脂肪細胞由来ケトン体による脂肪細胞機能の制御お
よび恒常性維持機構の解明

西谷　重紀
ライフスタイル医学寄
附講座

1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

218
股関節X線画像から大腿骨近位部骨密度を推定す
るシステムの構築

上村　圭亮
運動器医工学治療学
寄附講座

1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

219
三次元解析技術を用いた骨内部性状及び軟骨構造
分析：小児肘関節障害への応用

宮村　聡 整形外科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会



220
老化に伴うコラーゲン架橋形成に着目した半月板の
老化メカニズム解明

辻井　聡
運動器ｽﾎﾟｰﾂﾊﾞｲｵﾒｶ
ﾆｸｽ学共同研究講座

1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

221
子宮平滑筋肉腫におけるKIF4Aの腫瘍増殖に与え
る影響の解明と新規治療法の開発

中川　慧 産科学婦人科学講座 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

222
マウス卵管オルガノイドを用いた、安価でスピーディ
な新規卵巣がんマウスモデルの樹立

中村　幸司 産科学婦人科学講座 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

223
HPV関連中咽頭癌に対する複数体液を組み合わせ
たリキッドバイオプシーの意義

田中　秀憲
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

224
粗ぞう性嗄声における音響学的多様性とその発声機
構の解明

細川　清人
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

225
ウェアラブルデバイスを用いたスポーツ活動中の心
臓活動モニタリング法の検討

横山　光樹
（医医）スポーツ医学
講座

780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

226
生活習慣因子と各臓器における異所性脂肪蓄積に
ついての網羅的解析

馬殿　恵
ライフスタイル医学寄
附講座

2,470,000 補 独立行政法人日本学術振興会

227
ヒト骨髄線維症において造血幹細胞移植により骨髄
の造血支持能が回復する機序の解明

倉重　真沙子 病態病理学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

228
髄液中の凝集抑制因子による新規パーキンソン病治
療開発

角田　渓太 神経内科学講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

229 HLAクラスII分子によるαシヌクレインの細胞外輸送 大薗　達彦 神経内科学講座 910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

230 マイクロRNA発現異常による胃発癌機構の解明 加藤　穣 消化器内科学講座 2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会

231
骨形成不全症特異的破骨細胞機能亢進を標的とし
た新規治療法の開発

大幡　泰久 小児科学講座 910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

232
シングルセルシーケンスを用いたB型慢性肝炎治癒
に関わる新たな免疫機構の解明

西尾　啓 消化器内科学講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

233
B型肝炎ウイルス・C型肝炎ウイルス共感染時におけ
る線維化進展加速機構の解明

村井　一裕 消化器内科学講座 2,730,000 補 独立行政法人日本学術振興会

234 悪液質における膵癌と脂肪の相互作用の解明 佐藤　克彦 消化器内科学講座 2,730,000 補 独立行政法人日本学術振興会

235
心房細動患者に対する抗凝固療法の最適化：複数
のレジストリデータの大規模統合解析

外海　洋平 循環器内科学講座 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

236
心臓におけるミトコンドリア分解制御機構の解明と心
不全治療薬創薬に向けた基礎的検討

村川　智一 循環器内科学講座 2,470,000 補 独立行政法人日本学術振興会

237
Apoptosis由来膜小胞に着目したCOVID-19重症化
メカニズムの解明

加藤　保宏
呼吸器・免疫内科学
講座

2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

238
顆粒球の死を誘導する免疫ガイダンス分子の機能解
明と免疫難病への治療応用

西出　真之
呼吸器・免疫内科学
講座

2,340,000 補 独立行政法人日本学術振興会

239
膵β細胞内脂肪酸代謝を切り口としたDOHaD学説
の検証と糖尿病再生医療への応用

佐々木　周伍
内分泌･代謝内科学講
座

1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会



240 臓器移植における新規免疫寛容誘導法の開発 佐々木　一樹 消化器外科学２講座 2,730,000 補 独立行政法人日本学術振興会

241
クローン病特有の変化を伴う腸管膜内の自然免疫細
胞内の細菌群に着目した病態解明研究

関戸　悠紀 消化器外科学２講座 650,000 補 独立行政法人日本学術振興会

242
重度肺傷害モデルのウサギによる人工呼吸器中の
自発呼吸が横隔膜に与える影響について

小山　有紀子
麻酔･集中治療医学講
座

2,470,000 補 独立行政法人日本学術振興会

243
悪性骨軟部腫瘍におけるEZH2阻害剤の抗腫瘍メカ
ニズムの解明

伊村　慶紀 整形外科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

244
難治性骨炎を伴う好酸球性副鼻腔炎に対する新規
治療法の開発

津田　武
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

2,080,000 補 独立行政法人日本学術振興会

245
右優位萎縮型意味性認知症の背景病理の内訳と病
理ごとの臨床特徴の解明

佐藤　俊介 精神医学講座 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

246
膵β細胞分化・成熟過程における細胞内エネルギー
代謝様式変化の解明

佐々木　周伍
内分泌･代謝内科学講
座

1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

247
Bcl2-L-13の心臓におけるマイトファジー制御機構の
解明と創薬への応用

村川　智一 循環器内科学講座 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

248
intravitalイメージング技術を用いた幹細胞の心筋修
復効果の検証

松浦　良平 心臓血管外科学講座 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

249
成人脊柱変形のQOL、治療効果を最適に評価でき
る疾患特異的尺度の開発

藤森　孝人 整形外科学講座 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

250
腎炎モデルマウスを用いたmRNAワクチンによる抗原
特異的免疫寛容誘導治療法の開発

郡山　弘 老年･総合内科学講座 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

251
パーキンソン病におけるマルチモダリティ幻覚の共通
基盤の解明

梶山　裕太 神経内科学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

252
アジアの神経発達症～表現型・背景因子・重症度と
予後に関する共同レジストリ研究

橘　雅弥 小児発達神経学領域 4,810,000 補 独立行政法人日本学術振興会

253 生命科学連携推進協議会 村山　繁雄
（小児科・子ども）環境
関連

234,000 補 独立行政法人日本学術振興会

254 コホート・生体試料支援プラットフォーム 村山　繁雄
（小児科・子ども）環境
関連

3,970,200 補 独立行政法人日本学術振興会

255
COPDにおける身体非活動と認知機能障害の併存
病態の解析システム構築

高橋　隼 精神医学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

256
EphA2標的抗体を用いた、がんラジオセラノスティク
ス薬の開発研究

渡部　直史 核医学講座 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

257
治療・診断統合による次世代ドラッグデリバリー可視
化システムの実証

加藤　弘樹 核医学講座 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

258
学校における児童生徒の突然死の実態解明と発生
予防に向けた疫学研究

中田　研
（医医）スポーツ医学
講座

65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

259
子宮頸部小細胞癌の臨床病理学的解析と治療抵抗
性メカニズムの解明

上田　豊 産科学婦人科学講座 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会



260
新規AUG非依存性RAN翻訳の分子機構とその神経
変性病態における役割

森　康治 精神医学講座 5,980,000 補 独立行政法人日本学術振興会

261
サルコペニアを促進する病態における運動の有効性
に関するIL-15の役割の解明

樂木　宏実 老年･総合内科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

262
多領域検体・多層オミックス解析で多様性を凌駕す
る真の肝内胆管がん治療標的の同定

江口　英利 消化器外科学２講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

263
血液／尿中キラルアミノ酸の網羅的定量を基盤とす
る腎不全の早期低侵襲診断鑑別法開発

猪阪　善隆 腎臓内科学講座 390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

264
小児てんかんQOL評価尺度QOLCE-J超短縮版の
開発とICTへの適応

下野　九理子
高次脳機能損傷学領
域

65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

265
ミトコンドリアフェリチンによるミトコンドリア機能維持と
疾患発生の分子機序

濱崎　万穂 遺伝学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

266 赤血球回復時定数100倍激変現象の解明 坂田　泰史 循環器内科学講座 97,500 補 独立行政法人日本学術振興会

267 赤血球回復時定数100倍激変現象の解明 大谷　朋仁 循環器内科学講座 97,500 補 独立行政法人日本学術振興会

268
悪性黒色腫の標的α線治療を指向するAt-211標識
薬剤開発

渡部　直史 核医学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

269
抗EGFR抗体獲得耐性大腸癌におけるMUC1-Cを
標的とした適応型治療の開発

植村　守 消化器外科学１講座 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

270
肝胆膵領域癌における転移・浸潤・治療抵抗性に関
する分子機構の解明

山田　大作 消化器外科学２講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

271
網羅的プロテオーム解析から目指す子宮内膜癌新
規治療薬の開発

上田　豊 産科学婦人科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

272
網羅的プロテオーム解析から目指す子宮内膜癌新
規治療薬の開発

中川　慧 産科学婦人科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

273
網羅的プロテオーム解析から目指す子宮内膜癌新
規治療薬の開発

小林　栄仁 産科学婦人科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

274
網羅的プロテオーム解析から目指す子宮内膜癌新
規治療薬の開発

三好　愛 産科学婦人科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

275
網羅的プロテオーム解析から目指す子宮内膜癌新
規治療薬の開発

木村　敏啓 産科学婦人科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

276
保健師を中心に地域に広げる子宮頸がん予防対策
の普及プログラム

上田　豊 産科学婦人科学講座 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

277
画像・音声認識と料理データベースによる食事記録
システム開発、及び疫学研究での応用

川崎　良
視覚情報制御学(トプ
コン)寄附講座

13,000 補 独立行政法人日本学術振興会

278
高リスク心疾患に対する栄養・加齢・幹細胞の炎症へ
の影響と組織再生能評価

宮川　繁 心臓血管外科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

279
創傷治癒過程における皮膚創部の酸化ストレス耐性
獲得機構の解明

久保　盾貴 形成外科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会



280
重粒子線照射の膵癌細胞死・免疫応答分子機構解
明と外科治療への応用展望

小川　和彦 放射線治療学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

281
重粒子線照射の膵癌細胞死・免疫応答分子機構解
明と外科治療への応用展望

江口　英利 消化器外科学２講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

282
重粒子線照射の膵癌細胞死・免疫応答分子機構解
明と外科治療への応用展望

林　和彦 放射線治療学講座 26,000 補 独立行政法人日本学術振興会

283
PETによる免疫チェックポイント阻害剤治療の効果判
定と予測：多施設前向き臨床試験

渡部　直史 核医学講座 209,300 補 独立行政法人日本学術振興会

284
超音波イムノモジュレーションによるリンパ球浸潤促
進に基づく革新的がん治療法の開発

小山　正平
呼吸器・免疫内科学
講座

260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

285
脂肪細胞由来幹細胞exosomeを用いた新規cell-free
心筋再生療法の開発

宮川　繁 心臓血管外科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

286
AI画像解析を活用した集団レベルの食事評価を目
的とする調査法の開発・検証

川崎　良
視覚情報制御学(トプ
コン)寄附講座

13,000 補 独立行政法人日本学術振興会

287
深層学習、シミュレーション、統計モデルを融合した
人工股関節手術の意思決定支援

菅野　伸彦
運動器医工学治療学
寄附講座

520,000 補 独立行政法人日本学術振興会

288
深層学習、シミュレーション、統計モデルを融合した
人工股関節手術の意思決定支援

上村　圭亮
運動器医工学治療学
寄附講座

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

289
人工関節患者の筋骨格動態四次元認識システムの
開発

菅野　伸彦
運動器医工学治療学
寄附講座

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

290
人工関節患者の筋骨格動態四次元認識システムの
開発

上村　圭亮
運動器医工学治療学
寄附講座

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

291
日常生活の持続的視覚支援のための眼を見守るス
マートグラスの開発

森本　壮
視覚機能形成学寄附
講座

3,120,000 補 独立行政法人日本学術振興会

292
膵がんメチオームマーカーとしてのNNMT代謝物の
有効性

石井　秀始
疾患データサイエンス
学共同研究講座

65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

293
網膜層厚と遺伝環境因子による孤発性晩期発症型
アルツハイマー病前臨床期診断法の確立

川崎　良
視覚情報制御学(トプ
コン)寄附講座

195,000 補 独立行政法人日本学術振興会

294
分子疫学的コホート研究による遺伝性心血管疾患の
リスク層別化・病態解明・治療薬探索

朝野　仁裕 医化学講座 91,000 補 独立行政法人日本学術振興会

295 PNHクローンの起源と変遷 保仙　直毅 血液･腫瘍内科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

296 PNHクローンの起源と変遷 植田　康敬 血液･腫瘍内科学講座 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

297
出産の危機状況を医療、女性の身体、子供の命の
視点から解明するエスノグラフィー研究

木村　正 産科学婦人科学講座 390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

298
IoT機器を活用した在宅腎臓リハビリテーションの遠
隔支援システムの構築

猪阪　善隆 腎臓内科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

299
ミトコンドリア分解制御機構の解明と心不全創薬への
応用

種池　学 循環器内科学講座 2,080,000 補 独立行政法人日本学術振興会



300
変異KITの細胞内局在異常の阻害による新しいGIST
治療法の基盤的開発

高橋　剛 消化器外科学２講座 390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

301
認知症高齢者の「食べる喜び」を重視したエンドオブ
ライフ・ケアガイドの開発

池田　学 精神医学講座 325,000 補 独立行政法人日本学術振興会

302
精子を介して受精卵（胚）発生能に関わる精漿内細
菌叢の探索

瀧内　剛
先端ゲノム医療学共
同研究講座

65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

303
精子を介して受精卵（胚）発生能に関わる精漿内細
菌叢の探索

木村　正 産科学婦人科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

304
油脂の嗜好性が肥満を誘導する機構と肥満を抑制
する機構

佐々木　勉
神経難病認知症探索
治療学寄附講座

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

305
糖尿病や加齢が認知症の後天的危険因子である分
子メカニズムの多角的解明

村山　繁雄
（小児科・子ども）環境
関連

260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

306 人生100年時代に応えるインプラント材料の探索 菅野　伸彦
運動器医工学治療学
寄附講座

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

307
機械学習・深層学習を併用した骨関節診断・手術支
援の実装と最適化

玉城　雅史 整形外科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

308
３次元医用画像からの臓器自動抽出： 人工知能が
出力する確信度は精度改善に有用か？

大西　裕満 放射線医学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

309
ブータンに暮らす高齢者の健康を守るための創造型
地域研究

坂本　陽子 循環器内科学講座 1,431,718 補 独立行政法人日本学術振興会

310 妊婦における新型コロナウイルス感染の解析 木村　正 産科学婦人科学講座 975,000 補 独立行政法人日本学術振興会

311
統合シークエンス解析による免疫アレルギー疾患ダ
イナミクスの解明

藤本　学 皮膚科学講座 520,000 補 独立行政法人日本学術振興会

312
統合シークエンス解析による免疫アレルギー疾患ダ
イナミクスの解明

奥野　龍禎 神経内科学講座 520,000 補 独立行政法人日本学術振興会

313
At－211標識アミノ酸を用いた治療効果の高いα線
治療法の創出

渡部　直史 核医学講座 390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

314
BMI、脳刺激法、AIを融合したテーラーメイド型嚥下
機能再建法とその神経基盤解明

平田　雅之
脳機能診断再建学共
同研究講座

65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

315
放射線治療効果向上を目指した新規細胞標的～イ
ンフルエンサー・セルの探索～

清水　伸一
重粒子線治療学寄附
講座

650,000 補 独立行政法人日本学術振興会

316 皮質脳波BMIのニューロリハビリテーションへの応用 平田　雅之
脳機能診断再建学共
同研究講座

1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

317
iPS細胞由来心筋exosomeを用いた新規cell-free心
臓再生療法の開発

河村　拓史 心臓血管外科学講座 2,600,000 補 独立行政法人日本学術振興会

318
高リスク前立腺癌におけるフコシル化タンパクの解析
及び革新的治療法の開発

野々村　祝夫 泌尿器科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

319
遺伝性網膜・視神経ジストロフィの症例収拾および疾
患別頻度の検討

松下　賢治 眼科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会



320
異分野連携によるα線核医学治療の効果予測に向
けた線量評価システムの開発

渡部　直史 核医学講座 3,510,000 補 独立行政法人日本学術振興会

321
デジタルバイオマーカーとAIを基盤としたパーソナラ
イズ型認知症予防プログラム開発

鷹見　洋一 老年･総合内科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

322
がん組織を用いたマルチオミックス解析による個別化
医療開発プラットフォームの構築

加藤　大悟 泌尿器科学講座 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

323
日常生活におけるアルツハイマー病治療のための頭
部搭載型無知覚光刺激デバイスの開発

森本　壮
視覚機能形成学寄附
講座

650,000 補 独立行政法人日本学術振興会

324
PETによる免疫チェックポイント阻害剤治療の効果判
定と予測：多施設前向き臨床試験

武田　吉人
呼吸器・免疫内科学
講座

13,000 補 独立行政法人日本学術振興会

325
オンラインで語用能力を評価する「ことばのつかいか
たテスト」標準化と実施サイト構築

橘　雅弥 小児発達神経学領域 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

326
脳波・脳磁図を用いたAI解析による統合失調症の診
断・重症度評価法の開発

池田　学 精神医学講座 100,000 補 独立行政法人日本学術振興会

327
脳波・脳磁図を用いたAI解析による統合失調症の診
断・重症度評価法の開発

畑　真弘 精神医学講座 100,000 補 独立行政法人日本学術振興会

328
早期診断が困難な腎移植後抗体関連型拒絶反応に
対する革新的検査法の創出

野々村　祝夫 泌尿器科学講座 52,000 補 独立行政法人日本学術振興会

329
早期診断が困難な腎移植後抗体関連型拒絶反応に
対する革新的検査法の創出

難波　倫子 腎臓内科学講座 26,000 補 独立行政法人日本学術振興会

330
栄養療法による小児がん患者の健康保持増進と晩
期合併症予防効果の検討

橘　真紀子 小児科学講座 195,000 補 独立行政法人日本学術振興会

331
Scaffold-free気管模倣組織体で導かれた気管再生
のメカニズム解明

出口　幸一 小児成育外科学講座 39,000 補 独立行政法人日本学術振興会

332
Scaffold-free気管模倣組織体で導かれた気管再生
のメカニズム解明

奥山　宏臣 小児成育外科学講座 39,000 補 独立行政法人日本学術振興会

333
LSRが促進する卵巣癌の脂質代謝経路の探索と抗
LSR抗体の抗腫瘍効果の証明

上田　豊 産科学婦人科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

334
LSRが促進する卵巣癌の脂質代謝経路の探索と抗
LSR抗体の抗腫瘍効果の証明

中川　慧 産科学婦人科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

335
LSRが促進する卵巣癌の脂質代謝経路の探索と抗
LSR抗体の抗腫瘍効果の証明

小林　栄仁 産科学婦人科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

336
LSRが促進する卵巣癌の脂質代謝経路の探索と抗
LSR抗体の抗腫瘍効果の証明

木村　敏啓 産科学婦人科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

337
氷晶径を制御した新規凍結乾燥技術および凍結乾
燥細胞の生存率向上

木村　正 産科学婦人科学講座 39,000 補 独立行政法人日本学術振興会

338
多光子励起イメージング技術による新規低侵襲卵巣
内がん微小残存病変の検出

木村　正 産科学婦人科学講座 91,000 補 独立行政法人日本学術振興会

339
尿中エクソソームのPreeclampsia早期診断バイオ
マーカー有用性の検討

澤田　健二郎 産科学婦人科学講座 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会



340
尿中エクソソームのPreeclampsia早期診断バイオ
マーカー有用性の検討

中村　幸司 産科学婦人科学講座 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

341 時の流れの神経基盤 貴島　晴彦 脳神経外科学講座 3,250,000 補 独立行政法人日本学術振興会

342 腸内細菌による新たな脳動脈瘤破裂予防法の開発 中村　元 脳神経外科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

343
MR画像による脳内老廃物排出経路としてのくも膜下
腔フルイドダイナミクス検討

クー　ウイミン 脳神経外科学講座 221,000 補 独立行政法人日本学術振興会

344
髄膜腫における自然歴の解明および予後予測アル
ゴリズムの構築

貴島　晴彦 脳神経外科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

345
髄膜腫における自然歴の解明および予後予測アル
ゴリズムの構築

平山　龍一 脳神経外科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

346
髄膜腫における自然歴の解明および予後予測アル
ゴリズムの構築

木嶋　教行 脳神経外科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

347
軽度認知機能障害者に対する睡眠データを活用し
たハイブリッド型看護外来の構築

釜江　和恵
行動神経学・神経精
神医学寄附講座(連
小)

39,000 補 独立行政法人日本学術振興会

348
次世代がん免疫療法に資するパルミチン酸代謝によ
る骨髄由来免疫抑制細胞の制御

小山　正平
呼吸器・免疫内科学
講座

260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

349
臨床がんの遺伝子情報維持に必要な物理化学的因
子の解明とがん個別化医療への応用

石井　秀始
疾患データサイエンス
学共同研究講座

390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

350 膵がんメチロームの総体解明と制御法開発 石井　秀始
疾患データサイエンス
学共同研究講座

2,080,000 補 独立行政法人日本学術振興会

351 食道癌における腫瘍関連Bリンパ球の役割 和田　尚
臨床腫瘍免疫学共同
研究講座

585,000 補 独立行政法人日本学術振興会

352
重症病態の腸内細菌を介した新規腸管バリア・免疫
能の解析と腸内細菌叢再構築法の確立

小倉　裕司 救急医学講座 650,000 補 独立行政法人日本学術振興会

353
敗血症の炎症最適化のためのマーカーと分子病態
分類の解明:HIVEP1の臨床応用

小倉　裕司 救急医学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

354
新規抗酸化製剤を用いた頭部外傷後の神経機能回
復に関する研究

小倉　裕司 救急医学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

355
シングル細胞シークエンスを用いた敗血症における
免疫抑制病態の解明と新規治療法開発

小倉　裕司 救急医学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

356
トランスクリプトームを用いた心停止の分子ネットワー
ク病態の解明と神経予後予測

小倉　裕司 救急医学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

357
ナノポア技術と機械学習を用いた新たな微生物迅速
診断検査系の確立

小倉　裕司 救急医学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

358
網羅的生体分子情報に基づく重症熱傷病態の中心
的分子解明と新規治療薬開発

小倉　裕司 救急医学講座 39,000 補 独立行政法人日本学術振興会

359
統合解析に基づくARDSの全身免疫と肺局所免疫の
免疫分子病態解明

小倉　裕司 救急医学講座 39,000 補 独立行政法人日本学術振興会



360
脂肪細胞による全身性炎症反応制御：オートファ
ジーとアディポカイン産生

小倉　裕司 救急医学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

361
ホウ素中性子捕捉療法における窒化ホウ素粒子の
細胞内分布と治療効果の検証

渡部　直史 核医学講座 650,000 補 独立行政法人日本学術振興会

362
紫外光反応によるアスタチン核医学薬剤の新規合成
法開発

渡部　直史 核医学講座 390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

363
がんに特異性の高いFBPAとFDGのPETを用いた免
疫療法効果判定と副作用予測

渡部　直史 核医学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

364
VR(バーチャルリアリティ）を用いた解剖学運動学教
育の教育効果研究

玉城　雅史 整形外科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

365
大阪臨床研究ネットワーク基盤を利用した新規骨転
移血液バイオマーカーの多施設研究

王谷　英達 整形外科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

366
末梢神経損傷後にシュワン細胞と血管内皮細胞間
で働く接着分子の解明

岡　久仁洋 整形外科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

367
大阪臨床研究ネットワーク基盤を利用した新規骨転
移血液バイオマーカーの多施設研究

田中　啓之
運動器スポーツ医科
学共同研究講座

65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

368
末梢神経損傷後にシュワン細胞と血管内皮細胞間
で働く接着分子の解明

田中　啓之
運動器スポーツ医科
学共同研究講座

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

369
地域包括ケアシステムにおけるPeer-to-peerネット
ワーク構築の有効性検討

猪阪　善隆 腎臓内科学講座 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

370
腎移植後拒絶反応の診断および治療効果予測のた
めの革新的新規バイオマーカーの創出

難波　倫子 腎臓内科学講座 104,000 補 独立行政法人日本学術振興会

371
高分子薬の有効化に寄与する癌微小環境改善薬の
開発

江口　英利 消化器外科学２講座 650,000 補 独立行政法人日本学術振興会

372
術中の動画及び音声情報を用いた手術チームパ
フォーマンスの統合的解明

田中　晃司 消化器外科学２講座 1,433,331 補 独立行政法人日本学術振興会

373
遺伝子改変マウスを用いたLrig1による癌幹細胞維
持機構の解明

高橋　秀和 消化器外科学２講座 195,000 補 独立行政法人日本学術振興会

374 食道癌における腫瘍関連Bリンパ球の役割 牧野　知紀 消化器外科学２講座 585,000 補 独立行政法人日本学術振興会

375
1型糖尿病に対する脂肪由来幹細胞を用いた新規
膵島移植療法の開発

小林　省吾 消化器外科学２講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

376
1型糖尿病に対する脂肪由来幹細胞を用いた新規
膵島移植療法の開発

富丸　慶人 消化器外科学２講座 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

377
食道癌におけるFn14発現と治療抵抗性・悪性度との
関連について

山下　公太郎 消化器外科学２講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

378
食道癌におけるFn14発現と治療抵抗性・悪性度との
関連について

山本　和義 消化器外科学２講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

379
AI liquid biopsyが駆動する膵癌微小環境多様性解
析と治療抵抗性打破

小林　省吾 消化器外科学２講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会



380
大腸癌における特異的な新規がん関連線維芽細胞
マーカーの同定

三吉　範克 消化器外科学２講座 390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

381
グルタミン代謝を標的とした膵癌における老化細胞
除去と薬剤耐性の克服

小林　省吾 消化器外科学２講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

382
グルタミン代謝を標的とした膵癌における老化細胞
除去と薬剤耐性の克服

岩上　佳史 消化器外科学２講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

383
肝内胆管癌におけるIL-33の腫瘍周囲環境への影
響の検討

山田　大作 消化器外科学２講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

384
肝癌微小環境における腫瘍関連マクロファージを中
心とした細胞間相互作用の解明

小林　省吾 消化器外科学２講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

385
軽度認知機能障害者に対する睡眠データを活用し
たハイブリッド型看護外来の構築

池田　学 精神医学講座 39,000 補 独立行政法人日本学術振興会

386
MR画像による脳内老廃物排出経路としてのくも膜下
腔フルイドダイナミクス検討

吉山　顕次 精神医学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

387
アルツハイマー病超早期診断・病態進行予測マー
カーの開発

吉山　顕次 精神医学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

388
アルツハイマー病超早期診断・病態進行予測マー
カーの開発

森　康治 精神医学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

389
アルツハイマー病超早期診断・病態進行予測マー
カーの開発

池田　学 精神医学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

390
術前データと脳波から心臓外科領域のせん妄発生
を予測する機械学習モデルの開発

池田　学 精神医学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

391
術前データと脳波から心臓外科領域のせん妄発生
を予測する機械学習モデルの開発

畑　真弘 精神医学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

392
ビタミンD補充によるサルコペニア治療の可能性を探
る

樂木　宏実 老年･総合内科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

393
高齢者糖尿病のオートファジー機能を反映するバイ
オマーカーの確立と標的治療法の開発

山本　浩一 老年･総合内科学講座 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

394
高齢者糖尿病のオートファジー機能を反映するバイ
オマーカーの確立と標的治療法の開発

樂木　宏実 老年･総合内科学講座 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

395
血漿及びエクソソームを用いたメタボロミクス解析によ
るフレイルバイオマーカーの探索

山本　浩一 老年･総合内科学講座 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

396
血漿及びエクソソームを用いたメタボロミクス解析によ
るフレイルバイオマーカーの探索

鷹見　洋一 老年･総合内科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

397
新生児気管支肺異形成症を対象とした生体組織再
生誘導医薬開発

玉井　克人
再生誘導医学寄附講
座

195,000 補 独立行政法人日本学術振興会

398
HMGB1ペプチドを用いた末梢血間葉系幹細胞動員
による腎線維化の抑制

玉井　克人
再生誘導医学寄附講
座

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

399
高齢者ケア事業所職員の感染対策リテラシー向上を
目指した地域横断的プログラムの構築

濱口　重人
変革的ヒト検体解析学
（日本財団）寄附講座

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会



400
HMGB1ペプチドを用いた末梢血間葉系幹細胞動員
による腎線維化の抑制

山中　和明 泌尿器科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

401
腎細胞癌局所内免疫状態を構築する血液内細菌叢
の同定

野々村　祝夫 泌尿器科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

402
腎細胞癌局所内免疫状態を構築する血液内細菌叢
の同定

河嶋　厚成 泌尿器科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

403
腎移植後拒絶反応の診断および治療効果予測のた
めの革新的新規バイオマーカーの創出

山中　和明 泌尿器科学講座 52,000 補 独立行政法人日本学術振興会

404
腎移植後拒絶反応の診断および治療効果予測のた
めの革新的新規バイオマーカーの創出

野々村　祝夫 泌尿器科学講座 52,000 補 独立行政法人日本学術振興会

405
腎移植後拒絶反応の診断および治療効果予測のた
めの革新的新規バイオマーカーの創出

中澤　成晃 泌尿器科学講座 52,000 補 独立行政法人日本学術振興会

406
尿路上皮癌患者におけるD-アミノ酸発現意義の解
明

野々村　祝夫 泌尿器科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

407
尿路上皮癌患者におけるD-アミノ酸発現意義の解
明

河嶋　厚成 泌尿器科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

408
Gut-kidney axisを介した夜間多尿の新規治療法確
立

福原　慎一郎 泌尿器科学講座 52,000 補 独立行政法人日本学術振興会

409
Gut-kidney axisを介した夜間多尿の新規治療法確
立

竹澤　健太郎 泌尿器科学講座 52,000 補 独立行政法人日本学術振興会

410
生活習慣病共通増悪因子として機能するマスターレ
ギュレーター物質の探索

片上　直人
内分泌･代謝内科学講
座

520,000 補 独立行政法人日本学術振興会

411
新規治療戦略を見据えた膵α細胞機能とDPP-4発
現の病態学的解析

片上　直人
内分泌･代謝内科学講
座

65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

412 乳癌の血管擬態を標的とした新規治療法の開発 下田　雅史
乳腺･内分泌外科学講
座

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

413
脂肪細胞による全身性炎症反応制御：オートファ
ジーとアディポカイン産生

福田　士郎
内分泌･代謝内科学講
座

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

414
水素による移植組織内酸化ストレスの制御と生着率
向上への試み

冨田　興一 形成外科学講座 390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

415
強度変調炭素イオン線治療実現に向けた基礎的検
討

玉利　慶介 放射線治療学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

416
クラウドを利用した全国的な放射線治療情報の集積・
解析システムの構築

小川　和彦 放射線治療学講座 169,000 補 独立行政法人日本学術振興会

417
機能亢進型GNAS変異マウスを用いた線維性骨異形
成症の病態解明と創薬展開

松井　崇浩 免疫細胞生物学講座 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

418
多光子励起イメージング技術による新規低侵襲卵巣
内がん微小残存病変の検出

松井　崇浩 免疫細胞生物学講座 273,000 補 独立行政法人日本学術振興会

419
新規実験システムを用いた血小板インテグリンシグナ
ル制御機構の解析とその応用

加藤　恒 血液･腫瘍内科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会



420
肺がんにおける癌関連線維芽細胞の機能解析と新
規治療戦略の提案

新谷　康 呼吸器外科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

421
肺がんにおける癌関連線維芽細胞の機能解析と新
規治療戦略の提案

福井　絵里子 呼吸器外科学講座 87,744 補 独立行政法人日本学術振興会

422
肺がんにおける癌関連線維芽細胞の機能解析と新
規治療戦略の提案

狩野　孝 呼吸器外科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

423
肺がんにおける癌関連線維芽細胞の機能解析と新
規治療戦略の提案

大瀬　尚子 呼吸器外科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

424
肺がんにおける癌関連線維芽細胞の機能解析と新
規治療戦略の提案

舟木　壮一郎 呼吸器外科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

425
疾患特異的iPS細胞を用いた肥大型心筋症の病態
解明と治療法の探索

河村　拓史 心臓血管外科学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

426
変形性関節症に対する間葉系間質細胞由来セクレ
トーム治療における作用機序の解明

辻井　聡
運動器ｽﾎﾟｰﾂﾊﾞｲｵﾒｶ
ﾆｸｽ学共同研究講座

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

427
氷晶径を制御した新規凍結乾燥技術および凍結乾
燥細胞の生存率向上

瀧内　剛
先端ゲノム医療学共
同研究講座

39,000 補 独立行政法人日本学術振興会

428
多光子励起イメージング技術による新規低侵襲卵巣
内がん微小残存病変の検出

瀧内　剛
先端ゲノム医療学共
同研究講座

91,000 補 独立行政法人日本学術振興会

429
看護師を中心としたmultimorbidityに対する最適な介
入方法の探索

武田　理宏 医療情報学講座 390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

430
大阪臨床研究ネットワーク基盤を利用した新規骨転
移血液バイオマーカーの多施設研究

武田　理宏 医療情報学講座 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

431
リアルワールドデータ品質評価指標の構築と信頼性
向上のための対策

武田　理宏 医療情報学講座 260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

432
成人期摂食機能不全をもたらす口腔機能発達期の
ストレスによる視床下部エピゲノム記憶

毛利　育子 小児発達神経学領域 26,000 補 独立行政法人日本学術振興会

433
口腔顔面痛と睡眠障害の悪循環を断ち切る視床下
部Orexin経路に対する性差の影響

毛利　育子 小児発達神経学領域 26,000 補 独立行政法人日本学術振興会

434
術中の動画及び音声情報を用いた手術チームパ
フォーマンスの統合的解明

吉岡　大輔 心臓血管外科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

435
LSRが促進する卵巣癌の脂質代謝経路の探索と抗
LSR抗体の抗腫瘍効果の証明

三好　愛 産科学婦人科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

436 乳癌原発巣におけるESR1遺伝子変異の高感度検出 增永　奈苗
乳腺･内分泌外科学講
座

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

437 骨異方性誘導のための「異方性の材料科学」の構築 岡田　誠司 整形外科学講座 650,000 補 独立行政法人日本学術振興会

438
血液脳関門を介さない皮膚から脳への新規薬剤輸
送機構の解明

望月　秀樹 神経内科学講座 1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

439
膵がん間質特異的コンジュゲート兵糧攻めと治療抵
抗性リプログラミングによる根絶化

江口　英利 消化器外科学２講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会



440
膵がん間質特異的コンジュゲート兵糧攻めと治療抵
抗性リプログラミングによる根絶化

石井　秀始
疾患データサイエンス
学共同研究講座

1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

441
複数組織の異種界面接合の科学的理解と運動器モ
デルの生体外構築

宮川　繁 心臓血管外科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

442
LIMK2に注目した、肥厚性瘢痕・ケロイドのコントロー
ル

久保　盾貴 形成外科学講座 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

443
前眼部難病の標準的診断基準およびガイドライン作
成のための調査研究

西田 幸二　 眼科学 24,000,000 補 厚生労働省

444
強皮症・皮膚線維化疾患の診断基準・重症度分類・
診療ガイドライン・ 疾患レジストリに関する研究

藤本 学 皮膚科学 8,549,000 補 厚生労働省

445

生まれ年度によるHPVワクチン接種環境の違いに着
目した子宮頸がん罹患リスクの評価・子宮頸がん検
診受診勧奨手法の開発とHPVワクチンの有効性評
価

上田　豊 産科学婦人科学 9,997,000 補 厚生労働省

446 ホルモン受容機構異常に関する調査研究 大薗　恵一 小児科学 11,068,000 補 厚生労働省

447
HIV陽性者に対する精神・心理的支援のための身体
科主治医と精神科専門職の連携体制構築に資する
研究

池田 学 精神医学 8,731,000 補 厚生労働省

448
認知症の家族のための「パーソナルBPSDケア電子
ノート」と「疾患別認知行動療法プログラム」の開発と
効果検証のための研究

池田 学 精神医学 12,030,000 補 厚生労働省

449
認知症者の在宅生活を維持する非訪問型の生活評
価・介入システムの標準化に関する研究

池田 学 精神医学 16,640,000 補 厚生労働省

450

国や都道府県が循環器病対策に関する計画を策定
する際に利用可能な指標の設定、及び新型コロナウ
イルス感染症による循環器病への影響の評価のため
の
研究

岡田　佳築
変革的医療情報シス
テム開発学（日本財
団）寄附講座

11,999,000 補 厚生労働省

451
先天性骨系統疾患の医療水準と患者QOLの向上を
目的とした研究

窪田 拓生 小児科学 15,990,000 補 厚生労働省

452
呼吸器系先天異常疾患の診療体制構築とデータ
ベースおよび診療ガイドラインに基づいた医療水準
向上に関する研究

奥山　宏臣 小児成育外科学 300,000 補 厚生労働省

453 脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 海渡　貴司 整形外科学 250,000 補 厚生労働省

454
前眼部難病の標準的診断基準およびガイドライン作
成のための調査研究

大家 義則 眼科学 500,000 補 厚生労働省

455
MECP2重複症候群及びFOXG１症候群、CDKL5症
候群の臨床調査研究

青天目　信 小児科学 300,000 補 厚生労働省

456 稀少てんかんに関する包括的研究 青天目　信 小児科学 600,000 補 厚生労働省

457
腎疾患対策検討会報告書に基づく慢性腎臓病
（CKD)対策の推進に資する研究

猪阪　善隆 腎臓内科学 1,000,000 補 厚生労働省

458
腎疾患対策検討会報告書に基づく対策の進捗管理
および新たな対策の提言に資するエビデンス構築

猪阪　善隆 腎臓内科学 400,000 補 厚生労働省

459 難治性腎障害に関する調査研究 猪阪　善隆 腎臓内科学 750,000 補 厚生労働省



460
妊婦健康診査、産婦健康診査における妊産婦支援
の総合的評価に関する研究

木村　正 産科学婦人科学 500,000 補 厚生労働省

461 原発性脂質異常症に関する調査研究 小関　正博 循環器内科学 200,000 補 厚生労働省

462
強皮症・皮膚線維化疾患の診断基準・重症度分類・
診療ガイドライン・ 疾患レジストリに関する研究

熊ノ郷 淳
呼吸器・免疫アレル
ギー内科学

200,000 補 厚生労働省

463
小児期発症の希少難治性肝胆膵疾患における医療
水準並びに患者QOLの向上のための調査研究

奥山　宏臣 小児成育外科学 150,000 補 厚生労働省

464 自己免疫疾患に関する調査研究 藤本 学 皮膚科学 1,000,000 補 厚生労働省

465
難治性小児消化器疾患の医療水準向上および移行
期・成人期のQOL向上に関する研究

奥山　宏臣 小児成育外科学 300,000 補 厚生労働省

466 特発性心筋症に関する調査研究 坂田　泰史 循環器内科学 300,000 補 厚生労働省

467
子宮頸がん検診におけるHPV検査導入に向けた実
際の運用と課題の検討のための研究

上田　豊 産科学婦人科学 300,000 補 厚生労働省

468 特発性造血障害に関する調査研究 保仙　直毅 血液･腫瘍内科学 450,000 補 厚生労働省

469
循環器病対策推進基本計画に基づいた、都道府県
の有用な目標指標の設定のための研究

坂田　泰史 循環器内科学 2,000,000 補 厚生労働省

470 ミトコンドリア病、レット症候群の調査研究 青天目　信 小児科学 500,000 補 厚生労働省

471
新生児スクリーニング対象疾患等の先天代謝異常症
における生涯にわたる診療体制の整備に関する研
究

青天目　信 小児科学 600,000 補 厚生労働省

472
エイズ予防指針に基づく対策の評価と推進のための
研究

渡部　健二 医学科教育センター 900,000 補 厚生労働省

473
標準的な生殖医療の知識啓発と情報提供のための
システム構築に関する研究

福原　慎一郎 泌尿器科学 1,000,000 補 厚生労働省

474 神経変性疾患領域の基盤的調査研究 望月　秀樹 神経内科学 700,000 補 厚生労働省

475
妊婦健康診査、産婦健康診査における妊産婦支援
の総合的評価に関する研究

味村　和哉 産科学婦人科学 500,000 補 厚生労働省

476
特発性大腿骨頭壊死症の医療水準及び患者QOL
向上に資する大規模多施設研究

濱田　英敏
運動器医工学治療学
寄附講座

100,000 補 厚生労働省

477 『AIの眼』による医療安全確保に関する研究 川崎　良
視覚情報制御学寄附
講座

1,500,000 補 厚生労働省

478
プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調
査研究

望月　秀樹 神経内科学 3,000,000 補 厚生労働省

479

認知症診療医のための「特発性正常圧水頭症の鑑
別診断とアルツハイマー病併存診断、および診療連
携構築のための実践的手引き書と検査解説ビデオ」
作成研究

鐘本　英輝 精神医学 2,000,000 補 厚生労働省



480

認知症診療医のための「特発性正常圧水頭症の鑑
別診断とアルツハイマー病併存診断、および診療連
携構築のための実践的手引き書と検査解説ビデオ」
作成研究

森　悦朗
行動神経学・神経精
神医学寄附講座

3,500,000 補 厚生労働省

481 間脳下垂体機能障害に関する調査研究 向井　康祐 内分泌・代謝内科学 200,000 補 厚生労働省

482 稀少難治性皮膚疾患に関する調査研究 玉井　克人
再生誘導医学寄附講
座

500,000 補 厚生労働省

483
先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の難病に
対する医療および移行期医療支援に関する研究

太田　有美
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学

200,000 補 厚生労働省

484
先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の難病に
対する医療および移行期医療支援に関する研究

森本　壮
視覚機能形成学寄附
講座

150,000 補 厚生労働省

485
言語聴覚士等による人工内耳・補聴器装用者等に
対する遠隔医療の体制整備のための研究

太田　有美
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学

500,000 補 厚生労働省

486
慢性腎臓病(CKD)患者に特有の健康課題に適合し
た多職種連携による生活・食事指導等の実証研究

猪阪　善隆 腎臓内科学 500,000 補 厚生労働省

487
血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者に対する肝
移植を含めた外科治療に関する研究

江口　英利 消化器外科学１ 200,000 補 厚生労働省

488
痛みセンターを中心とした慢性疼痛診療システムの
均てん化と診療データベースの活用による医療向上
を目指す研究

松田　陽一 麻酔･集中治療医学 200,000 補 厚生労働省

489
新薬創出を加速する症例データベースの構築・拡充
/創薬ターゲット推定アルゴリズムの開発

熊ノ郷 淳
呼吸器・免疫アレル
ギー内科学

19,500,000 補 厚生労働省

490
併存疾患に注目した認知症重症化予防のための研
究

山本　浩一 老年・腎臓内科学 650,000 補 厚生労働省

491

相同組換え修復遺伝子変異を有する切除不能な進
行・再発の固形がん患者に対するNiraparibおよび
PD-1阻害剤併用療法の奏功予測マーカーに関する
研究

加藤　大悟 泌尿器科 33,576,840 委 武田薬品工業株式会社

492
疾患修飾薬を使用中のMS患者におけるSARS-
CoV-2ワクチンに対する免疫応答

奥野　龍禎 神経内科学 3,900,000 委 バイオジェン・ジャパン株式会社

493 PET呼吸同期法に関する研究 加藤　弘樹 核医学 1,274,000 委 シーメンスヘルスケア株式会社

494

抗PD-1抗体治療後のラムシルマブ+ドセタキセル併
用療法の抗腫瘍効果を血中抗PD-1抗体結合T細胞
プロファイリングを用いて評価する多施設共同前向き
観察研究

白山　敬之 呼吸器・免疫内科学 550,550 委 日本イーライリリー株式会社

495

「栄養障害型表皮水疱症患者を対象としたS-005151
の難治性潰瘍に対する有効性を評価するための第2
相多施設共同非盲検非対照試験」における瘢痕の
改善の程度を指標とする有効性評価

玉井　克人
再生誘導医学寄附講
座

58,500 委 塩野義製薬株式会社

496

周産期重症型、周産期良性型および乳児型HPP患
者を対象としたストレンジック®特定使用成績調査と
周産期情報のデータ連結による臨床所見・検査所見
の後方視的検討

窪田　拓生 小児科学 30,000 委 株式会社リニカル

497 遺伝学的検査に関する報告書作成支援 山本　賢一 遺伝統計学 5,093 委 公益財団法人かずさDNA研究所

498 発達障害児（者）支援業務 谷池　雅子
附属子どものこころの
分子統御機構研究セ
ンター

14,495,000 委 堺市

499 さかいっこひろばにおける発達障害児支援業務 谷池　雅子
附属子どものこころの
分子統御機構研究セ
ンター

14,000,000 委 堺市



500
フレイル高齢者のレジストリ研究及びロコモ、サルコ
ペニアを含めた病態解明及び予防介入法の確立を
目指した臨床ならびに関連研究

楽木　宏実 老年・総合内科学 600,000 委
国立研究開発法人 国立長寿医
療研究センター

501 陽子線治療高精度技術の標準化と評価方法の確立 清水　伸一
重粒子線治療学寄附
講座

150,000 委
国立研究開発法人 国立がん研
究センター

502
筋レポジトリーの拡充とそれを活用した筋ジストロ
フィー関連疾患の病態解明と診断・治療法開発

中森　雅之 神経内科学 400,000 委
国立精神・神経医療研究セン
ター（NCNP）

503
電子カルテ情報活用型多施設症例データベースを
利用した糖尿病に関する臨床情報収集に関する研
究(J-DREAMS)

下村　伊一郎 内分泌・代謝内科学 300,000 委
国立研究開発法人国立国際医
療研究センター

504
眼科学関連分野に関する学術研究動向　‐分野横
断的アプローチによる眼疾患克服の動向と展望‐

西田　幸二 眼科学 1,560,000 委 （独）日本学術振興会

505
新型コロナウィルス感染症が救急医療体制並びに搬
送困難例発生に与えた影響評価

織田　順 救急医学講座 6,006,000 委 消防庁

506
次世代BMIシステムの応用実現のための基盤技術の
研究開発

平田　雅之
脳機能診断再建学共
同研究講座

26,958,400 委
国立研究開発法人情報通信研
究機構

507
アジアにおけるCOVID-19外出制限の発達障がい児
と家族への影響と支援ニーズ

橘　雅弥 連合小児発達学 1,900,000 委
990_（日本学術振興会・二国間交
流事業）

508
アジアにおけるCOVID-19外出制限の発達障がい児
と家族への影響と支援ニーズ

橘　雅弥 連合小児発達学 1,900,000 委
990_（日本学術振興会・二国間交
流事業）

509
2022年度国別研修「全インド医科大学人材育成研
修」コース

中島　清一 次世代内視鏡治療学 7,101,000 委 (独）国際協力機構（JICA）

510 シヌクレイン細胞間伝搬機構の解明 池中　建介 神経内科学 7,150,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

511 エクソソームの生体内ダイナミクスの解明 望月　秀樹 神経内科学 1,651,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

512 皮質脳波計測の総括とrBCIの検証 貴島　晴彦 脳神経外科学 12,350,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

513
腸管免疫に着目したパーキンソン病における臓器間
ネットワークの解明

木下　允 神経内科学 22,100,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

514 侵襲型BMIによるCA制御の研究開発 平田　雅之
脳機能診断再建学共
同研究講座

30,000,100 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

515
大脳基底核深部電極を使用したBrain Machine
Interface開発

谷　直樹 脳神経外科 13,175,500 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

516 状態遷移を制御する血管正常化療法の開発 福嶋　葉子 眼科学 9,750,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

517 動的異常翻訳のメカニズムとその病的意義 森　康治 精神医学 11,648,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

518
新規核医学治療薬・診断法の開発と放射化による薬
剤可視化技術の検討 （ERATO片岡ラインX線ガンマ
線イメージングプロジェクト）

加藤　弘樹 核医学 26,000,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

519
パンデミックによる社会的孤立のアクティブセンシン
グと個別化介入

池田　学 精神医学 2,600,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構



520
パンデミックによる社会的孤立のアクティブセンシン
グと個別化介入

池田　学 精神医学 2,600,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

521
肺傷害のリスクを可視化するLung stress mapping法
の確立と臨床応用への挑戦

吉田　健史 麻酔・集中治療医学 8,426,600 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

522

テーマ1「脳の発達に重要な乳幼児期の睡眠改善～
双方向性アプリを用いたオンライン睡眠介入法の開
発」 、テーマ2「子どもの社会性を育むノウハウの構
築」

谷池　雅子 連合小児 34,372,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

523
ヒトへの長期留置を目指した極低侵襲BMIシステムの
開発

中村　元 脳神経外科学 48,620,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

524
フォトニクスによる次世代医療・ヘルスケア技術に関
する大阪大学による研究開発（研推→医学）

渡邉　玲
アレルギー免疫疾患
統合医療学寄附講座

19,500,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

525
フォトニクスによる次世代医療・ヘルスケア技術に関
する大阪大学による研究開発（研推→医学）

渡邉　玲
アレルギー免疫疾患
統合医療学寄附講座

3,900,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

526
フォトニクスによる次世代医療・ヘルスケア技術に関
する大阪大学による研究開発（研推→医学）

貴島　晴彦 脳神経外科学 2,600,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

527
フォトニクスによる次世代医療・ヘルスケア技術に関
する大阪大学による研究開発（研推→医学）

島津　研三 乳腺・内分泌外科学 2,600,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

528
フォトニクスによる次世代医療・ヘルスケア技術に関
する大阪大学による研究開発（研推→医学）

熊ノ郷　淳 呼吸器・免疫内科学 2,600,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

529
フォトニクスによる次世代医療・ヘルスケア技術に関
する大阪大学による研究開発（工学→医学）

石井　秀始
疾患データサイエンス
学

650,000 委
国立研究開発法人科学技術振
興機構

530
iPS細胞等による分化製造プロセスにおける高効率な
大量細胞凝集塊分散技術ならびに自動化装置の研
究開発

宮川　繁 心臓血管外科学講座 4,225,000 補 中小企業庁

531
内視鏡医を救え！患者激増時代の、真に人間工学
的な内視鏡保持システムの研究開発

中島　清一 次世代内視鏡治療学 20,311,427 補 経済産業省

532
肺癌の精密な診断・治療を可能にする内視鏡用の新
規バルーン型デバイスの開発－臨床における有用
性の検討

三宅　浩太郎
呼吸器・免疫内科学
講座

2,000,000 補 大阪市

533
新規環状RANKL部分ペプチドによる脳梗塞治療法
の開発

島村　宗尚
健康発達医学寄附講
座

660,000 補

 

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

534
動脈硬化、歯周病を含む糖尿病合併症のバイオ
マーカー探索と病態解明　～メタボロミクスを活用し
た低侵襲体外診断技術の開発～

下村　伊一郎
内分泌･代謝内科学講
座

660,000 補

 

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

535
アスタチン標識ナノ粒子局所投与による癌のアル
ファ線治療の開発

加藤　弘樹 核医学講座 1,540,000 補

 

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

536
iPS 細胞由来心筋細胞exosome を用いた新規cell-
free 心筋再生療法の開発

宮川　繁 心臓血管外科学講座 1,540,000 補

 

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

537
物理的に抗菌性を発現する「ナノスパイク」の医療へ
の応用

忽那　賢志 感染制御部 4,400,000 補

 

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

538
ヒト臍帯組織由来間葉系幹細胞とアテロコラーゲン半
月板再生誘導材を用いた半月板再生医療の開発

中田　研
（医医）スポーツ医学
講座

2,970,000 補

 

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

539
体液中キラルアミノ酸による尿路性器癌鑑別を目的
とした新規診断法の確立

河嶋　厚成 泌尿器科学講座 2,970,000 補

 

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構



540
難治性BRAF変異陽性大腸癌に対する新規治療薬
の開発

高橋　秀和 消化器外科学２講座 2,970,000 補

 

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

541
制御性T細胞を用いたαシヌクレイノパチーの新規
治療法の開発

望月　秀樹 神経内科学講座 1,540,000 補

 

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

542
X線画像から骨密度を推定するシステムの構築を目
指した研究

上村　圭亮
運動器医工学治療学
寄附講座

6,105,000 補

 

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

543
（基盤Ｂ（繰越）清水 健太郎）重症病態での腸内細
菌叢を介した免疫システム解明と腸内細菌叢再構築
のための治療戦略

清水　健太郎
医病　高度救命救急
センター

1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

544
（基盤Ｂ（分担）・佐々木）異分野連携によるα線核医
学治療の効果予測に向けた線量評価システムの開
発

佐々木　秀隆 医病　放射線部 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

545
（基盤Ｂ_22-26_北畠 康司）ゲノム・エピゲノム編集を
もちいたダウン症候群の知的障害に対する遺伝子治
療法開発

北畠　康司
医病　総合周産期母
子医療センター

4,680,000 補 独立行政法人日本学術振興会

546
（基盤Ｂ_22-24_佐藤 太郎）膵がんメチロームの総体
解明と制御法開発

佐藤　太郎
医病　消化器外科(二
外)

4,680,000 補 独立行政法人日本学術振興会

547
（基盤Ｂ_22-24_清水 健太郎）重症病態の腸内細菌
を介した新規腸管バリア・免疫能の解析と腸内細菌
叢再構築法の確立

清水　健太郎
医病　高度救命救急
センター

5,200,000 補 独立行政法人日本学術振興会

548
（基盤Ｂ（分担）_22-26_入澤　太郎）救命後の生活の
質や患者・家族の意思を尊重した院外心停止治療
戦略の構築に関わる研究

入澤　太郎
医病　高度救命救急
センター

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

549
（基盤Ｂ_22-24_中島 和江）術中の動画及び音声情
報を用いた手術チームパフォーマンスの統合的解明

中島　和江
医病　中央クオリティマ
ネジメント部

8,710,000 補 独立行政法人日本学術振興会

550
（基盤Ｂ（分担）_22-24_奥田　真弘）非劣性的検討に
よる地域フォーミュラリ導入の患者アウトカム評価

奥田　真弘 医病　薬剤部 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

551
（奨励研究_22-22_小門 諒平）新型コロナウイルス感
染症と抗菌薬の使用量や有害事象発生状況に関す
る探索的研究

小門 諒平 医病　薬剤部 329,719 補 独立行政法人日本学術振興会

552
（基盤Ｃ（分担）_20-22_上野　）小腸移植拒絶反応の
早期診断を目的としたドナー由来DNA断片の解析

上野　豪久 小児外科 13,000 補 独立行政法人日本学術振興会

553
【延長】(基盤C_29-31_日高　国幸)スタッフの教育を
加味した勤務スケジューリングの最適化モデルと支
援システムの構築

日高　国幸 医病　放射線部 122,260 補 独立行政法人日本学術振興会

554
（若手研究_30-33_神谷 貴史）中性脂肪蓄積心筋血
管症における心筋脂肪酸代謝(I-123 BMIPP)の評価
法

神谷　貴史 医病　放射線部 220,273 補 独立行政法人日本学術振興会

555
（基盤Ｃ_19-21_岡崎 周平）もやもや病感受性遺伝子
RNF213変異が脳梗塞をおこす機序の解明と治療戦
略の探索

岡崎　周平
医病　神経内科･脳卒
中科

1,881,155 補 独立行政法人日本学術振興会

556
（基盤Ｃ_19-22_巽 光朗）がんに特異性の高いFBPA
とFDGのPETを用いた免疫療法効果判定と副作用予
測

巽光朗 医病　核医学診療科 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

557
（基盤Ｃ（分担）_19-21_山田）超高磁場MRI：多素子
並列RF励起技術の安全性確立と局所超高分解能撮
像への展開

山田　幸子 医病　放射線部 184,058 補 独立行政法人日本学術振興会

558
（基盤Ｃ_19-22_北村 温美）地域包括ケアシステムに
おけるPeer-to-peerネットワーク構築の有効性検討

北村　温美
医病　中央クオリティマ
ネジメント部

1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

559
（基盤Ｃ（分担）_21-22_石丸）認知症高齢者における
重症度・居住形態別ADLリハビリテーション戦略の構
築

石丸 大貴 医病　神経科･精神科 45,500 補 独立行政法人日本学術振興会



560
（若手研究_19-21_山田 幸子）Dual-energy仮想非造
影CTによる革新的な放射線治療計画法の開発と実
用化

山田　幸子 医病　神経科･精神科 1,851,023 補 独立行政法人日本学術振興会

561
（基盤Ｃ_20-22_奥田　真弘）医療リアルワールドデー
タを活用したシスプラチン腎障害に対する新規予防
法の開発

奥田　真弘 医病　薬剤部 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

562
（基盤C（分担）_20-22_高橋）サルコペニアを促進す
る病態における運動の有効性に関するIL-15の役割
の解明

髙橋　利匡
医病　老年･高血圧内
科

1,780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

563
（基盤Ｃ_20-22_赤坂　憲）ビタミンD補充によるサルコ
ペニア治療の可能性を探る

赤坂　憲
医病　老年･高血圧内
科

1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

564
（基盤Ｃ_20-24_高橋　洋人）人工知能を活用したドパ
ミン機能画像によるシヌクレノパチー早期診断システ
ムの確立

髙橋　洋人 医病　放射線部 650,000 補 独立行政法人日本学術振興会

565
（基盤Ｃ_20-22_大瀧　千代）連続インピーダンスを用
いた穿刺針位置確認システムの開発:ロボット支援と
の融合

大瀧　千代 医病　麻酔科 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

566
（基盤Ｃ_20-22_入澤　太郎）119番通報に人工知能を
応用した新たな消防通信指令支援システムの開発に
関する研究

入澤　太郎
医病　高度救命救急
センター

1,235,000 補 独立行政法人日本学術振興会

567
（基盤Ｃ_20-22_松本　寿健）敗血症の炎症最適化の
ためのマーカーと分子病態分類の解明:HIVEP1の臨
床応用

松本　寿健
医病　高度救命救急
センター

1,105,000 補 独立行政法人日本学術振興会

568
（基盤Ｃ_20-22_名井　陽）ホメオティック遺伝子HoxB
の骨形成における機能解析

名井陽
医病　未来医療開発
部

1,157,000 補 独立行政法人日本学術振興会

569
（基盤Ｃ_20-22_岡崎　利彦）低温度帯におけるエンド
トキシン不活化を実現する革新的気相式滅菌デバイ
スの開発

岡﨑　利彦
医病　未来医療開発
部

780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

570
（基盤Ｃ_20-22_岡本　美奈）間葉系幹細胞の臨床応
用へ向けた品質管理と評価マーカーの探索

岡本　美奈
医病　未来医療開発
部

910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

571
（若手研究_20-21_皆川　光）脳腫瘍に対するWT1経
口がんワクチンの効果と腫瘍内浸潤リンパ球の検討

皆川　光 医病　小児科 640,184 補 独立行政法人日本学術振興会

572
（若手研究_20-22_新谷　拓也）エクソソームを活用し
た第三世代EGFR-TKI耐性化バイオマーカーの探
索

新谷　拓也 医病　薬剤部 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

573
（若手研究_20-22_杉山　慎太郎）神経疾患にお
ける脳内胆汁酸の役割の解明

杉山　慎太郎
医病　神経内科・脳卒
中科

1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

574
（若手研究_20-22_甲田　亨）アストロサイトイメージン
グによるNMOの病態評価

甲田　亨
医病　神経内科･脳卒
中科

1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

575
（若手研究_20-22_末廣　聖）独居という生活環境が
軽度認知障害患者の脳機能に及ぼす経時的影響に
ついて

末廣　聖 医病　神経科･精神科 2,100,236 補 独立行政法人日本学術振興会

576
（若手研究_20-22_杉辺　英世）エクソソームプロファ
イリングによるダウン症候群の肺高血圧症発症病態
の解明

杉辺　英世 医病　小児科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

577
（若手研究_20-22_田畑　優貴）C型慢性肝疾患にお
ける肝発がんおよび肝線維化に関与する新規バイオ
マーカーの探索

田畑　優貴 医病　消化器内科 223,053 補 独立行政法人日本学術振興会

578
（若手研究_20-21_中村　大輔）冠動脈疾患患者の予
後を光干渉断層画像から機械学習で予測する

中村　大輔 医病　循環器内科 1,420,660 補 独立行政法人日本学術振興会

579
（若手研究_20-22_小西　正三）在宅心不全患者見守
りに向けた、「歩容」指標の研究開発

小西　正三 医病　医療情報部 520,000 補 独立行政法人日本学術振興会



580
（若手研究_20-22_三宅　啓介）重症虚血肢に対する
細胞シート技術を応用した細胞塊注入法の再生治
療効果の検討

三宅　啓介
医病　心臓血管外科
(一外)

322,561 補 独立行政法人日本学術振興会

581
（若手研究_20-22_中村　隼）オートファジー抑制因子
Rubiconの阻害による老化制御の試み

中村　隼 医病　血液浄化部 910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

582
（若手研究_20-22_松本　あゆみ）人工知能を用いて
解明する腎病理組織変化の本態

松本あゆみ 医病　血液浄化部 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

583
（若手研究_20-21_名越　章裕）CKAP4 Sandwich-
ELISAを用いた新規肺癌血清マーカーの開発

名越　章裕 医病　呼吸器外科 906,618 補 独立行政法人日本学術振興会

584
（若手研究_20-23_吉原　輝一）難治性胆道癌におけ
る癌悪性化に伴う周囲免疫反応の推移に関わる検
討

吉原　輝一　 医病　消化器外科 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

585
（若手研究_20-21_村津　有紗）メタゲノム及びメタボ
ローム解析による重症病態の腸内環境デザインの開
発

村津　有紗
医病　高度救命救急
センター

1,280,267 補 独立行政法人日本学術振興会

586
（若手研究_20-22_戸上　由貴）第一次爆傷による単
独軽症頭部外傷によって局所および全身に惹起さ
れる反応

戸上　由貴
医病　高度救命救急
センター

1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

587
（若手研究_20-21_蛯原　健）脂肪特異的Atg5KOマ
ウスを用いた敗血症病態におけるオートファジーの
機能解明

蛯原　健
医病　高度救命救急
センター

367,943 補 独立行政法人日本学術振興会

588
（若手研究_20-22_竹中　朋文）ワーラー変性におけ
る細胞内エネルギー代謝の病態解明

竹中　朋文 医病　脳神経外科 390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

589
（若手研究_20-22_冨山　栄輔）膀胱癌特異的エクソ
ソームタンパクによる癌微小環境調節機序の解明と
診断キット開発

冨山　栄輔 医病　泌尿器科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

590
（若手研究_20-21_中谷　彩香）糖転移酵素による糖
鎖修飾に着目したECRS難治化の病態解明

中谷　彩香
医病　耳鼻咽喉科・頭
頸部外科

14,984 補 独立行政法人日本学術振興会

591
（若手研究_20-21_小幡　翔）BMP8Bを介した骨芽細
胞による好酸球性副鼻腔炎難治メカニズムの解明

小幡　翔
医病　耳鼻咽喉科・頭
頸部外科

852,777 補 独立行政法人日本学術振興会

592
（若手研究_20-21_清水　康太郎）中耳真珠腫の
single cell RNA解析及び保存的治療薬の開発

清水 康太郎
医病　耳鼻咽喉科・頭
頸部外科

786,713 補 独立行政法人日本学術振興会

593
（基盤Ｃ_21-23_池村 健治）医療ビッグデータ解析を
基盤としたシスプラチン難聴予防法の開発

池村　健治 医病　薬剤部 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

594
（基盤Ｃ（分担）_21-24_北畠）I型CRISPRを利用した
新規エピゲノム型トリソミックレスキュー誘導性の開発

北畠　康司
医病　総合周産期母
子医療センター

65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

595
（基盤Ｃ_21-23_梅田 大介）肺微小乳頭がん様オル
ガノイドにおける上皮頂底極性形成機構とがん転移
への関与の解明

梅田　大介 医病　病理部 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

596
（基盤Ｃ_21-23_荒木 俊彦）言語性記憶力を推定する
脳磁図検査法の確立

荒木　俊彦 医病　臨床検査部 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

597
（基盤Ｃ_21-23_河盛 段）新規治療戦略を見据えた膵
α細胞機能とDPP-4発現の病態学的解析

河盛　段
医病　糖尿病・内分
泌・代謝内科

1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

598
（基盤Ｃ_21-23_板倉 弘明）臨床検体のシングルセル
解析による大腸癌幹細胞の代謝機構の解明

板倉　弘明
医病　消化器外科（二
外）

1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

599
（基盤Ｃ_21-23_細見 早苗）新規抗酸化製剤を用い
た頭部外傷後の神経機能回復に関する研究

細見　早苗
医病　高度救命救急
センター

1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会



600
（基盤Ｃ_21-23_伊藤 弘）シングル細胞シークエンス
を用いた敗血症における免疫抑制病態の解明と新
規治療法開発

伊藤 弘
医病　高度救命救急
センター

780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

601
（基盤Ｃ_21-23_中尾 俊一郎）トランスクリプトームを用
いた心停止の分子ネットワーク病態の解明と神経予
後予測

中尾 俊一郎
医病　高度救命救急
センター

1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

602
（基盤Ｃ_21-23_酒井 智彦）コロナ時代の救急・災害
現場における非接触型健康情報共有ツールの有用
性に関する研究

酒井 智彦
医病　高度救命救急
センター

1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

603
（基盤Ｃ_21-23_片山 祐介）地域を網羅した大規模救
急患者レジストリ分析による救急搬送患者の実態解
明

片山　祐介
医病　高度救命救急
センター

962,000 補 独立行政法人日本学術振興会

604
（基盤Ｃ_21-23_中川 僚太）腸内細菌による新たな脳
動脈瘤破裂予防法の開発

中川 僚太 医病　脳神経外科 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

605
（基盤Ｃ_21-23_吉村 旬平）ナノポア技術と機械学習
を用いた新たな微生物迅速診断検査系の確立

吉村 旬平
医病　高度救命救急
センター

910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

606
（基盤Ｃ_21-23_島崎 淳也）熱中症の炎症惹起メカニ
ズム解明とプレホスピタルにおける早期重症度評価

島崎　淳也
医病　高度救命救急
センター

1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

607
（基盤Ｃ_21-23_佐原 亘）機械学習に基づく完全自動
化された骨関節三次元動態解析システムの開発

佐原　亘
医病　リハビリテーショ
ン部

520,000 補 独立行政法人日本学術振興会

608
（基盤Ｃ_21-23_山道 岳）大阪臨床研究ネットワーク
基盤を利用した新規骨転移血液バイオマーカーの
多施設研究

山道　岳 医病　泌尿器科 1,235,000 補 独立行政法人日本学術振興会

609
（基盤Ｃ_21-23_佐治 史惠）多光子励起イメージング
技術による新規低侵襲卵巣内がん微小残存病変の
検出

佐治　史恵
医病　生殖医療セン
ター

1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

610
（基盤Ｃ_21-23_大谷 直矢）水素による移植組織内酸
化ストレスの制御と生着率向上への試み

医病　形成外科 医病　形成外科 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

611
（基盤Ｃ_21-23_内橋 俊大）口腔癌骨浸潤に対する
IL-12発現型第三世代がん治療用HSV-1の治療効
果の検討

内橋　俊大　 医病　歯科治療室 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

612
（基盤Ｃ_21-23_山本 洋一）臨床研究における「被験
者保護」の構造と運用に関する国内外比較論と今後
の展望

山本洋一
医病　未来医療開発
部

1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

613
（基盤Ｃ（分担）_21-23_中島　和江）適応性に機能す
る急変対応システムの有用性と実装に向けた研究

中島　和江
医病　中央クオリティマ
ネジメント部

39,000 補 独立行政法人日本学術振興会

614
（基盤Ｃ_21-23_吉澤 秀憲）監察医機関における熱中
症解剖例の分子診断・病態解明、背景分析に関する
研究

吉澤 秀憲 医病　病理部 390,000 補 独立行政法人日本学術振興会

615
（基盤Ｃ（分担）_21-23_山田）膝蓋骨傾斜角の新たな
計測法の開発と膝蓋腱付着部症の発生メカニズムの
解明

山田　大智
医病　リハビリテーショ
ン部

32,500 補 独立行政法人日本学術振興会

616
（基盤Ｃ（分担）_21-23_佐原）機械学習・深層学習を
併用した骨関節診断・手術支援の実装と最適化

佐原　亘
医病　リハビリテーショ
ン部

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

617
（若手研究_21-23_吉波 哲大）分子バーコードを用い
たNGS解析でのctDNA評価による乳癌の遠隔再発リ
スク診断

吉波　哲大 医病　乳腺･内分泌外科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

618
（若手研究_21-22_塩出 悠登）非古典的NF-KB経路
による肝ー胆管細胞分化転換を介した胆管癌発症
機構の解明

塩出　悠登 医病　消化器内科 1,298,125 補 独立行政法人日本学術振興会

619
（若手研究_21-24_千村 美里）代謝イメージングに基
づく薬剤性心筋症の新規診断指標と治療効果判定
指標の確立

千村　美里 医病　循環器内科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会



620
（若手研究_21-22_山下 築）末期重症心不全におけ
る心筋リモデリングに対するM2マクロファージの関与
の検討

山下　築
医病　心臓血管外科
(一外)

1,762,245 補 独立行政法人日本学術振興会

621
（若手研究_21-23_松浦 裕司）爆発外傷モデルの開
発と後遺症に対する慢性期にかけての抗炎症療法
の検討

松浦　裕司
医病　高度救命救急
センター

780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

622
（若手研究_21-22_惠谷 悠紀）新規NF-κB阻害ペプ
チドによる新規変形性関節症治療法の開発

惠谷　悠紀 医病　整形外科 2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会

623
（若手研究_21-24_石丸 大貴）認知症の物盗られ妄
想に関連する生活環境因子の同定

石丸 大貴 医病　神経科･精神科 780,000 補 独立行政法人日本学術振興会

624
（挑戦的研究（萌芽）_21-23_北畠 康司）新規のゲノム
編集技術をもちいたダウン症候群の革新的遺伝子治
療法の開発

北畠　康司
医病　総合周産期母
子医療センター

1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

625
（研スタ_21-22_山本  顕生）血中エクソソーム内の細
菌叢情報を用いた尿路上皮癌の早期血液診断薬の
開発

山本　顕生 医病　泌尿器科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

626
（研スタ_21-22_田中  亮）体内水素発生を惹起する
経口シリコン製剤を用いた腎保護効果に関する作用
機序の解明

田中　亮 医病　泌尿器科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

627
（研スタ_21-22_植村  俊彦）尿中エクソソーム内の細
菌遺伝情報を用いた新たな早期腎癌診断薬の開発

植村　俊彦 医病　泌尿器科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

628
（研スタ_21-22_齋多  遼太郎）制限付き平均生存時
間の差を治療効果指標とした代替エンドポイントの統
計的評価手法

齋多　遼太郎 医病　データセンター 910,000 補 独立行政法人日本学術振興会

629
（研スタ_21-22_垰夲  大喜）前頭側頭型認知症にお
けるごみ屋敷の成因の探索

垰夲　大喜 医病　神経科･精神科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

630
（基盤Ｃ_22-24_林 芳矩）食道癌における腫瘍
関連Bリンパ球の役割

林　芳矩
医病　消化器外科(二
外)

1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

631
（基盤Ｃ_22-24_山田 修平）髄膜腫における自然歴の
解明および予後予測アルゴリズムの構築

山田修平 医病　脳神経外科 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

632
（基盤Ｃ_22-24_橋本  陽子）乳癌原発巣における
ESR1遺伝子変異の高感度検出

橋本  陽子
医病　乳腺･内分泌外
科

1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

633
（基盤Ｃ_22-24_高橋  利匡）高齢者糖尿病のオート
ファジー機能を反映するバイオマーカーの確立と標
的治療法の開発

髙橋　利匡
医病　老年･高血圧内
科

1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

634
（基盤Ｃ_22-24_井上  直哉）Breg細胞を用いた自己
免疫性甲状腺疾患における新規検査法の開発

井上　直哉 医病　臨床検査部 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

635
（基盤Ｃ（分担）_22-24_仲　定宏）BNCTに用いるホウ
素化合物BSHの標識合成法の開発と生体内におけ
る動態解明

仲　定宏 医病　薬剤部 65,000 補 独立行政法人日本学術振興会

636
（基盤Ｃ_22-24_坂根  貞嗣）脂肪組織-肝臓間クロス
トークに着目した肥満を伴う急性アルコール性肝炎
の病態解明

坂根　貞嗣 医病　消化器内科 1,128,525 補 独立行政法人日本学術振興会

637
（基盤Ｃ_22-24_柏木  浩和）新規実験システムを用い
た血小板インテグリンシグナル制御機構の解析とそ
の応用

柏木浩和 医病　血液･腫瘍内科 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

638
（基盤Ｃ_22-24_谷口 歩）HMGB1ペプチドを用いた末
梢血間葉系幹細胞動員による腎線維化の抑制

谷口 歩 医病　泌尿器科 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

639
（基盤Ｃ_22-24_門  威志）1型糖尿病に対する脂肪由
来幹細胞を用いた新規膵島移植療法の開発

門  威志
医病　消化器外科(二
外)

1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会



640
（基盤Ｃ_22-24_上野  豪久）小腸移植後の慢性拒絶
制御における間葉系幹細胞による再生細胞医療の
研究

上野豪久 医病　小児外科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

641
（基盤Ｃ_22-24_増山  美里）乳癌の血管擬態を標的
とした新規治療法の開発

増山　美里
医病　乳腺･内分泌外
科

1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

642
（基盤Ｃ_22-24_安達 慧）食道癌におけるFn14発現と
治療抵抗性・悪性度との関連について

安達　慧
医病　消化器外科（二
外）

1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

643
（基盤Ｃ_22-24_加藤  伸弥）大腸癌における特異的
な新規がん関連線維芽細胞マーカーの同定

加藤  伸弥
医病　消化器外科(二
外)

1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

644
（基盤Ｃ_22-24_小山  啓介）グルタミン代謝を標的と
した膵癌における老化細胞除去と薬剤耐性の克服

小山  啓介
医病　消化器外科(二
外)

1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

645
（基盤Ｃ_22-24_江口  聡）肝内胆管癌におけるIL-33
の腫瘍周囲環境への影響の検討

江口  聡
医病　消化器外科(二
外)

1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

646
（基盤Ｃ_22-24_野田  剛広）肝癌微小環境における
腫瘍関連マクロファージを中心とした細胞間相互作
用の解明

野田剛広
医病　消化器外科(二
外)

1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

647
（基盤Ｃ_22-24_平  将生）小児重症心不全における
補助人工心臓による心機能改善を予測する因子の
検討

平　将生
医病　心臓血管外科
(一外)

1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

648
（基盤Ｃ_22-24_河村 愛）疾患特異的iPS細胞を用い
た肥大型心筋症の病態解明と治療法の探索

河村　愛
医病　心臓血管外科
(一外)

520,000 補 独立行政法人日本学術振興会

649
（基盤Ｃ_22-24_磯野  友美）肺がんにおける癌関連
線維芽細胞の機能解析と新規治療戦略の提案

磯野  友美 医病　呼吸器外科 1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会

650
（基盤Ｃ_22-24_岩崎 駿）Scaffold-free気管模倣組織
体で導かれた気管再生のメカニズム解明

岩崎　駿 医病　小児外科 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

651
（基盤Ｃ_22-24_大西  伸也）網羅的生体分子情報に
基づく重症熱傷病態の中心的分子解明と新規治療
薬開発

大西  伸也
医病　高度救命救急
センター

1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

652
（基盤Ｃ_22-24_光山　裕美）統合解析に基づくARDS
の全身免疫と肺局所免疫の免疫分子病態解明

光山　裕美
医病　高度救命救急
センター

1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

653
（基盤Ｃ_22-24_蛯原  健）脂肪細胞による全身性炎
症反応制御：オートファジーとアディポカイン産生

蛯原　健
医病　高度救命救急
センター

1,950,000 補 独立行政法人日本学術振興会

654
（基盤Ｃ_22-24_岩橋 徹）末梢神経損傷後にシュワン
細胞と血管内皮細胞間で働く接着分子の解明

岩橋　徹　 医病　整形外科 1,300,000 補 独立行政法人日本学術振興会

655
（基盤Ｃ_22-24_植村  俊彦）腎細胞癌局所内免疫状
態を構築する血液内細菌叢の同定

植村　俊彦 医病　泌尿器科 1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

656
（基盤Ｃ_22-24_田中  亮）腎移植後拒絶反応の診断
および治療効果予測のための革新的新規バイオ
マーカーの創出

田中　亮 医病　泌尿器科 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

657
（基盤Ｃ_22-24_山本  顕生）尿路上皮癌患者におけ
るD-アミノ酸発現意義の解明

山本　顕生 医病　泌尿器科 1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

658
（基盤Ｃ_22-24_岡田 紘一）Gut-kidney axisを介した
夜間多尿の新規治療法確立

岡田　紘一 医病　泌尿器科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

659
（基盤Ｃ_22-24_平松  宏祐）LSRが促進する卵巣癌の
脂質代謝経路の探索と抗LSR抗体の抗腫瘍効果の
証明

平松　宏祐
医病　総合周産期母
子医療センター

1,560,000 補 独立行政法人日本学術振興会



660
（基盤Ｃ_22-24_戸田  有朱香）尿中エクソソームの
Preeclampsia早期診断バイオマーカー有用性の検討

戸田  有朱香
医病　総合周産期母
子医療センター

1,690,000 補 独立行政法人日本学術振興会

661
（基盤Ｃ（分担）_22-24_角田　守）網羅的プロテオー
ム解析から目指す子宮内膜癌新規治療薬の開発

角田  守
医病　総合周産期母
子医療センター

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

662
（基盤Ｃ（分担）_22-24_平松　宏祐）網羅的プロテ
オーム解析から目指す子宮内膜癌新規治療薬の開
発

平松　宏祐
医病　総合周産期母
子医療センター

130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

663
（基盤Ｃ_22-24_黒田  一也）LIMK2に注目した、肥厚
性瘢痕・ケロイドのコントロール

黒田  一也 医病　形成外科 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

664
（基盤Ｃ_22-24_紀田  修平）大阪府がん登録データと
DPCデータを用いた血液悪性腫瘍のリアルワールド
解析

紀田  修平 医病　血液･腫瘍内科 1,040,000 補 独立行政法人日本学術振興会

665
（基盤Ｃ（分担）_22-24_赤坂　憲）サルコペニア合併
高齢者糖尿病における【核】となる運動介入および骨
格筋指標の開発

赤坂　憲
医病　老年･高血圧内
科

260,000 補 独立行政法人日本学術振興会

666
（基盤Ｃ_22-24_山田  知美）リアルワールドデータ品
質評価指標の構築と信頼性向上のための対策

山田　知美 医病　データセンター 1,170,000 補 独立行政法人日本学術振興会

667
（若手研究_22-25_福岡　智哉）HMGB1ペプチドによ
る胆道閉鎖症の新規内科的治療薬に基づいた再生
医療の開発

福岡　智哉 医病　小児科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

668
（若手研究_22-23_天野  孝広）新規糖タンパク質
マーカーに基づく炎症性腸疾患患者における薬物
治療効果の最適化

天野  孝広 医病　消化器内科 2,990,000 補 独立行政法人日本学術振興会

669
（若手研究_22-23_村井  一裕）B型肝炎ウイルス・C
型肝炎ウイルス共感染時における線維化進展加速
機構の解明

村井　一裕 医病　消化器内科 1,729,653 補 独立行政法人日本学術振興会

670
（若手研究_22-23_四宮 春輝）膜トポロジー変化に着
目した核膜病の分子機序解明と心臓・筋疾患の治療
標的分子探索

四宮　春輝 医病　循環器内科 2,600,000 補 独立行政法人日本学術振興会

671
（若手研究_22-23_酒井  晋介）転写因子Mondoによ
るPodocyte代謝調整機構の解明

酒井　晋介 医病　腎臓内科 2,860,000 補 独立行政法人日本学術振興会

672
（若手研究_22-24_早川  友朗）ミネラロコルチコイド受
容体活性評価系の確立と臨床応用

早川　友朗
医病　糖尿病・内分
泌・代謝内科

1,820,000 補 独立行政法人日本学術振興会

673
（若手研究_22-23_角田  守）ATP7Bを標的としたプラ
チナ抵抗性卵巣癌の新規治療方法の開発

角田  守
医病　総合周産期母
子医療センター

2,730,000 補 独立行政法人日本学術振興会

674
（若手研究_22-24_須河内  昭成）マウス自然発癌モ
デルを用いた第三世代がん治療用HSV-1の治療効
果と安全性の検討

須河内　昭成 医病　歯科治療室 469,963 補 独立行政法人日本学術振興会

675
（若手研究_22-24_筒井  杏奈）小児がん治療の集約
化と病院への移動負担に関する研究―時間・距離・
費用に基づく―

筒井　杏奈 医病　データセンター 2,730,000 補 独立行政法人日本学術振興会

676
（若手研究_22-24_仲島  圭将）無人タイムスタディお
よび看護ビッグデータを用いた看護業務動線の解析
と実務への応用

仲島　圭将 医病　医療情報部 2,990,000 補 独立行政法人日本学術振興会

677
（若手研究_22-23_上間 遼太郎）早期胃癌における
AIを用いたEUS画像リアルタイム自動診断技術の開
発

上間　遼太郎 医病　消化器内科 2,210,000 補 独立行政法人日本学術振興会

678
（挑戦的研究萌芽_22-24_佐藤 太郎）膵がん間質特
異的コンジュゲート兵糧攻めと治療抵抗性リプログラ
ミングによる根絶化

佐藤　太郎
医病　消化器外科(二
外)

2,600,000 補 独立行政法人日本学術振興会

679
（研スタ_22-23_林 理絵）放射線治療耐性がん細胞の
分子メカニズム解析

林　理恵
医病　消化器外科(二
外)

1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会



680
（研スタ_22-23_花井 洋人）サイトカイン刺激したMSC
由来細胞外小胞の肩腱板断裂に対する骨腱部修復
効果の解明

花井　洋人 医病　整形外科 130,000 補 独立行政法人日本学術振興会

681
（研スタ_22-23_的羽 大二朗）移植・再生医療に向け
た肝・膵組織の三次元立体構築

的羽　大二朗
医病　消化器外科(二
外)

1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

682
（研スタ_22-23_岡 利樹）運動による代謝物の変化が
前立腺癌の進展に及ぼす影響の検討

岡　利樹 医病　泌尿器科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

683
（研スタ_22-23_右近 裕一朗）骨折修復における老化
骨芽細胞機能の解明

右近　裕一朗 医病　整形外科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

684
（研スタ_22-23_辻村 剛）精液細菌叢に着目した新た
な男性不妊メカニズム解明と細菌叢ターゲット治療開
発

辻村　剛 医病　泌尿器科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

685
（研スタ_22-23_吉田 紫乃）サルコペニアにおけるIL-
15による骨格筋分化とオートファジーの調整機構の
解明

吉田　紫乃
医病　老年・高血圧内
科

1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

686
（研スタ_22-23_奥田 洋平）泌尿器がん個別化免疫
療法の開発～遺伝子改変ネオアンチゲン特異的T
細胞の作製～

奥田　洋平 医病　泌尿器科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

687
（研スタ_22-23_中野 那津子）HRV解析を応用した,
睡眠時無呼吸患者における睡眠障害の重症度評価

中野　那津子 医病　神経科･精神科 1,430,000 補 独立行政法人日本学術振興会

688

（厚生労働科研（分担）_20-24_水木）キャッスルマン
病、TAFRO症候群、類縁疾患の診療ガイドラインの
策定や更なる改良に向けた国際的な総意形成を踏
まえた調査研究

水木　満佐央 医病　血液･腫瘍内科 200,000 補 厚生労働省

689
（厚生労働科研（分担）_20-24_柏木）　血液凝固異常
症等に関する研究

柏木浩和 医病　輸血部 1,300,000 補 厚生労働省

690
（厚生労働科研（分担）_20-24_山田　）前眼部難病の
標準的診断基準およびガイドライン作成のための調
査研究

山田　知美 医病　データセンター 500,000 補 厚生労働省

691
（厚生労働科研（分担）_20-24_上野）難治性小児消
化器疾患の医療水準向上および移行期・成人期の
ＱOL向上に関する研究

上野豪久 医病　小児外科 200,000 補 厚生労働省

692
（厚生労働科研_21-24_中島　和江）レジリエント・ヘ
ルスケアによる医療の質向上・安全推進に資する研
究

中島　和江
医病　中央クオリティマ
ネジメント部

2,561,000 補 厚生労働省

693

（厚生労働科研_22-23_岡田　佳築）国や都道府県が
循環器病対策に関する計画を策定する際に利用可
能な指標の設定、及び新型コロナウイルス感染症に
よる循環器病への影響の評価のための研究

岡田　佳築 医病　医療情報部 11,999,000 補 厚生労働省

694

（厚生労働科研（分担）_22-23_桝田　浩禎）真のニー
ズに基づく支援機器 の 開発・事業化 を実現するた
めの出口・普及を想定した 支援 ネットワーク モデル
構築のための研究

桝田　浩禎
医病　心臓血管外科
(一外)

1,000,000 補 厚生労働省

695 令和4年度次世代医療機器連携拠点整備等事業 中島　清一 消化器外科 12,750,000 補
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

696
臨床研究中核病院の活用による革新的医薬品・医
療機器等の創出促進に向けた先進的AROモデルの
構築

竹原　徹郎 医学部附属病院 206,000,000 補
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

697
【事故繰越】臨床研究中核病院の活用による革新的
医薬品・医療機器等の創出促進に向けた先進的
AROモデルの構築

竹原　徹郎 医学部附属病院 55,000,000 補
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

698 橋渡し研究推進による未来医療創出 江口　英利 未来医療開発部 104,936,532 補
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

699
戦略的TR推進による自立循環型新規医療創出基盤
の確立

江口　英利 未来医療開発部 60,048,048 補
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構



700 臨床研究総合促進事業 竹原　徹郎 医学部附属病院 39,437,000 補 厚生労働省

701
（東大・受託・吉山）PAD-TRACK研究（プレクリニカ
ルAD縦断追跡研究）

吉山　顕次 医病　神経科･精神科 5,764 委 国立大学法人東京大学

702

（大阪医療センター・受託）非弁膜症性心房細動とア
テローム血栓症を合併する脳梗塞例の二次予防に
おける最適な抗血栓療法に関する他施設共同ランダ
ム化比較試験

藤堂　謙一
医病　神経内科･脳卒
中科

22,000 委 大阪医療センター

703
（静岡がん・土岐）cT1-2NO-2胃癌におけるロボット
支援下胃切除術の腹腔鏡下胃切除術に対する優越
性を検証するランダム化比較試験

土岐　祐一郎 消化器外科(二外) 60,000 委 静岡県立静岡がんセンター

704

（国循・受託・坂田）循環器疾患診療実態調査
（JROAD）のデータベースによる心臓サルコイドーシ
スの診療実態調査と二次調査に基づく診療・治療プ
ロトコールの策定に関する研究（MYSTICS）

坂田　泰史 医病　循環器内科 66,000 委
国立研究開発法人国立循環器
病研究センター

705
（国立精神・委託・望月）パーキンソン病発症前から
発症後に連続する神経回路病態の解明とトランス
レータブル指標の開発

望月　秀樹
医病　神経内科･脳卒
中科

109,410 委
国立精神・神経医療研究セン
ター

706
（兵庫医大・受託・坂田）心不全を合併したアルブミン
尿を有する高血圧患者におけるエサキセレノンのア
ルブミン尿軽減効果を検討する探索的臨床研究

坂田　泰史 循環器内科 220,000 委 兵庫医科大学

707 （貝塚病院・森井）肝生検病理診断基準均一化 森井　英一 病理部 370,000 委 市立貝塚病院

708
（東大・受託・吉山）J-TRCオンサイト研究（認知症プ
レクリニカル期プロドローマル期を対象とするトライア
ルレディコホート構築研究）

吉山　顕次 医病　神経科･精神科 569,298 委 国立大学法人東京大学

709
（国立長寿医療研究センター・受託・赤坂）高齢者総
合機能評価（CGA)ガイドラインの作成研究

赤坂　憲　 老年・高血圧内科 600,000 委
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

710
（国がん・巽）治療効果判定におけるPETとその他の
画像診断との比較検討に関する研究

巽　光朗 医病　放射線部 600,000 委
国立研究開発法人国立がん研究
センター

711
（A0271坂田）SGLT2阻害薬トホグリフロジンを用いた
心保護効果のメカニズムに関する研究

坂田　泰史 医病　循環器内科 660,000 委
国立大学法人東海国立大学機
構

712 （国循・受託・岡崎）AMCAD試験：患者リクルート 岡崎　周平
医病　神経内科･脳卒
中科

1,000,000 委
国立研究開発法人　国立循環器
病研究センター

713
（岸和田市民病院・森井）泉州地区の骨髄疾患を対
象とする病理学的検討

森井　英一 病理部 1,700,000 委 市立岸和田市民病院

714 （NIBIOHN・委託）AI基盤拠点病院の確立 土岐　祐一郎 医病　AI医療センター 130,000,000 委
国立研究開発法人医薬基盤・健
康・栄養研究所

715
（AMED・委託）（iPS）再生医療実用化基盤整備促進
事業

竹原　徹郎
医病　教育研究支援
課

65,000,000 委
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

716
（AMED・委託・西田）（NC）再生医療実用化基盤整
備促進事業

西田　幸二
医病　未来医療開発
部

27,716,000 委
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

717
（AMED・委託・繰越・遠藤）難治性疾患実用化研究
事業（脊髄髄膜瘤胎児手術の先進医療への展開）

遠藤　誠之
医病　胎児診断治療
センター

36,117,900 委
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

718
（AMED・再委託・高階）医薬品等規制調和・評価研
究事業（再製造単回使用医療機器の洗浄工程にお
ける清浄性評価に関する研究）

高階 雅紀 医病　材料部 1,300,000 委
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

719
（AMED・委託費・北村）医薬品等規制調和・評価研
究事業（緊急的な状況における薬事行政と市民の相
互理解に寄与するコミュニケーション法の検討）

北村　温美
医病　中央クオリティマ
ネジメント部

5,331,000 委
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構



720
（AMED・委託費・桝田）基盤技術開発プロジェクト
（在宅慢性心不全患者の心不全再入院抑制に資す
る五感を生かした遠隔診療システムの開発）

桝田 浩禎
医病　心臓血管外科
(一外)

49,400,000 委
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

721
（AMED・再委託・山田）再生医療実用化研究事業
（治験プロトコルの策定における統計学的検討）

山田　知美 医病　データセンター 1,300,000 委 国立大学法人三重大学

722
（AMED・再委託・山田）再生医療実用化研究事業
（AYA世代難治性固形がんに対する新規GD2特異
的CAR-T療法の研究開発における統計学的検討）

山田　知美 医病　データセンター 1,000,000 委 国立大学法人三重大学

723

（AMED・再委託・水木）難治性疾患実用化研究事業
（統合レジストリを活用したキャッスルマン病・TAFRO
症候群における精密医療基盤の構築を目指す実用
化研究）

水木　満佐央　 医病　化学療法部 520,000 委 国立大学法人長崎大学病院

724

（AMED・委託費・北畠）再生・細胞医療・遺伝子治療
実現加速化プログラム（新規ゲノム編集技術とナノ
DDS探索によるダウン症候群の知的発達障害に対す
る遺伝子治療法の開発）

北畠　康司
医病　総合周産期母
子医療センター

32,500,000 委
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

725

（AMED・再委託・佐藤）臨床研究・治験推進研究事
業（SCRUM-Japanの基盤を活用した血液循環腫瘍
DNAゲノムスクリーニングに基づくBRCA変異を有す
る胆道がんに対する医師主導治験）

佐藤　太郎
医病　消化器外科(二
外)

1,950,000 委 国立大学法人　北海道大学病院

726

（AMED・事故繰越・再委託・中田）令和２年度臨床研
究・治験推進研究事業　アジア地域における臨床研
究・治験ネットワークの構築事業/感染症分野におけ
る日本とアジア諸国の国際研究開発協力を促進する臨
床研究・治験プラットフォーム形成と実証事業

中田　研
医病　国際医療セン
ター

6,500,000 委
国立研究開発法人 国立国際医
療研究センター

727

（AMED・繰越・再委託・中田）令和３年度臨床研究・
治験推進研究事業　アジア地域における臨床研究・
治験ネットワークの構築事業　感染症パンデミックに
対応する国際医療協力としての国際研究開発促進
スキーム及びe-臨床研究・治験プラットフォームの形

中田　研
医病　国際医療セン
ター

8,320,000 委
国立研究開発法人 国立国際医
療研究センター

728

（AMED・再委託・中田）令和４年度臨床研究・治験推
進研究事業　アジア地域における臨床研究・治験
ネットワークの構築事業　感染症緊急事態に対応す
るためのアジア諸国および本邦アカデミアとの国際
ARO アライアンスの機能強化、および関連機関との

中田　研
医病　国際医療セン
ター

26,000,000 委
国立研究開発法人 国立国際医
療研究センター

729

（AMED・再委託・山田）革新的がん医療実用化研究
事業（MAGE-A4抗原を発現する切除不能進行・再
発腫瘍に対するCAR-T細胞療法の医師主導第I相
治験）

山田　知美 医病　データセンター 650,000 委 国立大学法人三重大学

730

（AMED・再委託・佐藤）臨床研究・治験推進研究事
業（SCRUM-Japan GI-SCREEN基盤を活用した血液
循環腫瘍DNAゲノムスクリーニングに基づくHER2遺
伝子異常を有する固形がんに対するDS-8201aの医
師主導治験）

佐藤　太郎
医病　消化器外科(二
外)

1,300,000 委 愛知県がんセンター

731

（AMED・再委託・山田）臨床研究・治験推進研究事
業　生物統計家育成推（京都大学大学院における臨
床統計家育成推進のための大学院・卒後一貫したプ
ログラム構築）

山田　知美 医病　データセンター 7,300,000 委 国立大学法人京都大学

732

（AMED・再委託・岩崎）研究開発推進ネットワーク事
業（アカデミアシーズの実用化に向けた研究開発体
制における研究マネジメント人材の育成システム開
発に関する研究）

岩崎　幸司
医病　未来医療開発
部

1,040,000 委
国立研究開発法人国立成育医
療研究センター

733

（AMED・再委託・岩崎）研究開発推進ネットワーク事
業（臨床研究中核病院以外のAROにおける多職種
の視点による高品質の臨床研究計画作成支援体制
の構築）

岩崎　幸司
医病　未来医療開発
部

325,000 委
国立大学法人東海国立大学機
構

734
（AMED・再委託・浅野）研究開発推進ネットワーク事
業（Quality by Designを用いた研究計画立案及び実
装を可能とする研究支援体制の構築）

浅野　健人
医病　未来医療開発
部

650,000 委 学校法人日本医科大学

735
（AMED・再委託・山田）研究開発推進ネットワーク事
業（大阪地域の調査、臨床研究者及び生物統計解
析家の立場からの調査・検討）

山田　知美 医病　データセンター 2,340,000 委
国立研究開発法人国立精神・神
経医療研究センター

736
（AMED・委託費・山本）高品質のIRB審査の基盤とな
るIRBクラブの設立及びIRB運用ハンドブックの作成と
普及に関する研究

山本　洋一
医病　未来医療開発
部

7,670,000 委
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

737

（AMED・再委託・山本）臨床研究開発推進事業（医
療技術実用化総合促進事業）（標準化電子ワーク
シートを核とした分散型臨床試験のシステム・運用両
面からの構築）

山本　洋一
医病　未来医療開発
部

30,041,000 委 国立大学法人九州大学

738

☆（番号199011-A）血中循環腫瘍 DNA で HER2 遺
伝子増幅が検出された切除不能固形がん患者を対
象とする DS-8201a 療法の多施設共同臨床第 II 相
試験

佐藤　太郎 消化器外科 1,000,000 委
国立研究開発法人国立がん研究
センター

739
☆（番号219005-A）EPI-589の筋萎縮性側索硬化症
を対象とした探索的試験

長野　清一 神経内科・脳卒中科 4,498,000 委 国立大学法人徳島大学



740

☆(番号229003-国循)生体弁置換術後の抗凝固療
法における直接経口抗凝固薬エドキサバンの有効
性および安全性に関する多施設共同無作為化比較
試験

宮川　繁 心臓血管外科 2,186,250 委
国立研究開発法人国立循環器
病研究センター

741
☆（番号229005-A）家族性高コレステロール血症ホ
モ接合体患者を対象にエビナクマブの長期安全性
を評価するオープンラベル試験（拡大治験）

坂田　泰史 循環器内科 1,100,000 委
国立研究開発法人国立循環器
病研究センター

742
☆（番号229007-A）固形がん患者に対するニラパリ
ブとピミテスピブの第Ⅰ相試験

加藤　大悟 泌尿器科 500,000 委
国立研究開発法人　国立がん研
究センター

2,377,170,579
(注)

2　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

1　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請の前年度に行った研究の
うち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

3　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記入するこ
と。
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Decreased cerebrospinal fluid orexin levels not
associated with clinical sleep disturbance in
Parkinson's disease: A retrospective study.

PLoS One. 2022 Dec
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Yoshiaki Yasumizu
, Naganari Ohkura
, Hisashi Murata ,
et al.
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Myasthenia gravis-specific aberrant
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al.
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behaviors in Parkinson's disease: A Japanese
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Neuroimage Clin.
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Chi-Jing Choong ,
Hideki Mochizuki

神経内科・脳卒
中科

Neuropathology of α-synuclein in Parkinson's
disease.
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Yasutaka Murakami
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Cell type-specific abnormalities of central
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et al.
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Moisturization of the Surgical Field during
Cancer Resection Reduces Perioperative
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al.
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　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断さ
れるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能
な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るも
のであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活
動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆
頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）
  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とする。

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数:
該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）
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(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

「大阪大学医学部附属病院における倫理審査委員会 標準業務手順書」において、倫理審査委員会
の運営に必要な手続き等を定めている。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 
年12回（介入研究等）            

年12回（観察研究等） 

（参考：臨床研究法にもとづく

大阪大学臨床研究審査委員会は

年12回） 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

 (2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

審議事項、組織、手続き、指導及び勧告 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年１２回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

 (3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 以下のとおり 

 ・研修の主な内容 

■阪大臨床研究講習会 
研修の主な内容：研究者の受講ルール、AAHRPPサイトビジット結果、教育的監査等のフィードバ
ック、個人情報保護法、信頼性確保の取り組み、ＯＣＲネットデータ活用、理解度テスト 
実施方法：臨床研究教育e-learning システムCROCO（公開期間：R4.12.26～R5.3.31） 
参加人数：９５４名（医師含む） 
 



■治験・倫理審査委員会委員養成研修 
研修の主な内容 
【講義１】人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針の改正について 
【講義２】倫理指針と個人情報保護法 
【パネルディスカッション】医学系指針下の研究における個人情報保護法に関する課題 
【グループディスカッション】医学系指針下の研究における個人情報保護法に関する課題 
【発表】 各グループからの発表とコメント 
実施回数：1回 430分 
全プログラム参加人数：27名（院外25名、院内2名、医師含む） 
聴講者：95名（院外86名、院内9名、医師含む） 
 
■治験・倫理審査委員会委員研修「委員長研修」 
研修の主な内容 
【講 義】 「委員会の質向上のポイント」  
【ワークショップ１】審査で難渋しそうな事例の検討 
【ワークショップ２】ファシリテーション基礎研修 
実施回数：1回 210分 
全プログラム参加人数：20名（院外20名、院内0名、医師含む） 
 
■臨床研究・治験従事者養成研修 
研修の主な内容 
【講義】「臨床研究の立案から開始まで」 
【演習】ワークショップ｢統計家と始める研究デザイン」 
【講義&グループワーク】「因果推論入門」 
【講義＆グループワーク】「サンプルサイズ設計入門」 
【発表＆総評】 
実施回数：1回 430分 
全プログラム参加人数：21名（院外19名、院内2名、対象：医師・歯科医） 
聴講者：3名（院外2名、院内1名、医師含む） 
 
■臨床研究・治験従事者研修（OJT研修） 
研修の主な内容： 
臨床研究中核病院以外の機関からの人材を受入れ、Clinical Question から研究 
計画立案に至るまでの教育 
実施回数：１回～30回以上（受講者の臨床研究の実施環境（活用可能な時間など）により実施回
数が異なる） 
参加人数：2名（学外2名） 
 
■上級者CRC養成研修 
【講義１】臨床試験の実施，安全性，信頼性を向上させるための新しい科学技術や手法，手技 
被験者保護と研究公正 
【講義２】IC の概念と臨床研究への適用 
【講義３】IRB等の審議にかかわる申請資料ならびにレビューのポイントと支援体制の整備 
【講義４】GCPや諸外国の規制要件の最近の動向と自施設の体制整備 
【講義５】臨床研究実施におけるリスク管理（QMS）臨床研究におけるプロジェクトマネジメント
に対してのCRC の役割 
【講義６】データの完全性Data Integrity の概念 
【講義７】管理するべき資源（人・モノ費用・情報）を管理する組織マネジメント 
【講義８】業務上で発生する交渉・説得（ネゴシエーション・スキル） 
【講義９】臨床研究（集学的）チームにおける適切なコミュニケーション 
【講義１０】臨床試験の意義・創薬プロセスについての市民啓発活動PPI（Patient and Public 
Involvement）の取組 
【講義１１】国際共同治験実施に必要な語学スキル 
【演習１】その組織に心理的安全性はあるか？ 
【演習２】心理的安全性の高い組織を目指そう！ 



演習実施回数：1回 300分 ※講義はすべてe-learningで実施 
全プログラム参加人数：16名（院外16名、院内0名） 
 
■初中級モニター研修 
【講義１】「臨床試験の品質管理 モニタリングによる品質管理」 
【講義２】「アカデミアモニターに要求されるリスクの視点」 
【講義３】「プロトコール概要説明」 
【演習１】リスクの検討 
【演習２】モニタリング計画書の作成 
【発表・総括】 
実施回数：1回 480分 講義はすべてe-learningで実施 
全プログラム参加人数：23名（院外23名、院内0名） 
 
■第4回 阪大臨床研究ワークショップ：臨床研究データの信頼性確保に関する研修会 
研修の主な内容： 
【講義】臨床研究における品質管理 
【演習】RBAをやってみよう 
実施回数：令和4年度実績 １回（180分） 
参加人数：12名（医師のみ） 
 
■大学院・研究者教育セミナー 
研修の主な内容： 
【講義】臨床研究データの信頼性確保 
実施回数：令和4年度実績 3回（90分/回） 
参加人数：計200名（医師含む） 
 
■データマネージャー養成研修 
既にCDM担当者として実務経験がある者を対象とした中級レベルの研修を開催。CDM業務への理解を
さらに深めるための、データマネージャーが備えるべき、統計・モニタリング・DMの視点にフォー
カスを当てた講義、およびQM（クオリティマネジメント）を意識しながらプロトコールを作り上げ
るプロセスをワークショップで実施。 
研究骨子からプロトコール作成の段階で試験に参画し、「研究データの科学性と信頼性を意識した
データマネージャー」として、自らデータマネージメントを計画・実践できることを目的とする研
修を実施した。 
 
研修の期間・実施回数： 
 令和4年12月10日（土）13：00～17：25 

 令和4年12月11日（日） 9：30～16：00 

 
研修の参加人数：  
  12月10日（土） 11名 
  12月11日（日） 11名 
 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

本院では卒後２年間の臨床研修を修了した医師を対象に連携・関連施設と協力し、臨床医学系

専門領域における専門医を取得し地域医療に貢献するとともに、幅広く活躍できる高度な医療人

の育成を目的として「阪大病院専門研修プログラム」を運営している。日本専門医機構が指定す

る１９の基本領域すべての基幹施設となっており、内科、外科および放射線科領域については、

内科専門医、外科専門医、放射線科専門医を取得したのち、継続してサブスペシャルティ専門医

取得を目指す連動プログラムとなっている。また全領域とも、大阪・阪神間にある他基幹病院を

中心とする研修プログラムに連携施設として参加しており、本院は強固かつ密な地域医療ネット

ワークの中心リーダーとして、教育病院の責任を果たしている。各領域のプログラムは様々なロ

ーテートのパターンを準備しており、本人の興味や希望、ライフイベントに合わせたキャリア形

成をサポートしていく体制が整っている。様々なローテートパターンの中には、医学系研究科と

密接に連携するコースも含んでおり、大学院に進学し臨床と直結した形で病態や治療に関する基

礎研究を平行して行うこと、または専門医取得後に大学院に進学することを推奨しており、高い

研究マインドを持った医師の養成も積極的に行っている。 

 また高度急性期医療を扱う「特定機能病院」、高度先端技術の提供・開発・評価・教育を担う

「臨床研究中核病院」「がんゲノム医療中核拠点病院」など様々な認定を本院は受けている。高

度な先端医療技術や臨床研究、臨床治験、再生医療、ゲノム医療、国際医療を行っており、移植

や困難症例、危機状況への対応法を学ぶ機会が多く、関連するセミナーも日常的に開催されるな

ど、豊富な教育の機会を提供している。このような環境下、そして多彩なキャリアパスを備えた

キャリア形成システムを通し、高度な臨床能力を持った専門医を多数養成している。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数         １８３人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  
等 

臨床経験年数 特 記 事 項        

坂田 泰史 循環器内科 教 授 ２９年  

猪阪 善隆 腎臓内科 教 授 ３２年  

竹原 徹郎 消化器内科 教 授 ３８年  

下村 伊一郎 内分泌・代謝内科 教 授 ３３年  

武田 吉人 呼吸器内科 准教授 ２８年  

熊ノ郷 淳 免疫内科 教 授 ３１年 感染症内科 

アレルギー科 

リウマチ科 

保仙 直毅 血液・腫瘍内科 教 授 ２４年  

望月 秀樹 神経内科・脳卒中科 教 授 ３５年  

樂木 宏実 老年・総合内科 教 授 ３８年  

宮川 繁 心臓血管外科 教 授 ２８年  

新谷 康 呼吸器外科 教 授 ２７年  

土岐 祐一郎 消化器外科 教 授 ３７年  

江口 英利 消化器外科 教 授 ２８年  



島津  研三 乳腺･内分泌外科 教 授 ２８年  

奥山 宏臣 小児外科 教 授 ３８年  

西田 幸二 眼科 教 授 ３４年  

猪原 秀典 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 教 授 ３２年  

岡田 誠司 整形外科 教 授 ２３年  

藤本 学 皮膚科 教 授 ３０年  

久保 盾貴 形成外科 教 授 ２６年  

池田 学 神経科・精神科 教 授 ３４年  

貴島 晴彦 脳神経外科 教 授 ３１年  

藤野 裕士 麻酔科・集中治療 教 授 ３７年  

木村 正 産科・婦人科 教 授 ３７年  

大薗 惠一 小児科 教 授 ３８年  

野々村 祝夫 泌尿器科 教 授 ３６年  

富山 憲幸 放射線診断・IVR科 教 授 ３５年  

森井 英一 病理部 教 授 ３０年  

織田 順 高度救命救急センター 教 授 ２９年  

日高  洋 臨床検査部 准教授 ３５年  

金本 隆司 リハビリテーション部 講 師 ２３年  

中神 太志 総合診療科 助 教 ２１年  

 

 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 【栄養マネジメント部】 

栄養マネジメント部研修会（食事、栄養に関するテーマ） 

・嚥下障害と嚥下調整食（2022/4/22）14名 

・日本栄養アセスメント研究会演題（2022/5/24）13名 

・医薬品経腸栄養剤の種類と特徴（2022/6/22）10名 

・「エドルミズ」について（2022/7/14）11名 

・輸液について（2022/9/7）14名 

・食行動質問表の活用について（2022/9/28）11名 

・呼吸器疾患について（2022/10/24）12名 

・IBDの栄養管理、薬剤について（2022/11/30）11名 

・ベースライスの実践（2023/1/18）13名 

・がんと栄養管理（2023/2/28）13名 

・スプリングセミナー（2023/3/10）13名 

国立私立大学研修関連（栄養士） 

全国国立大学病院栄養部門会議研修会Management研修会（2022/6/10）1回/年 1名 

全国国立大学病院栄養部門会議研修会Advance研修会（2022/10/20～21）1回/年 1名 

その他研修会、学会（日本糖尿病学会、日本病態栄養学会、日本臨床代謝学会など）開催の研修

会など年数回、各数名 

 

【医療技術部】 

・研修の主な内容 

  医療技術部職員を対象に患者動作介助、特定の疾患をテーマにした複数医療職からの発表、

講師を招いてのスキルアップ講習会、各医療職領域におけるトピックス紹介、個人目標の達成

度報告など 

 ・研修の期間・実施回数 

  毎月1回の開催を原則とし、令和4年度は11回開催。 

 ・研修の参加人数  令和4年度の年間延べ参加人数は893名 

 

【看護部】 

 ・研修の主な内容：医療安全・療養環境・コミュニケーション、自己の健康管理・看護技術演

習（輸液ポンプ・シリンジポンプの取り扱い、輸液管理、ヘパリンロック、静脈血採血、イ

ンスリン製剤の取り扱い、BLS） 

  研修の期間・実施回数 4月、6月、10月、2月・計56回（一人当たり14回、68時間） 

  研修の参加人数 延べ1506名 

 

・研修の主な内容：看護過程（身体兼・精神面・社会面・スピリチュアルな側面）の意図的な

情報と分析、多職種の専門性と協働するメンバーとの情報交換 

  研修の期間・実施回数 7月 8月、11月、1月・計14回（一人当たり3回、12時間） 

  研修の参加人数 延べ394名 

 

・研修の主な内容：目標管理、後輩指導、文献検索 



研修の期間・実施回数 7月、10月、12月・計8回（一人当たり2回、8時間） 

  研修の参加人数 延べ208名 

 

・研修の主な内容：患者理解によるケアの改善、臨床の疑問、学生・同僚・後輩への指導 

  研修の期間・実施回数 9月、10月、2月・計8回（一人当たり4回、16時間） 

  研修の参加人数 延べ244名 

 

・研修の主な内容：アシスタントナース研修 

 看護部概要、アシスタントナースの業務、感染防止の技術 

  研修の期間・実施回数 9月・計4回（一人当たり1回、2時間） 

  研修の参加人数 125名（内13名はオンデマンド） 

 

【看護部キャリア開発センター】 

・研修の主な内容：キャリア開発、コミュニケーション、リーダーシップ、スライドと文章の

作り方、スキンケア・創傷ケア、ストーマケア、感染管理、感染対策、家族看護、がん看護

、地域看護、急変対応、新人教育、研究計画書の書き方、研究計画書の作成 

  研修の期間・実施回数 2022年5月～2023年2月・28回 

  研修の参加人数 延べ710名 

 

【未来医療開発部】 
・阪大臨床研究講習会 
研修の主な内容：研究者の受講ルール、AAHRPPサイトビジット結果、教育的監査等のフィード
バック、個人情報保護法、信頼性確保の取り組み、ＯＣＲネットデータ活用、理解度テスト 
実施方法：臨床研究教育e-learning システムCROCO（公開期間：R4.12.26～R5.3.31） 
参加人数：９５４名（医師含む） 

 
・阪大モニタリング講習会 
研修の主な内容： 
基本講習 品質管理について、中央モニタリングの実際、モニタリングのポイント 
更新講習 QMSについて、モニタリングのポイント・事例紹介、QC活動報告  
実施回数：令和4年度実績 Web講習 2回、e-learning 
参加人数：447名（院内 院外、医師含む） 

 
・治験・倫理審査委員会委員養成研修 
研修の主な内容 
【講義１】人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針の改正について 
【講義２】倫理指針と個人情報保護法 
【パネルディスカッション】医学系指針下の研究における個人情報保護法に関する課題 
【グループディスカッション】医学系指針下の研究における個人情報保護法に関する課題 
【発表】 各グループからの発表とコメント 

実施回数：1回 430分 
全プログラム参加人数：27名（院外25名、院内2名、医師含む） 
聴講者：95名（院外86名、院内9名、医師含む） 

 
・治験・倫理審査委員会委員研修「委員長研修」 
研修の主な内容 
【講 義】 「委員会の質向上のポイント」  
【ワークショップ１】審査で難渋しそうな事例の検討 
【ワークショップ２】ファシリテーション基礎研修 

実施回数：1回 210分 
全プログラム参加人数：20名（院外20名、院内0名、医師含む） 

 
・上級者CRC養成研修 



【講義１】臨床試験の実施，安全性，信頼性を向上させるための新しい科学技術や手法，手技 
被験者保護と研究公正 

【講義２】IC の概念と臨床研究への適用 
【講義３】IRB等の審議にかかわる申請資料ならびにレビューのポイントと支援体制の整備 
【講義４】GCPや諸外国の規制要件の最近の動向と自施設の体制整備 
【講義５】臨床研究実施におけるリスク管理（QMS）臨床研究におけるプロジェクトマネジメ 

ントに対してのCRC の役割 
【講義６】データの完全性Data Integrity の概念 
【講義７】管理するべき資源（人・モノ費用・情報）を管理する組織マネジメント 
【講義８】業務上で発生する交渉・説得（ネゴシエーション・スキル） 
【講義９】臨床研究（集学的）チームにおける適切なコミュニケーション 
【講義１０】臨床試験の意義・創薬プロセスについての市民啓発活動PPI（Patient and Public 

       Involvement）の取組 
【講義１１】国際共同治験実施に必要な語学スキル 
【演習１】その組織に心理的安全性はあるか？ 
【演習２】心理的安全性の高い組織を目指そう！ 

演習実施回数：1回 300分 ※講義はすべてe-learningで実施 
全プログラム参加人数：16名（院外16名、院内0名） 

 
・初中級モニター研修 
【講義１】「臨床試験の品質管理 モニタリングによる品質管理」 
【講義２】「アカデミアモニターに要求されるリスクの視点」 
【講義３】「プロトコール概要説明」 
【演習１】リスクの検討 
【演習２】モニタリング計画書の作成 
【発表・総括】 

実施回数：1回 480分 講義はすべてe-learningで実施 
全プログラム参加人数：23名（院外23名、院内0名） 

 
・DCT（Decentralized Clinical Trial）セミナー 
研修の主な内容： 
「Decentralized Clinical Trial (DCT) のグローバル最新動向と国内実装に向けたアカデミ 

アの役割」 
「海外におけるDCT最新情報」「阪大病院におけるDCTへの取り組み」「国立かん研究センタ 

ー中央病院におけるDCTの最新の取り組み（患者さん中心のDCTの実現に向けて）」 
研修の期間・回数： 2022年7月19日(火)、10月5日(水)、 2023年2月16日(木)  
参加人数：1212人（院内 院外（医師含む）） 

 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

【医療技術部】 

 ・研修の主な内容 

 新規導入機器、特定機能病院に必須の医療機器（①人工心肺装置、②人工呼吸器、③血液

浄化装置、④除細導装置、➄閉鎖式保育器、⑥診療用高エネルギー放射線発生装置、⑧診療

用放射線照射装置）、特に熟練を要する医療機器、OpenME、MRI研修などである。 

 ・研修の期間・実施回数 

   2021年度（4月～3月末） 

新規導入機器（46回）、特定機能病院に必須の医療機器（19回）、特に熟練を要する医療

機器（107回）、OpenME（36回）、MRI研修（e-learning）、合計500回 & e-learning 
 ・研修の参加人数 

新規導入機器（306名）、特定機能病院に必須の医療機器（206名）、 

特に熟練を要する医療機器（1435名）、OpenME（45名）、MRI研修（210名）、 



合計3781名 

 

【看護部】 

・研修の主な内容：リーダーシップ 

  研修の期間・実施回数 10月・計2回（一人当たり1回、4時間） 

  研修の参加人数 63名 

 

・研修の主な内容：ビジョンの明確化と取り組み 

研修の期間・実施回数 7月・計1回（一人当たり1回、4時間） 

  研修の参加人数 37名（看護師長） 

 

・研修の主な内容：ビジョンの明確化と取り組み 

  研修の期間・実施回数 7月、9月、3月・計6回（一人当たり2回、5時間） 

  研修の参加人数 延べ187名（副看護師長） 

 

【看護部キャリア開発センター】 

・研修の主な内容：組織管理能力、質管理能力、人材育成、看護管理に必要な基礎知識  
  研修の期間・実施回数 2022年11月～2022年12月・4回 

  研修の参加人数 延べ35名 

 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 【看護部キャリア開発センター】 

 ・研修の主な内容：看護実践、看護管理、教育、研究 

 ・研修の期間・実施回数 2022年5月～2023年2月・28回 

 ・研修の参加人数 延べ61名 

 【未来医療開発部】 

・阪大モニタリング講習会 
研修の主な内容： 
基本講習 品質管理について、中央モニタリングの実際、モニタリングのポイント 
更新講習 QMSについて、モニタリングのポイント・事例紹介、QC活動報告  
実施回数：令和4年度実績 Web講習 2回、e-learning 
参加人数：447名（院内 院外、医師含む） 

 
・治験・倫理審査委員会委員養成研修 

研修の主な内容 
【講義１】人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針の改正について 
【講義２】倫理指針と個人情報保護法 
【パネルディスカッション】医学系指針下の研究における個人情報保護法に関する課題 
【グループディスカッション】医学系指針下の研究における個人情報保護法に関する課題 
【発表】 各グループからの発表とコメント 

実施回数：1回 430分 
全プログラム参加人数：27名（院外25名、院内2名、医師含む） 
聴講者：95名（院外86名、院内9名、医師含む） 

 
・治験・倫理審査委員会委員研修「委員長研修」 
研修の主な内容 
【講 義】 「委員会の質向上のポイント」  



【ワークショップ１】審査で難渋しそうな事例の検討 
【ワークショップ２】ファシリテーション基礎研修 

実施回数：1回 210分 
全プログラム参加人数：20名（院外20名、院内0名、医師含む） 

 
・臨床研究・治験従事者養成研修 
研修の主な内容 
【講義】「臨床研究の立案から開始まで」 
【演習】ワークショップ｢統計家と始める研究デザイン」 
【講義&グループワーク】「因果推論入門」 
【講義＆グループワーク】「サンプルサイズ設計入門」 
【発表＆総評】 

実施回数：1回 430分 
全プログラム参加人数：21名（院外19名、院内2名、対象：医師・歯科医） 
聴講者：3名（院外2名、院内1名、医師含む） 

 
・臨床研究・治験従事者研修（OJT研修） 
研修の主な内容： 
臨床研究中核病院以外の機関からの人材を受入れ、Clinical Question から研究 
計画立案に至るまでの教育 

実施回数：１回～30回以上（受講者の臨床研究の実施環境（活用可能な時間など）により実 
施回数が異なる） 
参加人数：2名（学外2名） 

 
・上級者CRC養成研修 
【講義１】臨床試験の実施，安全性，信頼性を向上させるための新しい科学技術や手法，手技 

被験者保護と研究公正 
【講義２】IC の概念と臨床研究への適用 
【講義３】IRB等の審議にかかわる申請資料ならびにレビューのポイントと支援体制の整備 
【講義４】GCPや諸外国の規制要件の最近の動向と自施設の体制整備 
【講義５】臨床研究実施におけるリスク管理（QMS）臨床研究におけるプロジェクトマネジメ 

ントに対してのCRC の役割 
【講義６】データの完全性Data Integrity の概念 
【講義７】管理するべき資源（人・モノ費用・情報）を管理する組織マネジメント 
【講義８】業務上で発生する交渉・説得（ネゴシエーション・スキル） 
【講義９】臨床研究（集学的）チームにおける適切なコミュニケーション 
【講義１０】臨床試験の意義・創薬プロセスについての市民啓発活動PPI（Patient and Public 

 Involvement）の取組 
【講義１１】国際共同治験実施に必要な語学スキル 
【演習１】その組織に心理的安全性はあるか？ 
【演習２】心理的安全性の高い組織を目指そう！ 

演習実施回数：1回 300分 ※講義はすべてe-learningで実施 
全プログラム参加人数：16名（院外16名、院内0名） 

 
・初中級モニター研修 
【講義１】「臨床試験の品質管理 モニタリングによる品質管理」 
【講義２】「アカデミアモニターに要求されるリスクの視点」 
【講義３】「プロトコール概要説明」 
【演習１】リスクの検討 
【演習２】モニタリング計画書の作成 
【発表・総括】 

実施回数：1回 480分 講義はすべてe-learningで実施 
全プログラム参加人数：23名（院外23名、院内0名） 

 
・摂南大学薬学部学生インターンシップ 



講義：治験について、コミュニケーションとは、CTUについて、プロトコール模擬テスト 
ロールプレイング：インフォームドコンセント、OJT（CRC業務の実際見学）、薬剤部見学 

期間・回数：令和4年8月24日（水）～26日（金）：10時00分～16時00分 3日間 
    参加人数：5名 
 

・医師主導治験 治験使用薬に関するSOP改訂講習会（第1回） 
研修の主な内容：SOP改訂の経緯、具体的な各SOPの活用方法を解説し、令和2年GCP改訂に適合
した医師主導治験のSOPが円滑に作成できるようになることを目的とした講習会 

研修の回数：4回  
参加人数：1128名（院内 院外（医師含む）） 

 
・臨床研究セミナー 
「医師主導治験で活かせるプログラム＆プロジェクトマネジメントの知識」 
研修の主な内容：臨床試験を効率的に実施するために必要なプログラム&プロジェクトの知識に
ついて、【理論編】と【実践編】に分けて解説。【理論編】ではプログラム及びプロジェクト
のマネジメントに関する知識体系を分かりやすく解説し、【実践編】ではこれらの知識体系を
活用のポイントを適応拡大を目指す医師主導治験を事例として、具体的に解説。 

研修の回数：6回  
参加人数：1549名（院内 院外（医師含む）） 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 竹原 徹郎 

  管理担当者氏名 総務課長 中野 哲也  医事課長 徳野 光男 
薬剤部長 奥田 真弘  放射線部長 富山 憲幸 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 カルテ等病歴資料は、１
患者１カルテとし、コン
ピュータによる集中管
理を行っている。 
エックス線写真は、PACS
（画像サーバ）で集中保
管。 
処方せんは紙媒体で保
存。 
◆診療録を病院外に持ち出す

際に係る取扱い 

開示請求に基づき、診療
記録のコピーを患者等
に渡す場合は、患者から
の請求に応じ、定められ
た手順に則り、当該患者
の情報のみを印刷し渡
すこととしている。 
電子カルテを病院外か
ら閲覧することは基本
的にはできないが、治験
における治験依頼者に
よる原資料の確認の際
に、当該患者の記録のみ
、患者の同意を得た上で
、病院が提供する端末を
用いて病院外の指定す
る場所から閲覧するこ
とを許可している。また
、セキュアなネットワー
クを引いた一部の医療
機関に対して、その医療
機関と当院が共同して
診療に当たっている患
者について、患者の同意
が得られた場合に、診療
記録の一部の閲覧を可
能としている。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 医事課 
看護記録 医事課 
検査所見記録 医事課 
エックス線写真 放射線部 
紹介状 医事課 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

医事課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二

条
の
三
第
三
項

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理。 
調剤数は薬剤部システ
ムで管理。 

高度の医療の提供の実績 医事課 
 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

総務課 

高度の医療の研修の実績 総務課 



 
 

閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課 
薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

中央ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 
医事課 

パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理。 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医事課 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医事課 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

中央ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 
医事課 
 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御部 パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理。 

 
院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医事課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医事課 
感染制御部 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御部 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療技術部 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医療技術部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

医療技術部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

医療技術部 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課 パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

感染制御部 
総務課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医事課 

医療安全管理部門の設置状況 中央ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 
医事課 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医事課 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

中央ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 
医事課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医事課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医事課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 

職員研修の実施状況 医事課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

総務課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　　0　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　　0　　　件

歯科医師 延　　　　　0　　　件

国 延　　　　　0　　　件

地方公共団体 延　　　　　0　　　件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

総務課庶務係長　　本田　俊介

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

１．計画 　　   　 ２．現状

　閲覧の手続の概要

閲覧への希望が庶務係にあった場合に対応。

　閲覧責任者氏名 総務課長　　中野　哲也

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

総務課庶務係長　　本田　俊介

計画・現状の別

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
1. 患者中心の医療の実践 
2. 診療情報の共有 
3. 医療安全に関する組織的取り組み 
4. インシデントの報告 
5. 機能する医療事故防止対策 
6. 適切な医療事故への対応 
7. 患者からの医療相談の実施 
8. 高難度真意医療技術の導入 
9. 未承認新規医薬品等の導入 
10. 医療安全情報の共有 
11. 職員に対する教育研修 
12. 医療安全文化の構築 
13. 医療安全管理マニュアルの作成・更新 
14. 医療安全管理に関する指針の公開 
 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年 ３３ 回 
・ 活動の主な内容： 

1.統括医療安全管理委員会：本院における医療に係る安全管理について統括 
                         する 年11回 
2. リスクマネジメント委員会：医療事故の防止策を策定する 年8回 
3. 医療クオリティ審議委員会：医療の質の向上を図る 年14回 
4. 医療事故対策委員会：医療事故が発生した場合の必要な対応を行う 年0回 
 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年２回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
 
「生体情報モニターと『アラーム疲労』（e-Learning（令和4.6.3）開催、 
3268名参加） 
「知っておきたい臨床倫理－部署内カンファレンスから倫理コンサルテーショ
ン依頼まで」（e-Learning（令和4.10.6）開催、3268名参加） 
 
 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
問題点の把握状況（方法） 
【各部署・部門等】 
・インシデントをイントラネット（インシデントレポート、医療クオリティ審
議依頼書）から報告 

 



 
 
 

 

【リスクマネジメント委員会】 
・インシデントレポートのデータベースのモニター（毎日・当番制、要IDとパ
スワード） 

【医療クオリティ審議委員会】 
・医療クオリティ審議依頼書が入力されると直ちにコアメンバーに通知され、
内容確認が行われる 

【中央クオリティマネジメント部】 
・専任リスクマネジャーによりインシデントレポートのモニターや報告された
医療クオリティ審議依頼書の内容をもとに、事例に関する問い合わせ、現場の
確認 
 
問題点の分析状況（方法） 
【各部署・部門等】 
・当該部署、部門等にて事例の背景要因を分析 

【リスクマネジメント委員会】 
・当番委員によりインシデントの背景要因を分析 

【医療クオリティ審議委員会】 
・委員会において、医療クオリティ審議依頼書、報告者からのヒアリング、及
び委員からの意見をもとにインシデントの発生メカニズムを多角的に分析 

【中央クオリティマネジメント部】 
・専任リスクマネジャーを含む多職種の構成員によりインシデントの背景要因
を多角的に分析  
 
改善策の検討状況（方法） 
【各部署・部門等】 
・当該部署、部門等にてリスクマネジャーもしくは医療安全担当者が中心とな
り、改善策等を検討。必要に応じ、専任リスクマネジャーが介入。 

【リスクマネジメント委員会】 
・インシデントの要旨と背景要因をシステム思考で分析し、再発防止策を提示 
・事故防止策について意見交換、事故防止策を承認 
・院内の他の委員会や他部門への検討や改善の申し入れ 

【医療クオリティ審議委員会】 
・審議依頼事例について、関係診療科・部門への再発防止策の検討や改善を指
示 
・各診療科・部門から提出された再発防止策について承認 

【中央クオリティマネジメント部】 
・専任リスクマネジャーによるインシデントに関する問い合わせ、現場の点検
、改善の支援 
・事故防止策を実行するために必要な業務の実施、他部門との連携協力 
・リスクマネジャーメーリングリストによる情報提供 
・院内ラウンド、院内相互チェックの実施計画 
・リスクマネジャー会議（運営部会）での周知 
・教育のための教材を作成・教育の実施 
・対象部署や職種を限定した教育教材（e-ラーニング）の作成 
・リスクマネジメントニュースの作成・発行（警鐘事例等の共有） 
・QM（クオリティマネジメント）ニュース（医療安全広報誌）の作成・発行 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
 ・ 指針の主な内容：大阪大学医学部附属病院は、わが国の医学における診療、教育及び研究の発展
に貢献するとともに、特定機能病院としての高度先進医療・未来医療の開発・実践を担い、同時に安
全な医療を実現する使命を負っている。安全な医療の実現のためには医療関連感染対策の推進が不可
欠であるとの認識を持ち、職員の一人ひとり、そして各部局それぞれが、医療関連感染対策の推進に
真摯に取り組むと同時に、病院全体が包括的に医療関連感染対策を行っていくものとする。また新型
コロナウイルス感染症の流行により新興感染症対策の重要性が広く認識されるようになっており、当
院も新たな新興感染症が出現した際には、大阪府の要請に基づき患者を受け入れ、新興感染症対策の
地域の基幹病院となることが求められている。 
このような医療関連感染対策・新興感染症対策を通して、患者本位の安心・安全な全人的医療を提供
することのできる環境を整えるように努力し、その活動を基盤として、社会や地域医療にも貢献する
ことが大阪大学医学部附属病院の使命である。 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１１回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

感染対策委員会 
1. 院内感染症の届出状況や抗菌薬の使用状況等の報告 
2. 院内感染対策についての審議 

   （感染対策の重要事項に関すること、必要に応じての指導助言に関すること、院内感染防止 
  対策の施設区順に関すること等） 
 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年２６回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
 
「コロナ時代の感染対策と抗菌薬適正使用」（e-Learning（令和4.6.3）開催、3268名参加） 
「阪大病院職員が知っておくべき！感染対策のいろは」（e-Learning（令和4.10.6）開催、3268名参
加） 
・新採用者職員（医師・看護師・医療技術職員・薬剤師・研修医等）に対する感染対策に関する研修 
・医療法に係る院内感染対策講習会の開催（2回/年） 
・外部委託職員に対する感染対策講習会（オンサイト1回・ビデオ研修） 
・未来医療技術部に対する研修会1回 
・ICUの現場教育(8回) 
・高度救命救急センター研修医に対するOJT(1回/月) 
・臨床工学部への研修会（1回） 
 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
●ICTラウンド（週1回環境ラウンド、随時感染対策ラウンド） 
感染管理に視点における環境管理状況の確認を年間通して部署のラウンドを実施 
●耐性菌検出システム（ICTWeb®）を使用して、薬剤耐性菌検出状況を毎日監視し、感染対策の実施
状況を確認。また、海外渡航歴や治療歴のある方の中でリスクのある方は、耐性菌スクリーニングを
実施 
●サーベイランス 



 
 
 

 
耐性菌サーベイランスを元にした介入（MRSA、MDRP、ESBL産生株など） 
デバイスサーベイランス実施部署：救命救急センター：（UTI）、ICU(中心静脈カテーテル関連血流
感染、人工呼吸器関連肺炎)、手術部位感染サーベイランス心臓血管外科、消化器外科） 
全部署のUTI,BSIサーベイランスの実施 
●抗菌薬適正使用に向けての活動 
・抗菌薬投与7日以降経過している患者を毎日カンファレンスにて介入を実施 
●感染症治療コンサルテーション、感染制御コンサルテーションの実施 
●手指衛生啓発の強化（医療者、患者家族への啓発） 
●COVID-19診療における感染対策の強化 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年２回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
１．令和4年6月16日 令和4年度 第1回医薬品安全講習会（第235回 阪大病院フォーラム） 

院内ライブ講習会（B講堂）（e-ラーニングをCLE(大阪大学授業支援システム)上でも公開） 
演題：抗がん薬の職業性曝露対策について 
受講者数： 74 名 

２．令和4年度 第2回医薬品安全管理講習会 
10月6日よりe-ラーニングシステム上に「院内講習会」として公開 
演題：変更調剤プロトコルの導入～疑義照会の効率化・その運用について～ 
全員受講必須 

 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

 医薬品の安全使用のための業務手順書の一部改訂（2023年3月20日） 
・変更調剤にかかる事前申合せプロトコル（院内処方・院外処方） 
・薬剤師によるレジメンオーダの代行修正に関するPBPM 等 

 従業者に対する医薬品安全管理のための研修企画と実施 年2回、上記②の通り実施。 
 手順書に基づく業務実施の確認・記録 

6月に、各部署の医薬品安全管理者（リスクマネジャー）に対して、手順書に基づいて業務が実 
施されているかについて、手順書の各章の項目別にアンケート調査方式にて遵守状況確認を実施 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 

 未承認医薬品：3件（硫化水素中毒処置用の院内製剤3%亜硝酸ナトリウム注など） 
 適応外：8件（自己免疫性溶血性貧血（AIHA）に対するリツキシマブの使用、気道損傷に対する

アセチルシステイン吸入療法等） 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

 院内ホームページ・イントラネット上の情報提供 
 イントラネット上に薬剤部News（医薬品に関する薬剤部からのお知らせ）掲載ページを新設 
 院内処方（入院患者・外来）の変更調剤（薬剤の剤形変更・規格変更）にかかる事前申合せプロ

トコルの導入 
 未承認医薬品である院内製剤については、代替可能な市販の医薬品があれば切り替えを行って品

目数を減らしている 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年６７５回 

 
・ 研修の主な内容： 

機器の有用性、機器の安全性、機器の動作、機器の操作、機器の故障対策、機器の点検説明、
使用に関する法令順守など 

 
   研修の内訳 
   1.新規導入医療機器の安全使用研修（46回） 

10回開催、受講者数177名(令和4年4月1日～令和4年9月30日) 
36回開催、受講者数129名(令和4年10月1日～令和5年3月31日) 

 
2.特定機能病院に必須の医療機器の安全使用研修（48回） 

19回開催、受講者数73名(令和4年4月1日～令和4年9月30日) 
28回開催、受講者数133名(令和4年10月1日～令和5年3月31日)  

 
3.特に熟練を要する医療機器の安全使用研修とOpenME 
①医療機器の安全使用研修（468回） 
107回、185名受講(令和4年4月1日～令和4年9月30日) 
264回、1250名受講(令和4年10月1日～令和5年3月31日) 

① OpenMEの実施状況（113回） 
36回、45名受講(令和4年4月1日～令和4年9月30日) 
0回、0名受講(令和4年10月1日～令和5年3月31日) 

 
4.新規採用者対象のMR装置の安全管理講習会（e-ラーニング） 

受講者210名(令和4年7月1日～令和4年12月31日)  
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

①人工心肺装置、②人工呼吸器、③血液浄化装置、④除細導装置、➄閉鎖式保育器については
、臨床工学部で計画を立て、それに則って臨床工学技士ならびにメーカによる保守点検を実施
している。 
⑥診療用高エネルギー放射線発生装置、⑧診療用放射線照射装置、⑨その他保守点検が必要と
考えられる医療機器については、放射線部ならびに関係部署で計画を立てて、それに則って臨
床工学士ならびに委託業者による保守点検を実施している。 

 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

放射線医療機器は全てメーカとの定期点検契約。 
臨床工学部が担う医療機器の一部が院内点検に該当する。 

 
   【点検内容】 
     安全点検、電気的安全点検、器械的安全点検、予防保全、予防保全の部品交換、 
     予防保全の調整、予防保全の動作点検、動作値の確認、品質点検、 

イメージクオリティの点検、装置全般の機能点検、ソフトウェア点検など 
【点検台数】 

 臨床工学部が管理する特定機能病院必須医療機器5品目（人工呼吸器168台,補助循環装置4
9台，除細動装置40台，閉鎖式保育器11台，血液浄化装置44台について、点検計画に則っ



 
 
 

 
て適切に実施した。(令和4年4月1日～令和4年9月30日) 

 臨床工学部が管理する特定機能病院必須医療機器5品目（人工呼吸器189台（内廃棄12台）
，補助循環装置49台，除細動装置40台（内廃棄7台），閉鎖式保育器11台，血液浄化装置4
5台（内廃棄2台）について、点検計画に則って適切に実施した。(令和4年10月1日～令和5
年3月31日) 

 放射線部が管理する特定機能病院必須医療機器2品目を含む全装置132台について、点検計
画に則って適切に実施した。(令和4年4月1日～令和4年9月30日) 

 放射線部が管理する特定機能病院必須医療機器2品目を含む全装置133台について、点検計
画に則って適切に実施した。(令和4年10月1日～令和5年3月31日) 

 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 

 医療機器の不具合情報や安全性情報等を製造販売業者やPMDAから提供される医療安全情報、
厚生労働省が発行する「医薬・医療機器安全情報」などから一元的に収集する。 
病院運営会議と医療機器安全委員会で報告、阪大フォーラムやリスクマネジャ会議での啓発や
リスクマネジャのメーリングリストを通じて周知を図っている。 
年6回の会議にて、保守点検および医療機器安全使用研修の進捗状況の把握ならびに医療機器
安全情報の共有を図り常に連携をとっている。 

 

  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
・「大阪大学医学部附属病院における医療機器安全のための指針」の策定 

      ・定期安全使用研修のためのe-learningの作成 
   ・医療機器安全管理室組織図の改定と内規策定の検討 
   ・医療機器導入と保守点検の一元化システム策定の検討 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び 
医療機器安全管理責任者の統括状況 
 
本院における医療に係る安全管理について統括するため、統括医療安全管理委員会を設置しており、
医療安全担当の副病院長（医療安全管理責任者）が同委員会の委員長となっている。同委員会に 
リスクマネジメント委員会及び医療クオリティ審議委員会（医療安全管理部門である中央クオリティ
マネジメント部が主管）、医薬品安全管理委員会（医薬品安全管理責任者である薬剤部長が委員長）
、医療機器安全管理委員会（医療技術部長が委員長（医療機器安全管理責任者は医療技術部副部長）
を置き、統括医療安全管理委員会委員長（医療安全管理責任者）が統括している。 
 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有 （９名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

 年１回以上の「医薬品安全使用のための業務手順書」の改訂 
 毎年 6月に改訂後の業務手順書の遵守状況について、各部署に対してアンケート調査を実施 
 院内職員対象に医薬品安全管理講習会を実施 
 重要安全性情報の発信（医薬品安全管理委員および各部署管理者に速報） 
 Drug Information News（医薬品の適応追加・用法用量変更、安全性情報、適正使用情報等の

お知らせ） の発行、および各部署での周知の記録を FAX にて回収 
 薬剤部 News（医薬品に関する薬剤部からのお知らせ）の発行 
 院内ホームページ・イントラネット上の情報提供 
 医薬品の添付文書情報を電子カルテ端末から閲覧できるよう整備 
 医薬品使用状況を確認し、必要に応じて、薬事委員会、医薬品安全管理委員会、病院運営会議

等で報告。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

 未承認等の医薬品を使用する場合は、未承認新規医薬品等診療審査部にて審査・評価を行い、
診療の提供の適否を決定 
 薬剤部医薬品情報室が未承認新規医薬品等審査部の事務局を担当し、医薬品に関する情報収
集を行う。 
 薬剤師等が収集・把握した未承認医薬品等の使用に関する情報は、薬剤部医薬品情報室に集
約し、医薬品情報室で内容を確認、評価し、未承認新規医薬品等診療審査部への審査対象となる
診療は未承認新規医薬品等診療審査部へ諮問 
 未承認医薬品の使用、適応外使用、禁忌での使用状況について、医薬品安全管理委員会およ
び病院運営会議にて報告 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部  ，職種 副薬剤部長 2名 ） 

（所属：薬剤部（医薬品情報室），職種 室長(薬剤主任) 1 名 ） 



 
 
 

 
 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容 

：定期的に各診療科・各中央診療施設のインフォームド・コンセントの実施状況を確認する。 
適切でない事例が認められる場合は、必要な指導を行うとともに当該事例を院内に周知する。 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

診療情報管理士が毎日、退院時サマリを確認し、不備等の修正依頼を適時実施している。毎月、手術
記録、カウンターサインを確認し、作成状況や未承認の催促を各診療科の病歴管理委員宛に通知し 
ている。ピアレビューは、年 7回の頻度で、3診療科の医師、看護師、薬剤師、理学療法士、栄養士、
診療情報管理士を招集し、多職種でカルテ監査をしている。ピアレビュー後に各自 3症例を持ち帰り、
監査を行い、後日結果を報告する。また、半年後に再監査を診療情報管理士が各 4症例ずつ実施して
おり、1 年 224 症例の監査計画で運用している。年間の全診療科の結果は、病歴管理委員会で資料を
配布し、周知を行っている。インフォームドコンセントについても、診療情報管理士がカルテ記載内
容を確認し、一年で全診療科を一巡する。結果はインフォームドコンセント委員会で報告している。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（７）名、専任（０）名、兼任（６）名 

 うち医師：専従（３）名、専任（０）名、兼任（０）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（３）名 

 うち看護師：専従（３）名、専任（０）名、兼任（１）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

1. インシデントの調査・分析・レポート管理及びカンファレンスの開催 
2. 医療事故防止方策の検討・実施・評価 
3. リスクマネジャー会議の開催 
4. 職員研修の企画・実施および、理解度テストの実施と評価 
5. 医療安全推進及び教育のための教材の開発・活用 
6. 現場のリスクマネジャーの支援、連絡調整、院内ラウンドの実施 
7. 他の委員会や部署、各職種間の連絡調整 
8. リスクマネジメント委員会等の開催準備及び支援 
9. 患者相談窓口等の担当者との連携、医療安全に係る患者及び家族等への対応支援 
10. 全死亡症例の把握・検証 
11. 医療の質・安全に関するモニタリング 
12. 高難度新規医療技術及び未承認新規医薬品を用いた医療の導入に係る委員会への参画 

 

令和5年10月1日現在の医療安全に資するモニタリング項目は以下の7つであり、リスクマネジメント
委員会及び病院運営会議、リスクマネジャー会議で報告を行っている。 
1. 手術安全チェックリスト使用率 
2. 初回抗がん剤導入前のHBVスクリーニング実施率 



 
 
 

 
3. 内視鏡治療例での気道確保困難チェックリスト使用率 
4. 2週間以内の退院サマリ作成率 
5. 臨床工学部から貸し出した人工呼吸器の日常点検実施率 
6. 病理検査および画像検査における重要所見ToDoの翌月までの消去率 
7. 輸血投与時の認証システムによる照合実施率 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（５件）、及び許可件数（５件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

診療科長から高難度新規医療技術を用いた診療の提供の申請が行われた場合、申請内容の確認を行

うとともに、高難度新規医療技術評価委員会に、当該高難度新規医療技術を用いた診療の提供の適否、

実施を認める条件等について意見を求め、その意見を踏まえ適否を決定する。 

  また、定期的及び術後に患者が死亡した場合など、必要に応じて当該医療の提供が適正な手続きで

行われていたか、診療記録等の確認や従事者の遵守状況の確認を行い、病院長に報告する。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（２２件）、及び許可件数（２１件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

診療科長から未承認新規医薬品等を用いた診療の提供の申請が行われた場合、申請内容の確認を行う
とともに、未承認新規医薬品等診療評価委員会に、当該未承認新規医薬品等を用いた診療の提供の適
否、実施を認める条件等について意見を求め、その意見を踏まえ適否を決定する。 
 また、定期的及び術後に患者が死亡した場合など、必要に応じて当該医療の提供が適正な手続きで
行われていたか、診療記録等の確認や従事者の遵守状況の確認を行い、病院長に報告する。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 



 
 
 

 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年２５５件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年４３件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

【院内死亡症例】 
 院内死亡・死産症例は、退院転帰が「死亡（あるいは死産）」と入力されることで全例漏れなく医
療安全部門が把握することができるシステムを構築しており、医療安全部門では、毎週、多職種で全
死亡症例の診療経過について検証している。  
 さらに診療科では全死亡・死産症例について、診療科内で医療プロセスについて検証し、その結果
を院内死亡症例報告書に入力する。医療クオリティ審議委員会での検討が必要と判断された際は、医
療クオリティ審議依頼書を提出する。 
 診療科長及び中央クオリティマネジメント部部長が全症例の検証結果を確認し、医療クオリティ審
議委員会において医療安全管理責任者に報告する。医療安全管理責任者は、病院運営会議において管
理者に報告する。平成 28年 9月 20 日より運用を開始している。 

 

【管理者が定める水準以上の事象】 
 平成 14年から全国立大学医学部附属病院で使用している影響レベルのうち、レベル 3b以上は管理
者が定める水準以上の事象として、月一回開催される医療クオリティ審議委員会において医療クオリ
ティ審議依頼書で報告のあった事象の事実関係の調査・把握を行い、報告された事象が医療事故か否
かを判断する。また、日本医療機能評価機構及び医療事故調査制度に伴う報告事例か審議する。その
後、病院運営会議、統括医療安全管理委員会で報告される。 
 医療事故と判断された場合は、速やかに医療事故対策委員会を立ち上げ、患者や家族等及び医療事
故を起こした当事者や部署に対して、必要な支援を行う。医療事故に関して、情報収集・統合、分析、
意思決定、関係機関への報告、院内外への公表を行う。 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：九州大学 ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：長崎大学 ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

前年に引き続き、令和 4年度も新型コロナウイルス感染拡大のため相互立入は実施せず、WEB 訪問に
変更し調査を行った。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

窓口の名称： 患者相談室（平成 16年 4月 2日設置） 
対応する職員： 患者包括サポートセンター患者相談部門 
医師 1 名 
看護師 1名 
医療ソーシャルワーカー(MSW) 1 名 
事務職員 2 名 
計 5 名 
相談に応じる時間帯： 月～金曜日 8：30～17：00 



 
 
 

 
患者相談室設置要綱 
第 7条(1) 相談を受けた者は、相談等の内容を病院長まで報告するものとする。 

第7条(2) 病院長は相談等の内容が、本院の医療安全管理体制確保に有益であると認められるときは、

関係部署及び関係委員会に対して、検討及び改善を指示するものとする。 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

リスクマネジメント講習会にて、特定機能病院としての高度な医療を提供するために必要な知識につ
いて研修を行った。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

【管理者】 

令和４年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 
⇒令和５年１月１６日受講 
令和５年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 
⇒令和６年１月１５日受講予定 
 

【医療安全管理責任者】 

令和４年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 
⇒令和４年１１月３０日受講 
令和５年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 
⇒令和６年１月２６日受講予定 
 

【医薬品安全管理責任者】 

令和４年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 
⇒令和５年１月１６日受講 
令和５年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 
⇒令和６年２月２６日受講予定 
 

【医療機器安全管理責任者】 

令和４年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 
⇒令和４年１１月３０日受講 
令和５年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 
⇒令和６年２月２６日受講予定 

 

 

 

（注）前年度の実績を記載すること 



 
 
 

 
 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 
実施年月日：令和 3年 10月 13 日～10 月 15 日 
実施機関名：公益財団法人日本医療機能評価機構 
評価内容 ：公益財団法人日本医療機能評価機構による「一般病院３」の認証受審 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 
公表年月日：令和 4年 4月 1日 
本院ホームページにおいて公表：https://www.hosp.med.osaka-u.ac.jp/pr/evaluation.html 

・評価を踏まえ講じた措置 
1.手術部位感染サーベイランスの実施に即して、貴院が補充的な審査で提示した改菩策の継続的な 
実践と対象診療科の拡大に努めた。  

2.診療の質の向上に向けた活動に関して、補充的な審査で提示された改善策を継続的に実践した。 
3.新たに組織された業務改善委員会を縮続的に開催し、実績を積み上げた。 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 

規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
 
 
 
  

 

 ・ 基準の主な内容 

下記のとおり定めました。 

(1)医療法第１０条に規定された病院の管理者として要件を満たす医師であること。 

(2)大学附属病院の管理運営に必要な資質・能力を有すること。 

(3)医療安全確保のために必要な資質・能力を有すること。 

(4)大阪大学医学部附属病院の理念・基本方針を理解し、その実現に向けた強い意思とリーダ

ーシップを有すること。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法  本学のＨＰにて公表している。 

 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 
 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

 病院重点課題（中期計画等）、人事、組織改組、規程改正及び予算・決算等、本院の管理 

運営に関する重要事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

全教職員が閲覧できるよう、議事録を本院のＨＰに掲載している。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法：議事録を本院のＨＰに掲載している。 

 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

別紙１のとおり    

    

    

    

    

    
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 本学のＨＰに掲載 
 
 
 ・ 規程の主な内容 
 

 大阪大学医学部附属病院規程に副病院長及び病院長補佐は管理者（病院長）が指名すると 
規定している。 

 
   国立大学法人大阪大学会計規則・同予算決算規則に管理者（病院長）が医学部附属病院の 

予算責任者として、予算案の作成及び予算の執行について権限と責任を有すると規定している 
 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
 
 
   別紙２のとおり 
 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

国立大学附属病院を取り巻く様々な課題に対して、病院長のリーダーシップ、病院長を支えるサ
ポート体制の強化及び病院経営等、病院執行部のガバナンス強化に向け、各国立大学附属病院の
病院長、副病院長、看護部長及び事務部長等の次世代リーダー等の役職者を対象に国立大学附属
病院長会議が主催する幹部職員セミナー（病院長塾・病院経営次世代リーダー養成塾）に参加さ
せ、育成しており、今後も引き続き参加させる。 

 
（参考） 
平成２８年度「病院長塾」参加者：副病院長２名・事務部長・総務課長 
平成２９年度「病院経営次世代リーダー養成塾」参加者：副病院長・副看護部長 
平成３０年度「病院長塾」参加者：病院長・病院長補佐・看護部長・副看護部長・総務課長 

 令和 元年度「病院経営次世代リーダー養成塾」参加者：病院長・副看護部長 
 令和 ２年度「医師の働き方改革に関する緊急セミナー」 

参加者：病院長、副病院長、副看護部長、事務部長、総務課長 
 令和 ３年度 「医師の働き方改革セミナー」 
        参加者：病院長、副病院長、事務部長、総務課長 
 令和 ４年度 「医師の働き方改革セミナー」 
        参加者：病院長、副病院長、事務部長、総務課長 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 ２回 

・活動の主な内容： 

○医療安全管理体制の活動報告 以下の委員会・部会等から活動報告を行う。 

感染対策委員会、医療放射線安全管理委員会、高難度新規医療技術審査部、未承認新規医薬品等診

療審査部、医薬品安全管理委員会、医療機器安全管理委員会、リスクマネジメント委員会、医療ク

オリティ審議委員会及び医療安全の中央機能に係る報告 

○医療安全に関する特筆すべき取組があれば報告 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 本学のＨＰに掲載 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を

付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

倉智 博久 大阪母子医療センター総長 〇 医療側・経営側の両

知識を有する者とし

て選定 

有・無 1 

橋本 重厚 福島県立医科大学会津医

療センター糖尿病内分泌

代謝・腎臓内科学講座教

授同附属病院医療安全管

理部長 

 医療安全管理部長と

して医療安全管理の

専門家として選定 

有・無 1 

水島 幸子 水島綜合法律事務所所長  法律の専門家である

上、医療に精通して

いる者として選定 

有・無 1 



 
 
 

 
橋本佐与子 認定 NPO 法人ささえあい

医療人権センターCOML 理

事 

 患者・医療者双方の

コミュニケーション

能力を高める活動等

に取り組み、患者目

線で医療について助

言できる者として選

定 

有・無 2 

井上 惠嗣 大阪大学理事  リスク管理を担当する

理事として選定 

有・無 3 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 

平成２９年７月１９日に大阪大学コンプライアンス推進委員会を設置し、各種コンプライアンス
事案（研究上の不正行為、研究費の不正使用、情報漏えい事案、公益通報事案等）の総括と、コン
プライアンスの推進に係る取組みの検討及び実施等を行っている。 

  また、下記のとおり具体的な取り組みを行っている。 
 

・大阪大学行動規範の制定 
・コンプライアンス事案の発生を踏まえた再発防止策の検討及び実施（本部事務機構の各専門部

署等による集合型研修やe-learningによる各種コンプライアンス教育の実施、注意喚起文書の
発出、各種冊子やリーフレット等の配布、各種通報・相談窓口の設置及び周知等） 

・コンプライアンスに関する教職員意識調査の実施 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法   本学のＨＰにて公表している。 
 
 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 
理事会等とは別に総長が設置する大阪大学医学部附属病院戦略会議の下に下記委員を構成員とする

大阪大学医学部附属病院管理運営専門委員会を平成３１年３月８日に設置し、令和５年９月２７日
に管理運営専門委員会を開催した。 
専門委員会では、病院長から外部委員に対して下記事項についての説明を行い、質疑応答の後外

部委員から特に本院の管理運営に関する指摘事項は無かった。 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年１回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年１回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

御前 治 吹田市医師会長  有・無 

倉智 博久 大阪母子医療センター総長  有・無 

吉川 秀樹 市立豊中病院 総長  有・無 

林 紀夫 独立行政法人 労働者健康安全機構 

関西労災病院 病院長 

〇  

松坂 英孝 大阪ガス株式会社顧問  有・無 

橋本 佐与子 認定 NPO 法人 ささえあい医療人権

センターＣＯＭＬ 理事 

 有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年０件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

院内各会議にて附議・周知するとともに、本院 HPの職員専用ページ及び院内ホームページ・イン

トラネットに設置の趣旨及び通報方法等を掲載 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信  

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

・阪大病院ニュースの発行：紙媒体で年4回発行し、本院の活動を情報発信している。 
・病院要覧：紙媒体で年1回発行し、本院の概要を掲載している。 
・ホームページ：随時更新し、情報発信している。阪大病院ニュース、病院要覧、診療等実績デ
ータをPDFで掲載している。 
・病院見学会：年1回一般市民を対象に開催している。（令和３・４年度はコロナ下で休止中し、
動画で配信した） 
・一般市民向けがん診療啓蒙のための公開講座をハイブリッドで開催している。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

本院では、対象となる疾患等に対し、関連診療科や診療部門並びに関連医師やコメディカル

が連携し、包括的な診断及び治療を実現するため、中央診療施設として以下のセンターを配置

し、複数の診療科が連携して対応に当たる体制を整えている。 

 

・脳卒中センター ・前立腺センター ・睡眠医療センター 

・疼痛医療センター ・生殖医療センター ・ハートセンター 

・小児医療センター ・オンコロジーセンター ・呼吸器センター 

・てんかんセンター ・消化器センター ・ＩＶＲセンター 

・胎児診断治療センター ・難病医療推進センター ・子どものこころの診療センター 

・糖尿病センター ・がんゲノム医療センター ・緩和医療センター 

・腸管不全治療センター・摂食嚥下センター 

 

 

 

 

 

 








